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第２章 住宅市場の実態について

１ 住宅の供給状況

住宅供給の状況① 利用関係別住宅供給戸数の推移 （第１回検討会 資料４ P ２） P 2住宅供給の状況①～利用関係別住宅供給戸数の推移～ （第１回検討会、資料４、P.２） ・・・P.2

住宅供給の状況②～各建築時期利用関係別建て方別住宅供給戸数～ （第１回検討会、資料４、P.３） ・・・P.3
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住宅供給の状況①～利用関係別住宅供給戸数の推移～

高度経済成長後期、バブル期、生産緑地法改正（Ｈ３）後に、貸家の供給戸数が増加度 済成 後期 期 緑 改 （ ）後 貸 供 戸数 加

昭和56年から貸家の供給戸数が急激に増加し、バブル期にピークを迎え高度経済成長期後半よりも大量の貸家が供給
された

平成３年生産緑地法改正後、農地所有者の宅地化農地の選択に伴い貸家の供給（農地所有者の賃貸住宅経営）が増加
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Ｈ19賃貸不動産経営管理士協議会設立→「賃貸不動産
経営管理士」の統一資格化

【備考】

Ｈ７ 日本賃貸住
宅管理業協会発
足

Ｈ23 賃貸住宅管理業者登録制度創設

Ｈ12 賃貸不動産管理業
協会設立

Ｈ13 日本賃貸住宅管理
協会設立
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【備考】
平成3年の生産緑地法及び地方税法の改正：都市計画と土地保有課税との融合をはかりながら、３大都市圏における特定市の市街化区域内農地の高度利用の促進、土地価格の安定を求めたも
の。生産緑地法の改正によって「宅地化すべき農地」と「保全すべき農地」に明確に区分し、「宅地化すべき農地」に対しては固定資産税および都市計画税を宅地並みに課すこととなった。

（出典）国土交通省「住宅着工統計」



住宅供給の状況②～各建築時期利用関係別建て方別住宅供給戸数～

建築時期（昭和56年～平成２年）に、それまでの持家戸建中心の住宅供給から貸家共同住宅が
大量に供給され始め、持家戸建市場から貸家共同住宅市場へ構造が変化
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（出典）国土交通省「住宅着工統計」

持家 貸家 給与住宅 分譲住宅 持家 貸家 給与住宅 分譲住宅



第２章 住宅市場の実態について

２ 賃貸住宅市場の実態

（１）賃貸住宅市場の動向（１）賃貸住宅市場の動向

賃貸住宅の市場動向①～建て方別貸家の供給戸数の推移～ （第１回検討会、資料４、P.４） ・・・P.5

賃貸住宅の市場動向②～空き家率(1)～ （第１回検討会、資料４、P.５） ・・・P.6

賃貸住宅の市場動向②～空き家率(2)～ （第２回検討会、参考資料１、P.３） ・・・P.7

賃貸住宅 市場動向③ 直近 賃貸住宅 世帯数 推移 （第 検討会 資料 ）賃貸住宅の市場動向③～直近の賃貸住宅入居世帯数の推移～ （第１回検討会、資料４、P.６） ・・・P.8

賃貸住宅の市場動向④～直近で入居者のあった賃貸住宅の建築時期～ （第１回検討会、資料４、P.７） ・・・P.9

（２）賃貸住宅の管理の現状

賃貸住宅の管理・経営形態（第２回検討会、参考資料１、P.２） ・・・P.10

賃貸住宅管理業者による管理戸数について （第２回検討会、参考資料１、P.４） ・・・P.11

不動産情報サイト登録物件（首都圏賃貸マンション等）の成約件数の推移 ・・・P.12

（３）賃貸住宅の賃料相場

賃料相場①～共同住宅賃料指数の推移～ （第１回検討会、資料４、P.10） ・・・P.13

賃料相場②～都道府県別、間取り別家賃相場～ （第１回検討会、資料４、P.11） ・・・P.14

賃料相場③～賃貸戸建の成約賃料、㎡単価の推移（首都圏）～ （第１回検討会、資料４、P.12） ・・・P.15

（４）賃貸住宅の経営

賃貸住宅経営にかかわる税金について （第２回検討会、資料５、P.３） ・・・P.16

＜契約時＞建物賃貸借契約を締結する際の留意点について① （第２回検討会、資料６、P.４） ・・・P.17

賃貸事業における補修のための支出について （第３回検討会、資料６、P.２） ・・・P.18

賃貸住宅の経営シミュレーション① （第３回検討会、資料６、P.３） ・・・P.19

賃貸住宅の経営シミュレーション② （第３回検討会、資料６、P.４） ・・・P.20賃貸 ② （ 検 資 ）

賃貸住宅の経営シミュレーション③ （第３回検討会、資料６、P.５） ・・・P.21

賃貸住宅の経営シミュレーション④ （第３回検討会、資料６、P.６） ・・・P.22

（５）賃貸住宅の経営経験

持家所有者の住宅を賃貸した経験の有無 （第１回検討会、資料５、P.10） ・・・P.23
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持家所有者の住宅を賃貸した経験の有無 （第１回検討会、資料５、P.10） P.23



賃貸住宅の市場動向①～建て方別貸家の供給戸数の推移～

賃貸戸建・賃貸共同住宅ともに、平成20年以降の減少傾向から平成24年には増加に転じている賃貸戸建 賃貸共 成 以 減少傾 成 加

新規供給された賃貸住宅戸数の推移をみると、平成20年以降減少し平成23年に20万戸を下回るが、平成24年には
21万戸に増加

貸家全体に占める貸家戸建の割合は約２％程度であるが、平成23年に4.9万戸、平成24年に5.5万戸と緩やかに増加
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【備考】
首都圏：東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県

（出典）国土交通省「住宅着工統計」
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賃貸住宅の市場動向②～空き家率（１）～

賃貸用住宅の空き家率※の全国平均は18.8％（H15年度と比較して1.2ポイント上昇）

賃貸用住宅の空き家率（H20）が最も高いのは福井県で30.8％、最も低いのは沖縄県で11.6％

H15年度と比較して賃貸用の空き家率が高くなった上位５府県は、島根県、高知県、福岡県、秋田県、鳥取県
※１ いずれの県も賃貸用の空き家数は増加。高知県は居住者のいる借家の減少に伴い賃貸住宅総数が減少しているにもかかわらず賃貸用空き家数が増加しているが、

他４県は賃貸用住宅総数の増加率よりも賃貸用空き家数の増加率が大きく相対的に賃貸用空き家率が上昇している。なお、福岡県は賃貸用の空き家だけでなく

H15年度と比較して賃貸用の空き家率が低くなった上位５府県は、栃木県・愛知県・三重県・滋賀県・大阪府※２

賃貸用住宅が最も多いのは東京都（3,400,900戸）、 最も少ないのは鳥取県（76,500戸）

賃貸用 空き家が最も多 は東京都（ 戸） 最も少な は島根県（ 戸）

※２ 大阪府のみ賃貸用の空き家数の減少とともに賃貸用住宅総数も減少している。他県は賃貸用住宅総数が増加し賃貸用空き家数が減少している。

居住者のいる借家も増加しているのに対し、島根県は居住者のいる借家数が減少しており賃貸用住宅総数の増加は全て賃貸用空き家の増加によるものである。

賃貸用の空き家が最も多いのは東京都（491,600戸）、最も少ないのは島根県（15,000戸）
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（出典）総務省「住宅・土地統計調査」

（※）賃貸用の空き家率とは、「賃貸用の空き家総数」を「居住世帯有の賃貸用住宅総数と賃貸用の空き家総数を足した総数」で割った値

居住世帯有の賃貸用住宅（H20） 空き家（賃貸用）（H20） 賃貸用の空き家率（H20） 賃貸用の空き家率（H15）



賃貸住宅の市場動向②～空き家率（２）～

住宅の空き家率の全国平均は13.1%であり、賃貸用住宅の空き家率は住宅全体の空き家率を上回って住宅の空き家率の全国平均は13.1%であり、賃貸用住宅の空き家率は住宅全体の空き家率を上回って

いる（都道府県別でも同様）。

都道府県別の空き家率については、住宅全体と同じような傾向が賃貸用住宅でも確認できる。
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【備考】
平成24年3月末時点。
空き家率；「居住世帯の無い住宅の総数」から「一時現在者のみ」及び「建築中」を除いた数を「住宅総数」で割った値
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空き家率；「居住世帯の無い住宅の総数」から「 時現在者のみ」及び「建築中」を除いた数を「住宅総数」で割った値
賃貸用の空き家率とは、「賃貸用の空き家総数」を「居住世帯有の賃貸用住宅総数と賃貸用の空き家総数を足した総数」で割った値

（出典）総務省「平成20年 住宅・土地統計調査」



賃貸住宅の市場動向③～直近の賃貸住宅入居世帯数の推移～

直近で賃貸住宅に入居した世帯数の推移をみると、民営借家（木造）は都市部・地方部ともに減少

（万世帯）
H10調査 H15調査 H20調査

直近で賃貸住宅に入居した世帯数の推移をみると、民営借家（木造）は都市部 地方部ともに減少

民営借家(非木造）の場合は、H15からH20にかけて都市部では増加するが地方部では減少
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借家に居住する主世帯総数（過去3
年以内に入居）

民営借家(木造) 民営借家(非木造)

（参考）民営借家ストック（専用住宅）の内訳 （戸）

一戸建 長屋建 共同住宅 その他 計
※

1,598,200 469,400 2,252,400 5,900 4,325,800
36.9% 10.9% 52.1% 0.1% 100.0%
68,200 94,600 8,762,400 5,500 8,930,700

0.8% 1.1% 98.1% 0.1% 100.0%非木造

木造

※建て方不明を含む。

【備考】
「Ｈ20年調査」は平成18年～調査時点まで（平成20年9月末） 、「Ｈ１５年調査」では平成13年～調査時点まで（平成15年9月末）、「Ｈ10年調査」では平成8年～調査時点まで（平成10年9月末）
に、借家に入居した世帯数を対象に集計。
圏域については次の通り。
・３大都市圏：さいたま市，千葉市、東京都特別区部、横浜市、川崎市、名古屋市、京都市、大阪市、堺市（H20のみ）、神戸市

8
Copyright (C) 2013  Value Management Institute, Inc. All Rights Reserved.

３大都市圏 さいたま市，千葉市、東京都特別区部、横浜市、川崎市、名古屋市、京都市、大阪市、堺市（H20のみ）、神戸市
・その他地域：上記を除く地域
借家に居住する主世帯数には、民営借家、公営、公社等の借家、給与住宅、その他店舗併用住宅の借家に居住する主世帯数を含む。

（出典）総務省「住宅・土地統計調査」



賃貸住宅の市場動向④～直近で入居者のあった賃貸住宅の建築時期～

直近で入居者のいる賃貸住宅の建築時期は、空家となっている賃貸住宅よりも築年数の浅い物件が多数直近で入居者のいる賃貸住宅の建築時期は、空家とな ている賃貸住宅よりも築年数の浅い物件が多数

直近（過去3年以内）で入居のあった賃貸住宅の建築時期をみると、築20年未満が半数以上。地域別にみると、都市部
に比べて地方部のほうが築年数の浅い割合が高い。

一方、空き家となっている賃貸住宅（個人名義）の建築時期は、築20年以上が約7割。建築時期が昭和46年～55年及
び昭和56年～平成2年の占める割合が約半数
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1.9

70%

80%

90%

100%

平成18年～20年９月

平成13年～17年

平成８年 年

び昭和56年～平成2年の占める割合が約半数。
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）

昭和36年～45年

昭和26年～35年

昭和25年以前建築

＜【参考】空家実態調査（H21調査）について＞
・調査対象は、東京都（特別区＋市部）、大阪府（市

部）、茨城県・埼玉県・千葉県・神奈川県の４県内の
「東京都心から40ｋｍ以遠の地域」の３つを対象地域
とし、それら地域であらかじめ設定された調査区の中

３
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都

そ
の

他

３
大

都

そ
の

他

３
大

都

そ
の

他

賃
貸

（
個

人

借家に居住する

主世帯数（2006年以降に入

専用住宅:
民営借家（木造）

専用住宅:
民営借家（非木造）

【参考】

空家実態調査

から無作為に抽出した887の調査区（予備を含む。）
に存在する空家。

・調査対象全体（N=510）のうち所有主体が「都道府
県・市区町村」「都市再生機構（旧公団）・公社」の場
合を除く477件に占める賃貸利用は80.9％。そのうち
個人名義の場合（N=321）を集計している。

【備考】
「Ｈ20年調査」は平成18年～調査時点まで（平成20年9月末） 、「Ｈ１５年調査」では平成13年～調査時点まで（平成15年9月末）、「Ｈ10年調査」では平成8年～調査時点まで（平成10年9月
末）に、借家に入居した世帯数を対象に集計。建築時期不明を除く。
圏域については次の通り。
・３大都市圏：さいたま市 千葉市 東京都特別区部 横浜市 川崎市 名古屋市 京都市 大阪市 堺市（H20のみ） 神戸市

直近で入居のあった賃貸住宅 空き家となっている賃貸住宅
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・３大都市圏：さいたま市，千葉市、東京都特別区部、横浜市、川崎市、名古屋市、京都市、大阪市、堺市（H20のみ）、神戸市
・その他地域：上記を除く地域
借家に居住する主世帯数には、民営借家、公営、公社等の借家、給与住宅、その他店舗併用住宅の借家に居住する主世帯数を含む。

（出典）総務省「住宅・土地統計調査」



賃貸住宅の管理・経営形態

民間賃貸住宅の８割以上は個人経営。そのうち、６割が６０歳以上の高齢者。

保有20戸以下の小規模家主が６割。管理を「すべて委託」している家主は６割超

賃貸住宅の経営形態（家主）

0.7%

個人経営者の年齢（家主）

16.8%

個人

法人

5.5%

10.8%
20歳代

30歳代

83.2%

法人

23.4%59.6%

40歳代

50歳代

60歳以上

2.8%
0.2% 0.5% 0.6%

賃貸住宅保有戸数（家主）

１～５戸

賃貸住宅の管理形態（家主）

すべて自己管理
12.6%

20.7%
27.1%

7.9% ６～１０戸

１１戸～２０戸

２１～５０戸

５１～１００戸

9.2%

11.2%

すべて自己管理

募集から契約まで委託、

それ以外は自己管理

27.6%

１０１～２００戸

２０１～３００戸

３０１～５００戸

５００戸以上

14.3%

65.2% 募集から契約までと管理

の一部を委託

契約も管理もすべて委託
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（出典）国土交通省「民間賃貸住宅に関する市場環境実態調査」（平成２２年）

２０戸以下が
６１％



賃貸住宅管理業者による管理戸数について

既往統計・調査より見込まれる民間賃貸住宅における管理業者の委託管理戸数は、全国で７３５万戸、う既往統計 調査より見込まれる民間賃貸住宅における管理業者の委託管理戸数は、全国で ３５万戸、う
ち日管協会員の管理戸数は４８０万戸（シェア65％）

【備考】
管協会員 管 数（申告 ） 成１９年時点 ３１０ （会員数942社） 成２４年時点 ４８０ （会員数1050社）とな （ 益財 法人 本賃貸住宅管 協会調 ）
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・日管協会員の管理戸数（申告ベース）は、平成１９年時点で３１０万戸（会員数942社）、平成２４年時点で４８０万戸（会員数1050社）となっている。（公益財団法人日本賃貸住宅管理協会調べ）
・1998年（平成10）年の（財）不動産流通近代化センター発行の「賃貸住宅管理業務の実態調査報告書によると、民間借家数に対する管理戸数の比率は33.3％となっている。 （賃貸不動産経営管
理士協議会「賃貸不動産経営管理士講習テキスト」より）

（出典）公益財団法人日本賃貸住宅管理協会 資料



不動産情報サイト登録物件（首都圏賃貸マンション等）の成約件数の推移

（件）

19,064 17,992 19,288
22,68817,190 16,721

18,153
21,002217,394 216,780

229,635
247,290

200,000

250,000

300,000

千葉県

埼玉県

神奈川県

94,995 90,883 99,408 106,925

18,330 18,394 19,579 20,994

67,815 72,790 73,207 75,681

50,000

100,000

150,000
神奈川県

東京都下

東京23区

【備考】

0
2009年 2010年 2011年 2012年

アットホーム調べ。
不動産総合情報サービスのアットホーム株式会社の全国不動産情報ネットワークにおける､各年の賃貸物件の成約数

（出典）アットホーム株式会社「首都圏の居住用賃貸物件成約動向」
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賃料相場①～共同住宅賃料指数の推移～

共同住宅の賃料指数は、東京圏に比べて、大阪圏やその他都市、特に四国で下落幅が大

2011年から2012年の変動率をみると、都市圏別では「大阪圏」及び「その他」が－0.4％、「東京圏」が‐0.3％

地方別では、四国の2011年から2012年の変動率（－）が最も大きく－2.5％、次いで北陸、近畿、九州が‐0.4％

＜都市圏別＞ ＜地方別＞＜都市圏別＞ ＜地方別＞
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【備考】
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北海道 東北 関東 北陸 中部・東海

近畿 中国 四国 九州 沖縄

【備考】
平成17年=100とした共同住宅(ファミリータイプ)の賃料指数
日本不動産研究所の不動産鑑定士等が、全国主要都市の共同住宅158 ポイントを対象にモデル建物の
新規賃料を査定し、それに市場規模を示すウエイトを乗じて指数化したもの。

都市圏別
東京圏：首都圏整備法による既成市街地及び近郊整備地帯を含む都市
大阪圏 近畿圏整備法による既成市街地及び近郊整備区域を含む都市

地方別
北海道
東北：青森県，岩手県，宮城県，秋田県，山形県，福島県
関東：茨城県，栃木県，群馬県，埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県，山梨県
北陸：新潟県，富山県，石川県，福井県
中部・東海：長野県，静岡県，愛知県，岐阜県，三重県
近畿：滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県

13
Copyright (C) 2013  Value Management Institute, Inc. All Rights Reserved.

大阪圏：近畿圏整備法による既成市街地及び近郊整備区域を含む都市
名古屋圏：中部圏開発整備法による都市整備区域を含む都市
その他：上記三大都市圏に含まれない都市

（出典）一般財団法人日本不動産研究所「全国賃料統計」

近畿：滋賀県，京都府，大阪府，兵庫県，奈良県，和歌山県
中国：鳥取県，島根県，岡山県，広島県，山口県
四国：徳島県，香川県，愛媛県，高知県
九州：福岡県，佐賀県，長崎県，熊本県，大分県，宮崎県，鹿児島県



賃料相場②～都道府県別、間取り別家賃相場～

各間取りとも家賃相場は、東京都が最も高く、次いで首都圏3県、近畿圏（大阪府、京都府、兵庫県）、愛
知県、福岡県などが高い

地方部（秋田県、石川県、福井県、岐阜県、三重県、和歌山県、鳥取県、島根県、山口県、四国地域、佐賀県、熊本県、大分県、宮崎

県）では「２ＬＤＫ/３Ｋ/３ＤＫ」の間取りでも6万円を下回っており、東京都の同規模の家賃相場に対して半額以下
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【備考】
平成25年８月25日時点。
HOME‘Sに掲載されている賃貸アパート・賃貸マンション・賃貸一戸建てから、沿線・駅、市区ごとに駅徒歩10分以内の平均家賃を算出したもの。

（出典）ネク ＨＰ「ＨＯＭＥ‘Ｓ 動産投資 見 ！賃貸経営
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（出典）ネクストＨＰ「ＨＯＭＥ‘Ｓ不動産投資 見える！賃貸経営」



賃料相場③～賃貸戸建の成約賃料、㎡単価の推移（首都圏）～

法人所有に対して個人所有の賃貸物件に比較的多い賃貸戸建を対象とした成約賃料、㎡単価の推移を
みると、過去３年間減少傾向

東京都に比べて埼玉県、千葉県、神奈川県の成約賃料は5～7万円程度低く、㎡単価も500～1000円/㎡低い。

また、首都圏で比べると賃貸戸建の㎡単価は、マンションより1000円/㎡ 程度、アパートより700円/㎡程度低い。

＜成約賃料＞＜㎡単価＞
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（出典）レインズ（東日本不動産流通機構）「年間マーケットウォッチ」
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16.2

4.2

5.6

2.0

21.7

12.3

56.3

81.3

0.1

0.3

個人所有(1048万戸）

※民営借家（専用住宅）の約85％

法人所有（191万戸）
（出典）総務省「住宅・土地統計調査（Ｈ15）」



賃貸住宅経営にかかわる税金について

賃貸住宅経営にかかわる税金の種類

税金の種類 概要

所得税、住民税 不動産を賃貸している場合の収入は、不動産所得として所得税・住民税の課税対象となる。
◆不動産所得の金額＝不動産の総収入金額－必要経費（右下表参照）

消費税 家賃、共益費、礼金や保証金等：消費税はかからない

賃貸住宅経営にかかわる税務上の留意点・メリット
（詳細は辛島委員資料参照）

賃貸住宅経営にかかる主な必要経費
（必要経費として収入から控除できる主な支出）

消費税 家賃、共益費、礼金や保証金等 消費税はかからな

事業税 一定額以上の所得がある不動産貸付に事業税がかかる（戸建住宅の場合には10棟以上）

（詳細は辛島委員資料参照）

所得税の申告の手続きが必要となる。

（必要経費として収入から控除できる主な支出）

※毎年所得税の申告を行う。また不動産賃貸事業開始時には、税務署に「個人事
業開業の届出書（賃貸事業の収入と所得が生ずる場合の届出）」の提出が必要と
なり、その他必要に応じて「青色申告の承認申請書（通常の白色申告よりも優遇策
を受けることができる青色申告を選択する場合に提出）」、「減価償却資産の償却方

必要経費として認められるもの 認められないもの

租税公課 ・土地・建物に関る固定資産税・都市計画税
・事業税
・消費税（税込経理による場合に限る）

・借入金の元本返済部分
・所得税
・住民税
事業に関連しない支出

相続した住宅を賃貸利用することにより、節税対
策につながる。

を受ける とができる青色申告を選択する場合に提出）」、 減価償却資産の償却方
法の届出書」なども提出する。

※賃貸住宅 建物評価額

・事業に関連しない支出
（自宅に係る経費等）

修繕費 （資本的支出に該当するものを除く※）

損害保険料 （掛け捨てのもので、その年分のみ）

管理費 ・不動産会社への管理手数料
・管理組合への管理費
・入居者募集のために広告宣伝費

※賃貸住宅の建物評価額について
（以下、賃貸不動産経営管理士協議会「賃貸不動産経営管理士講習テキスト」より抜粋）
貸家の評価額＝建物の固定資産税評価額×（１-30％）

貸家については、30％の評価減が設けられており、もともと建物の相続税の評価額は固
定資産税評価額とされ、建築代金の６～７割で評価されている。さらに、貸家の評価減があ
るため、結果的に貸家の相続税評価額は建築代金の約50％程度になるといわれている。

※賃家建付地の評価額について

居者募集 広告 伝費
・税理士・弁護士への報酬
・共用部分の水道光熱費

減価償却費 （建物、建物付属設備のうち、当年度に対す
る減価償却部分）

借入金利子 土地・建物購入の借入金金利（事業開始後※賃家建付地の評価額について
（以下、賃貸不動産経営管理士協議会「賃貸不動産経営管理士講習テキスト」より抜粋）
貸家建付地の評価額＝自用地（更地）の評価額×（１－借地権割合×借家権割合）

「借地権割合」は地域によって異なっているが、首都圏の住宅地の場合通常60～70％
の地域が多数を占める。

「借家権割合」は、全国一律30％となっている。
したがって、例えば借地権割合70％の地域では、更地の評価に比べ「借地権割合（0.7）

×借家権割合（0 3)」の分（21％）だけ評価が下がる

借入金利子 土地 建物購入の借入金金利（事業開始後
に支払った部分）

その他 ・収入印紙
・立退料（賃貸住宅を建て替える場合の立

退料や取り壊し費用）
・その他雑費（掃除、消耗品代等）
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※修繕費については、設備の取り付け費用（物理的な変更）、畳からフローリングへの改造費用（用途の変更）、
モルタル壁からタイルへの張り替え費用（耐久性の向上）などは「資本的支出」とされ、建物の取得費用に加えた
うえで減価償却の対象となる。

×借家権割合（0.3)」の分（21％）だけ評価が下がる。

（出典）賃貸不動産経営管理士協議会「賃貸不動産経営管理士講習テキスト」等



＜契約時＞ 建物賃貸借契約を締結する際の留意点について その①

１．契約書の作成

賃貸借は、当事者の一方（賃貸人）が相手方（賃借人）に対し、ある物の使用収益をさせることを約し、相手方がこれに対し対価（賃料）を支払
うことによって成立する契約である（民法第601条）。

口約束でも成立するが、トラブルを避けるためには、契約書を作成することが望ましい。

２．特約条項の設定

「原状回復をめぐるトラブルとガイドライン（再改定版）」（国土交通省住宅局、平成23年8月）では、特約が成立する３つの要件を以下のように規
定している。
①特約の必要があり、かつ暴利的でないなどの客観的、合理的理由が存在すること
②賃借人が特約によって通常の原状回復義務を超えた修繕等の義務を負うことについて認識していること
③賃借人が特約による義務負担の意思表示をしていること

特約は、民法90条（公序良俗）及び消費者契約法第8条（事業者の損害賠償の責任を免除する条項の無効）、同第9条（消費者が支払う損
害賠償の額を予定する条項等の無効）、同第10条（消費者の利益を一方的に害する条項の無効）に反しない内容に限られる。

３．借主から貸主に支払われる金銭の種類と性格

礼 金：敷金、保証金あるいは権利金等とは全く性格の異なる金銭として、借主から貸主に支払われる一時金。

（出典）国土交通省住宅局「原状回復をめぐるトラブルとガイドライン（再改定版）」（H23.8)

礼 金 敷金、保証金ある は権利金等とは全く性格の異なる金銭として、借主から貸主 支払われる 時金。

権利金：賃借権設定の対価としての意味を持つ。居住用賃貸借において、この名目による金銭の授受は少ない。

敷 金：賃借人の賃料債務その他の債務を担保する目的で、賃借人から賃貸人に交付される金銭。契約終了の際に返還されるべきものであ
るが、賃借人の債務不履行があれば、その額を控除して返還されるもの。

保証金：法律上の定義はなく、様々な性格（例えば、建設協力金の性格）を兼ね備える金銭。事業用建物に多い。

（出典）公益社団法人全国宅地建物取引業協会連合会
「仲介業者のための建物賃貸借契約のポイント！（平成21年）」
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賃貸事業における補修のための支出について

賃貸する建物、附属設備その他の固定資産の修繕費は必要経費に算入される。

支出の内容によっては資産計上して、減価償却を通じて費用化することになる（資本的支出）。

【資本的支出】

修繕により、新たに資産の価値が増加したり、耐用年数が延長したりすることになれば、その支出はその年分だけの
経費とするべきではなく 翌年以降の年分にも割り振らなければならない性格の支出経費とするべきではなく、翌年以降の年分にも割り振らなければならない性格の支出。

（所得の金額の計算上）その資産の取得価額に加算され減価償却の方法によって、順次費用化が図られる。
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す
る
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め
の
も
の
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以
下

採用して る

割合区分による方法を
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実質により判定
支出金額－修繕費

（① ② ずれか
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資 本 的 支 出

実質により判定

70％相当額
（①又は②のいずれか

低い金額）



賃貸住宅の経営シミュレーション①

【都市部のケース①転勤期間中に所有物件（共同住宅）を賃貸借】

設
定
条
件

◆リフォーム費用：４０万円 （価値の増加・耐用年数の延長がない修繕、金融機関からの借入なし）

◆契約方式、契約期間：４年間の定期借家契約、管理会社を利用

収 入
◆賃料：月額１２万円（年額１４４万円）◆賃料：月額１２万円（年額１４４万円）

◆敷金：賃料の２か月、退去時に１ヶ月分を精算返却（原状回復費用が１ヶ月分必要な場合を想定）
◆礼金：賃料の２か月、退去時に未返却

経 費 ◆管理委託費：月額賃料の１０％（税込10.5％） ※管理手数料、管理会社に支払う管理報酬以外に発生する維持管理のための費用を含む。

◆固定資産税・都市計画税：２５．４万円◆固定資産税 都市計画税：２５．４万円
※販売価格4,000万円のマンション、家屋1,600万円・土地2,400万円）
※建物（固定資産税＝1,600万円×70％×1.4％、都市計画税＝1,600万円×70％×0.3％）、土地（固定資産税＝2,400万円×80％×1/6×1.4％、都市計画税＝2,400万円×80％×1/3×0.3％）

◆建物の減価償却費：３２．８万円
※築後５年が経過したマンション→（居住用として使用していた期間の減価の額）=1,600万円×0.9×0.015×5年=108万円 → 賃貸開始時の簿価＝1,492万円 償却率0.022

◆その他の経費：年間２０万円 ※各種保険料、媒介報酬、不定期なメンテナンス費用、管理委託先の不動産会社などへの交通費などの諸経費を含む。

（単位：万円） 初年度（入居） 2年度 3年度 4年度（退去）

収
入

家賃収入 144.0 144.0 144.0 144.0

礼金収入 24.0 0 0 0礼金収入 24.0 0 0 0

敷金収入 24.0 0 0 ▲12.0

経
費

固定資産税・都市計画税 25.4 25.4 25.4 25.4

建物の減価償却費 32.8 32.8 32.8 32.8

修繕費 40.0 0 0 0

管理委託費 15.1 15.1 15.1 15.1

その他経費 20.0 20.0 20.0 20.0
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不動産所得（単年） 58.7 50.7 50.7 38.7

不動産所得（累計） 58.7 109.4 160.0 198.7



賃貸住宅の経営シミュレーション②

【都市部のケース②相続した所有物件（戸建住宅）を賃貸借】

設
定
条
件

◆リフォーム費用：８０万円 （価値の増加・耐用年数の延長がない修繕、金融機関から全額借入：金利年3.2％、８年返済、毎月元利均等返済）

◆契約方式、契約期間：２年間の普通借家契約（８年間居住が継続すると想定）、管理会社を利用

収 入
◆賃料：月額１２万円（年額１４４万円）◆賃料：月額１２万円（年額１４４万円）

◆敷 金：賃料の１か月分（退去時に原状回復費用が１ヶ月分必要な場合を想定）、礼金：賃料の１か月分（退去時に未返却）
◆更新料：賃料の１か月分（２年ごと、更新手続き費用は「その他の経費」に含むと想定）

経 費 ◆管理委託費：月額賃料の１０％（税込10.5％） ※管理手数料、管理会社に支払う管理報酬以外に発生する維持管理のための費用を含む。

◆固定資産税・都市計画税：１４．９万円◆固定資産税 都市計画税：１４．９万円
※建物（固定資産税＝評価額600万円×1.4％、都市計画税＝評価額600万円×0.3％）、土地（固定資産税＝評価額1,400万円×1/6×1.4％、都市計画税＝評価額1,400万円×1/3×0.3％）

◆建物の減価償却費：４９．７万円
※築後１０年の戸建住宅、建築費：1,500万円→（居住用として使用していた期間の減価の額）=1,500万円×0.9×0.031×10年=418.5万円 → 賃貸開始時の簿価＝1,081.5万円 償却率0.046

◆その他の経費：年間２０万円 ※各種保険料、媒介報酬、不定期なメンテナンス費用、管理委託先の不動産会社などへの交通費などの諸経費を含む。

（単位 ） 初年度 年度 年度（更新） 年度 年度（更新） 年度 年度（更新） 年度（ 去）（単位：万円） 初年度 2年度 3年度（更新） 4年度 5年度（更新） 6年度 7年度（更新） 8年度（退去）

収
入

家賃収入 144.0 144.0 144.0 144.0 144.0 144.0 144.0 144.0

敷金収入 12.0 0 0 0 0 0 0 ▲12.0

礼金収入 更新料 12 0 0 12 0 0 12 0 0 12 0 0礼金収入・更新料 12.0 0 12.0 0 12.0 0 12.0 0

経
費

固定資産税・都市計画税 14.9 14.9 14.9 14.9 14.9 14.9 14.9 14.9

建物の減価償却費 49.7 49.7 49.7 49.7 49.7 49.7 49.7 49.7

修繕費 80 0 0 0 0 0 0 0 0修繕費 80.0 0 0 0 0 0 0 0

管理委託費 15.1 15.1 15.1 15.1 15.1 15.1 15.1 15.1

その他経費 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0

借入金利息 11.5 11.5 11.5 11.5 11.5 11.5 11.5 11.5
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不動産所得（単年） ▲23.2 32.8 44.8 32.8 44.8 32.8 44.8 20.8

不動産所得（累計） ▲23.2 9.6 54.4 87.2 132.0 164.8 209.6 230.4



賃貸住宅の経営シミュレーション③

【地方部のケース①相続した所有物件（戸建住宅）を賃貸借】

設
定
条
件

◆リフォーム費用：６０万円 （価値の増加・耐用年数の延長がない修繕、金融機関からの借入はなし）

◆契約方式、契約期間：２年間の普通借家契約（８年間居住が継続すると想定）、管理会社を利用

収 入
◆賃料 月額８万円（年額９６万円）◆賃料：月額８万円（年額９６万円）

◆敷 金：賃料の１か月分（退去時に原状回復費用が１ヶ月分必要な場合を想定）、礼金：賃料の１か月分（退去時に未返却）
◆更新料：賃料の１か月分（２年ごと、更新手続き費用は「その他の経費」に含むと想定）

経 費 ◆管理委託費：月額賃料の１０％（税込10.5％） ※管理手数料、管理会社に支払う管理報酬以外に発生する維持管理のための費用を含む。

◆固定資産税・都市計画税：１１ ７万円◆固定資産税 都市計画税：１１．７万円
※建物（固定資産税＝評価額450万円×1.4％、都市計画税＝評価額450万円×0.3％）、土地（固定資産税＝評価額1,200万円×1/6×1.4％、都市計画税＝評価額1,200万円×1/3×0.3％）

◆建物の減価償却費：３９．８万円
※築後１０年の戸建住宅、建築費：1,200万円。（居住用として使用していた期間の減価の額）=1,200万円×0.9×0.031×10年=334.8万円 → 賃貸開始時の簿価＝865.2万円 償却率0.046

◆その他の経費：年間１４万円 ※各種保険料、媒介報酬、不定期なメンテナンス費用、管理委託先の不動産会社などへの交通費などの諸経費を含む。

（単位：万円） 初年度 2年度 3年度（更新） 4年度 5年度（更新） 6年度 7年度（更新） 8年度（退去）

収
入

家賃収入 96.0 96.0 96.0 96.0 96.0 96.0 96.0 96.0

敷金収入 8.0 0 0 0 0 0 0 ▲8.0

礼金収入・更新料 8.0 0 8.0 0 8.0 0 8.0 0

経
費

固定資産税・都市計画税 11.7 11.7 11.7 11.7 11.7 11.7 11.7 11.7

建物の減価償却費 39.8 39.8 39.8 39.8 39.8 39.8 39.8 39.8

修繕費 60.0 0 0 0 0 0 0 0

管理委託費 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1

その他経費 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0

不動産所得（単年） ▲23 6 20 4 28 4 20 4 28 4 20 4 28 4 12 4
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不動産所得（単年） ▲23.6 20.4 28.4 20.4 28.4 20.4 28.4 12.4

不動産所得（累計） ▲23.6 ▲3.2 25.2 45.6 74.0 94.4 122.8 135.2



賃貸住宅の経営シミュレーション④

【地方部のケース②空き家（戸建住宅）を低賃料で賃貸借】

設
定
条
件

◆リフォーム費用：０万円 （借主が入居期間中の、貸主が費用負担しない必要費・有益費について、請求権を破棄して、借主の費用負担で実施）

◆契約方式、契約期間：８年間の定期借家契約（８年間居住が継続すると想定）、管理会社を利用しない

収 入
◆賃料：月額４万円（年額４８万円）（周辺相場と比較して著しく賃料が安いため 貸主の必要費・有益費の費用負担は免除）◆賃料：月額４万円（年額４８万円）（周辺相場と比較して著しく賃料が安いため、貸主の必要費・有益費の費用負担は免除）

◆敷金：賃料の２か月分（退去時に全額返却）
◆礼金：なし

経 費 ◆管理委託費：なし

◆固定資産税・都市計画税：１１．７万円◆固定資産税 都市計画税：１１．７万円
※建物（固定資産税＝評価額450万円×1.4％、都市計画税＝評価額450万円×0.3％）、土地（固定資産税＝評価額1,200万円×1/6×1.4％、都市計画税＝評価額1,200万円×1/3×0.3％）

◆建物の減価償却費：１５．０万円
※耐用年数が経過した戸建住宅、建築費：1,200万円。（居住用として使用していた期間の減価の額）=1,200万円×0.9×0.031×25年=837万円

→ 賃貸開始時の簿価＝363万円 （建物の減価償却費）363万円×0.9×0.046

◆その他の経費：年間４万円 ※契約時の媒介報酬、各種保険料などの諸経費を含む。

（単位：万円） 初年度 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度（退去）

収
入

家賃収入 48.0 48.0 48.0 48.0 48.0 48.0 48.0 48.0

敷金収入 8.0 0 0 0 0 0 0 ▲8.0敷金収入 8.0 0 0 0 0 0 0 ▲8.0

礼金収入・更新料 0 0 0 0 0 0 0 0

経
費

固定資産税・都市計画税 11.7 11.7 11.7 11.7 11.7 11.7 11.7 11.7

建物の減価償却費 15.0 15.0 15.0 15.0 15.0 15.0 15.0 15.0

修繕費 0 0 0 0 0 0 0 0

管理委託費 0 0 0 0 0 0 0 0

その他経費 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0
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不動産所得（単年） 25.3 17.3 17.3 17.3 17.3 17.3 17.3 9.3

不動産所得（累計） 25.3 42.6 59.9 77.2 94.5 111.8 129.1 138.4



持家居住者（首都圏）の12.7％は、所有する住宅を賃貸した（している）経験ありと回答

持家所有者の住宅を賃貸した経験の有無

賃貸経験ありと回答した者のうち、住替えにあたって従前住宅を賃貸した場合（①及び②）が18.4％、セ
カンドハウスや相続した住宅等を賃貸した場合（⑤及び⑥）が54.2％

＜これまでの賃貸経験の有無＞ ＜これまでに賃貸した（している）住宅＞

9.5 

0.0  10.0  20.0  30.0  40.0 

①住替えにあたり、前の住まいを貸していた

（％）

12.7  87.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=1500）

8.9 

11.6 

17 9

②住替えにあたり、前の住まいを貸している

③前の住まいを貸したことがある（住替え前に一

時的に貸したことがある場合）

④現在の住まいを貸したことがある

5.7 

6.7 

13 0

94.3 

93.3 

87 0

３０代（N=300）

４０代（N=300）

５０代（N=300）

従前住宅を賃貸 18.4%

17.9 

18.9 

35.3 

④現在の住まいを貸したことがある

⑤現在のお住まい以外に所有する住宅（※）を

貸していた

⑥現在のお住まい以外に所有する住宅（※）を

貸している

貸したことがある（または貸している）（ ）

13.0 

20.0 

18.0 

87.0 

80.0 

82.0 

５０代（N=300）

６０代（N=300）

７０代以上（N=300）

貸したことがある（または貸している）(N 190) 貸したことはない(N 1310)

ｾｶﾝﾄﾞﾊｳｽ
・相続した
住宅等を
賃貸54.2%

【備考】
インターネット調査。調査対象者：首都圏（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県） 、名古屋圏（岐阜県、愛知県、三重県）、近畿圏（京都府、大阪府、兵庫県）の持家戸建
住宅 分譲マンシ ンに居住している30歳以上の世帯主

（複数回答）
※ 別荘などのセカンドハウス・相続した住宅等。

貸したことがある（または貸している）（N=190）貸したことがある（または貸している）(N=190) 貸したことはない(N=1310)

住宅、分譲マンションに居住している30歳以上の世帯主

（出典）国土交通省住宅局住宅総合整備課「定期建物賃貸借制度に関する活用方策等の検討調査報告書（H25.3）」
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第２章 住宅市場の実態について

３ 空き家の全体状況

（１）空き家戸数の推移

空き家の状況①～空き家数の推移と種類別内訳～ （第１回検討会、資料５、P.２） ・・・P.25

空き家の状況②～空き家率の推移～ （第１回検討会、資料５、P.３） ・・・P.26

空き家の状況③～一戸建住宅の空き家率の推移～ （第１回検討会、資５、P.４） ・・・P.27

空き家の状況④～建て方別・空き家の内訳～ （第１回検討会、資料５、P.５） ・・・P.28

空き家の状況⑤～都道府県別・空き家の内訳～ （第１回検討会、資料５、P.６） ・・・P.29

（２）空き家の立地状況

敷地に接している道路の幅員①～居住世帯有の住宅と空き家の比較（全国）～ （第１回検討会、参考資料１、P.２） ・・・P.30

敷地に接している道路の幅員②～建て方別（全国）～ （第１回検討会、参考資料１、P.３） ・・・P.31

敷地に接している道路の幅員③～都道府県別～ （第１回検討会、参考資料１、P.４） ・・・P.32

最寄りの駅までの距離①～住宅の所有の関係別（全国）～ （第１回検討会、参考資料１、P.５） ・・・P.33

最寄りの駅までの距離②～建て方別（全国） ～ （第１回検討会、参考資料１、P.６） ・・・P.34

最寄りの駅までの距離③～都道府県別～ （第１回検討会、参考資料１、P.７） ・・・P.35

最寄りの医療機関までの距離①～住宅の所有の関係別（全国）～ （第１回検討会、参考資料１、P.８） ・・・P.36

最寄りの医療機関までの距離②～建て方別（全国） ～ （第１回検討会、参考資料１、P.９） ・・・P.37

最寄りの医療機関までの距離③～都道府県別～ （第１回検討会、参考資料１、P.10） ・・・P.38最寄りの医療機関までの距離③ 都道府県別 （第１回検討会、参考資料１、P.10） P.38

最寄りの郵便局・銀行までの距離①～住宅の所有の関係別（全国）～ （第１回検討会、参考資料１、P.11） ・・・P.39

最寄りの郵便局・銀行までの距離②～建て方別（全国） ～ （第１回検討会、参考資料１、P.12） ・・・P.40

最寄りの郵便局・銀行までの距離③～都道府県別～ （第１回検討会、参考資料１、P.13） ・・・P.41

（３）空き家となる可能性のある住宅（３）空き家となる可能性のある住宅

所有する別荘やセカンドハウス、相続した住宅の利用状況 （第１回検討会、資料５、P.13） ・・・P.42

これまでに所有してきた住宅を賃貸した理由 （第１回検討会、資料５、P.11） ・・・P.43

これまでに所有してきた住宅を賃貸しなかった理由 （第１回検討会、資料５、P.12） ・・・P.44

持家所有者における今後の賃貸意向と賃貸する場合の条件 （第１回検討会 資料５ P 16） ・・・P 45
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持家所有者における今後の賃貸意向と賃貸する場合の条件 （第１回検討会、資料５、P.16） ・・・P.45

相続する可能性のある住宅の立地 （第１回検討会、資料５、P.14） ・・・P.46

住替え後の従前住宅の売却状況 （第１回検討会、資料５、P.15） ・・・P.47



空き家の状況①～空き家数の推移と種類別内訳～

空き家の総数は、この２０年で倍増

空き家のうち「賃貸用又は売却用」の増加率は減少しているが、「その他の住宅」の増加率は増大

空家の種類別の内訳では、「賃貸用の住宅」（413万戸）が最も多く、次に「その他の住宅」（268万戸）と
なっており、その内訳では「一戸建（木造）」（173万戸）が最多

長屋建

共同住宅

（木造）
1.5%

(115,200)

共同住宅

（非木造）
8.0%

(602,800)

その他
0.2%

(18,000)13.1
15

7 000

8,000

（千戸） （％）

二次的

住宅
5.4%

(411,200)一戸建

（非木造）

1.8%
(133,200)

1,825

2,118

2,681

8.6
9.4 9.8

11.5
12.2

10
5,000

6,000

7,000

その他の

住宅
2,681,100
35.4%一戸建

造

1.1%
(82,700)

空き家総数
3,520

3,978
4,476

977

1,252

1,310

1,488

7.5

5

2 000

3,000

4,000

賃貸用の

住宅
54.5%

(4,126,800)
売却用の

（木造）
22.8%

(1,729,200)

7,567,900戸

137 216 295 369 419 498 411

1,565
1,834

2,336
2,619

00

1,000

2,000

昭和53年 昭和58年 昭和63年 平成5年 平成10年 平成15年 平成20年

1.49倍 1.50倍 1.27倍

【参考】二次的住宅：別荘及びその他（たまに寝泊まりする人がいる住宅）
賃貸又は売却用の住宅 新築 中古を問わず 賃貸又は売却のために空き家にな ている住宅

売却用の

住宅
4.6%

(348,800)

二次的住宅 賃貸又は売却用の住宅 その他の住宅 空き家率
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賃貸又は売却用の住宅：新築・中古を問わず、賃貸又は売却のために空き家になっている住宅
その他の住宅：上記の他に人が住んでいない住宅で、例えば、転勤・入院等のため居住世帯が長期にわたって不在の住宅や建替え等のために取り壊す

ことになっている住宅等

（出典）国土交通省資料



空き家の状況②～空き家率の推移～

空き家率※の全国平均は13.1％（H15年度と比較して0.9ポイント上昇）

H20年度の空き家率が最も高いのは山梨県で20.3％、最も低いのは沖縄県で10.3％

H15年度と比較して空き家率、空き家数がともに最も増加したのは島根県（空き家率3.8ポイント増、空き家数1.40倍）

次いで、空き家率が増加した都道府県は、岩手県、長野県、山口県、福岡県が同値の2.6ポイント増

25.0800
（千戸） （％）

H15年度と比較して空き家率が改善されたのは愛知県・三重県・大阪府
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（出典）平成１５年住宅・土地統計調査、平成20年住宅・土地統計調査（総務省）

（※）空き家率；「居住世帯の無い住宅の総数」から「一時現在者のみ」及び「建築中」を除いた数を「住宅総数」で割った値



空き家の状況③～一戸建住宅の空き家率の推移～

都市部に比べて地方部の一戸建住宅の空き家率が増加傾向

一戸建住宅の空き家率をみると、首都圏、愛知県、大阪府、京都府、兵庫県、福岡県などの都市部よりも地方部で、
平成15年から平成20年にかけて空き家率が大幅に増加
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（※）空き家率；「居住世帯の無い住宅の総数」から「 時現在者のみ」及び「建築中」を除いた数を「住宅総数」で割った値
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（出典）平成１５年住宅・土地統計調査、平成20年住宅・土地統計調査（総務省）

（※）空き家率；「居住世帯の無い住宅の総数」から「一時現在者のみ」及び「建築中」を除いた数を「住宅総数」で割った値
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空き家の状況④～建て方別・空き家の内訳～

空き家のうち「その他の住宅」の割合は、一戸建では７割強を占めるが、長屋・共同住宅等では２割弱

一戸建、長屋・共同住宅等ともに、Ｈ15からＨ20にかけて「その他の住宅」が増加し、空き家総数も増加
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【備考】
圏域については次の通り

H15 H20 H15 H20 H15 H20 H15 H20 H15 H20 H15 H20

全国 ３大都市圏 その他地域 全国 ３大都市圏 その他地域

一戸建 長屋・共同住宅等
＜参考＞借家の建て方別所有区分

圏域については次の通り。
・３大都市圏：さいたま市，千葉市、東京都特別区部、横浜市、川崎市、名古屋市、京都市、大阪市、堺市、神戸市
・その他地域：上記を除く地域
空き家の種類については以下の通り。
・二次的住宅

別荘：週末や休暇時に避暑・避寒・保養などの目的で使用される住宅で，ふだんは人が住んでいない住宅
その他：ふだん住んでいる住宅とは別に，残業で遅くなったときに寝泊まりするなど,たまに寝泊まりしている人がいる住宅
賃貸用の住宅：新築 中古を問わず 賃貸のために空き家になっている住宅

　　　　（総務省「住宅・土地統計調査（H15）」）

一戸建 長屋建

共同住宅

(木造)

共同住宅

(非木造)

民営借家（専用住宅）

総数（戸） 1,779,500 627,000 2,509,300 7,458,300

個人所有の割合（％） 95.5 93.9 90.7 79.1

法人所有の割合（％） 4 5 6 1 9 3 20 9
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・賃貸用の住宅：新築・中古を問わず，賃貸のために空き家になっている住宅
・売却用の住宅：新築・中古を問わず，売却のために空き家になっている住宅
・その他の住宅：上記以外の人が住んでいない住宅で，例えば，転勤・入院などのため居住世帯が長期にわたって不在の住宅や建て替えなどのために取り壊すことになっている住宅など

（注：空き家の区分の判断が困難な住宅を含む。）

（出典）総務省「住宅・土地統計調査」

法人所有の割合（％） 4.5 6.1 9.3 20.9



空き家の状況⑤～都道府県別・空き家の内訳～

地方部ではその他の住宅の割合が高く、特に中国・四国・九州に集中

その他住宅の比率が高い都道府県の上位は、島根県（60.2％）、鹿児島県（57.7％）、岡山県（52.5％）

賃貸用住宅の比率が高い都道府県の上位は、東京都（65.5％）、宮城県（64.4％）、北海道（64.0％）

二次的住宅は少ないが、長野県（23.9％）・静岡県（22.5％）・山梨県（20.0％）の3県は20％以上
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二次的住宅 賃貸用の住宅 売却用の住宅 その他の住宅二次的住宅 賃貸用の住宅 売却用の住宅 その他の住宅

（出典）平成20年住宅・土地統計調査（総務省）

【参考】二次的住宅：別荘及びその他（たまに寝泊まりする人がいる住宅）
賃貸用の住宅：新築・中古を問わず、賃貸のために空き家になっている住宅
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売却用の住宅：新築・中古を問わず、売却のために空き家になっている住宅
その他の住宅：上記の他に人が住んでいない住宅で、例えば、転勤・入院等のため居住世帯が長期にわたって不在の住宅や建替え等のために取り壊す

ことになっている住宅等



敷地に接している道路の幅員①～居住世帯有の住宅と空き家の比較（全国）～

接道条件の悪い住宅（「接道していない」及び敷地に接している道路の「幅員4m未満」）の割合は、居住世
帯有の住宅が33.6％であるのに対し、空き家の場合は41.6％

空き家の「その他の住宅」は、接道条件の悪い割合が高く46.0％

賃貸住宅について接道条件の悪い住宅の割合をみると、入居者のいる借家（28.0％）よりも空き家の「賃貸用の住
宅 （ ）がやや高宅」（31.8％）がやや高
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（出典）平成20年住宅・土地統計調査【備考】二次的住宅：別荘及びその他（たまに寝泊まりする人がいる住宅）
賃貸用の住宅：新築・中古を問わず、賃貸のために空き家になっている住宅
売却用の住宅：新築・中古を問わず、売却のために空き家になっている住宅
その他の住宅：上記の他に人が住んでいない住宅で、例えば、転勤・入院等のため居住世帯が長期にわたって不在の住宅や建替え等のために取り壊すことになっている住宅等



敷地に接している道路の幅員②～建て方別（全国）～

空き家となっている一戸建てのうち、接道条件の悪い住宅の割合は58.1％

同様に、空き家となっている長屋建てのうち、接道条件の悪い住宅の割合は55.7％

「共同住宅」及び「その他」は、一戸建てと比較して接道条件の良い割合が高い共同住宅」及び その他」は、 戸建てと比較して接道条件の良い割合が高い
（共同住宅：69.2％、その他：67.5％）
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（出典）平成20年住宅・土地統計調査（総務省）

接道していない 幅員2m未満 2m～4m 4m～6m 6m～10m 10m以上
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敷地に接している道路の幅員③～都道府県別～

接道条件が悪い空き家（接道していない・幅員4m未満）の割合が全国値を上回るのは、
「甲信越」・「近畿南部」・「中国」・「四国」・「九州」

接道条件が良い空き家（幅員6m以上）の割合が全国値を上回るのは、
「北海道」・「東北」・「北関東」・「首都圏」・「北陸」・「中部」・「近畿北部」

特に「北海道（62.0％）」と「愛知県（42.1％）」高く見られる

90%

100%

70%

80%

90%

40%

50%

60%

10%

20%

30%

0%

%

北
海
道

青
森
県

岩
手
県

宮
城
県

秋
田
県

山
形
県

福
島
県

茨
城
県

栃
木
県

群
馬
県

埼
玉
県

千
葉
県

東
京
都

神
奈
川
県

新
潟
県

富
山
県

石
川
県

福
井
県

山
梨
県

長
野
県

岐
阜
県

静
岡
県

愛
知
県

三
重
県

滋
賀
県

京
都
府

大
阪
府

兵
庫
県

奈
良
県

和
歌
山
県

鳥
取
県

島
根
県

岡
山
県

広
島
県

山
口
県

徳
島
県

香
川
県

愛
媛
県

高
知
県

福
岡
県

佐
賀
県

長
崎
県

熊
本
県

大
分
県

宮
崎
県

鹿
児
島
県

沖
縄
県

全
国

32
Copyright (C) 2013  Value Management Institute, Inc. All Rights Reserved.

県 県 県

接道していない 幅員2m未満 2m～4m 4m～6m 6m～10m 10m以上

（出典）平成20年住宅・土地統計調査（総務省）



最寄りの駅までの距離①～住宅の所有の関係別（全国）～

住宅ストックに占める空き家の割合は、2,000mまでは賃貸用住宅の方が賃貸用以外住宅よりも多いが、
2,000m以上になると逆転

空き家・賃貸用は、最寄りの駅までの距離が遠くなるほど減少

空き家・賃貸用以外は、最寄りの駅までの距離が2,000mまでは同程度であるが、2,000m以上になると急増
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駅まで200m未満 200～500m 500～1,000m 1,000m～2,000m 2,000m以上

持家 民営借家（木造） 民営借家（非木造）

その他借家 空き家・賃貸用 空き家・賃貸用以外

空き家の割合（賃貸用） 空き家の割合（賃貸用以外） 空き家の割合（全体）

（出典）平成20年住宅・土地統計調査（総務省）

空き家の割合（賃貸用） 空き家の割合（賃貸用以外） 空き家の割合（全体）

（※）「空き家の割合（賃貸用）」は、「空き家・賃貸用」を「居住世帯あり総数」と「空き家総数」の和で除した値
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（※） 空き家の割合（賃貸用）」は、 空き家 賃貸用」を 居住世帯あり総数」と 空き家総数」の和で除した値
「空き家の割合（賃貸用以外）」は、「空き家・賃貸用以外」を「居住世帯あり総数」と「空き家総数」の和で除した値
「空き家の割合（全体）」は、「空き家総数」を「居住世帯あり総数」と「空き家総数」の和で除した値



最寄りの駅までの距離②～建て方別（全国）～

最寄りの駅までの距離が200m未満の空き家は7.5％

最寄りの駅までの距離が1,000m以上の空き家は55.5％

「共同住宅（48.2％）」以外の住宅は、50％以上を占めている

「一戸建て」の空き家の約半数（47.3％）は最寄りの駅までの距離が2,000m以上
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（出典）平成20年住宅・土地統計調査（総務省）
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最寄りの駅までの距離③～都道府県別～

最寄りの駅までの距離が500m未満の空き家が全国平均より高いのは、
東京都、神奈川県、愛知県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、高知県、福岡県

特に東京都と大阪府は空き家全体の40％以上を占めている

約15の県において、2,000m以上の空き家が50％以上
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駅まで200m未満 200m～500m 500m～1,000m 1,000m～2,000m 2,000m以上

（出典）平成20年住宅・土地統計調査（総務省）



最寄りの医療機関までの距離①～住宅の所有の関係別（全国）～

住宅ストックに占める空き家の割合は、1,000mまでは賃貸用住宅の方が賃貸用以外住宅よりも多いが、
1,000m以上になると逆転

空き家・賃貸用は、最寄りの駅までの距離が遠くなるほど減少

空き家・賃貸用以外は、最寄りの駅までの距離が1,000mまでは同程度であるが、1,000m以上になると急増
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0.00
250ｍ未満 250～500 500～1,000 1,000ｍ以上

持家 民営借家（木造） 民営借家（非木造）

その他借家 空き家・賃貸用 空き家・賃貸用以外

空き家 割合（賃貸用） 空き家 割合（賃貸用以外） 空き家 割合（全体）

（出典）平成20年住宅・土地統計調査（総務省）

空き家の割合（賃貸用） 空き家の割合（賃貸用以外） 空き家の割合（全体）

（※）「空き家の割合（賃貸用）」は、「空き家・賃貸用」を「居住世帯あり総数」と「空き家総数」の和で除した値
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（※） 空き家の割合（賃貸用）」は、 空き家 賃貸用」を 居住世帯あり総数」と 空き家総数」の和で除した値
「空き家の割合（賃貸用以外）」は、「空き家・賃貸用以外」を「居住世帯あり総数」と「空き家総数」の和で除した値
「空き家の割合（全体）」は、「空き家総数」を「居住世帯あり総数」と「空き家総数」の和で除した値



最寄りの医療機関までの距離②～建て方別（全国）～

最寄りの医療機関までの距離が250m未満の空き家は35.4％

最寄りの医療機関までの距離が1,000m以上の空き家は17.2％

「一戸建て」の空き家のうち「1,000m以上」が33.8％であり、他の建て方と比較して割合が高い

「共同住宅」の空き家のうち「1,000m以上」は8.4％にすぎない
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（出典）平成20年住宅・土地統計調査（総務省）
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最寄りの医療機関までの距離③～都道府県別～

最寄りの医療機関までの距離が500m未満の空き家が全国平均より高いのは、
宮城県、埼玉県、東京都、神奈川県、愛知県、京都府、大阪府、兵庫県、福岡県

特に東京都と大阪府は空き家全体の80％以上を占めている

1,000m以上の空き家の割合が40％以上となっているのは山梨県のみ

90%

100%

70%

80%

90%

最寄りの医療機関
までの距離が

40%

50%

60%
までの距離が
500m未満
（全国平均）

20%

30%

%

0%

10%

北
海
道

青
森
県

岩
手
県

宮
城
県

秋
田
県

山
形
県

福
島
県

茨
城
県

栃
木
県

群
馬
県

埼
玉
県

千
葉
県

東
京
都

神
奈
川
県

新
潟
県

富
山
県

石
川
県

福
井
県

山
梨
県

長
野
県

岐
阜
県

静
岡
県

愛
知
県

三
重
県

滋
賀
県

京
都
府

大
阪
府

兵
庫
県

奈
良
県

和
歌
山
県

鳥
取
県

島
根
県

岡
山
県

広
島
県

山
口
県

徳
島
県

香
川
県

愛
媛
県

高
知
県

福
岡
県

佐
賀
県

長
崎
県

熊
本
県

大
分
県

宮
崎
県

鹿
児
島
県

沖
縄
県

全
国

38
Copyright (C) 2013  Value Management Institute, Inc. All Rights Reserved.

（出典）平成20年住宅・土地統計調査（総務省）

県 県 県

250m未満 250～500m 500～1,000m 1,000m以上



最寄りの郵便局・銀行までの距離①～住宅の所有の関係別（全国）～

住宅ストックに占める空き家の割合は、1,000mまでは賃貸用住宅の方が賃貸用以外住宅よりも多いが、
1,000m以上になると逆転

空き家・賃貸用は、最寄りの駅までの距離が遠くなるほど減少

空き家・賃貸用以外は、最寄りの駅までの距離が1,000mまでは同程度であるが、1,000m以上になると急増
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持家 民営借家（木造） 民営借家（非木造）

その他借家 空き家・賃貸用 空き家・賃貸用以外

空き家の割合（賃貸用） 空き家の割合（賃貸用以外） 空き家の割合（全体）

（出典）平成20年住宅・土地統計調査（総務省）

空き家の割合（賃貸用） 空き家の割合（賃貸用以外） 空き家の割合（全体）

（※）「空き家の割合（賃貸用）」は、「空き家・賃貸用」を「居住世帯あり総数」と「空き家総数」の和で除した値
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（※） 空き家の割合（賃貸用）」は、 空き家 賃貸用」を 居住世帯あり総数」と 空き家総数」の和で除した値
「空き家の割合（賃貸用以外）」は、「空き家・賃貸用以外」を「居住世帯あり総数」と「空き家総数」の和で除した値
「空き家の割合（全体）」は、「空き家総数」を「居住世帯あり総数」と「空き家総数」の和で除した値



最寄りの郵便局・銀行までの距離②～建て方別（全国）～

最寄りの郵便局・銀行までの距離が200m未満の空き家は24.6％

最寄りの郵便局・銀行までの距離が1,000m以上の空き家は19.6％

「一戸建て」の空き家のうち「1,000m以上」が32.6％であり、他の建て方と比較して割合が高い

「共同住宅」の空き家のうち「1,000m以上」は12.8％にすぎない
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（出典）平成20年住宅・土地統計調査（総務省）
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最寄りの郵便局・銀行までの距離③～都道府県別～

最寄りの郵便局・銀行までの距離が500m未満の空き家が全国平均より高いのは約20の都府県であり、
特に北陸、四国、九州の府県に多い

1,000m以上の空き家の割合が40％以上なのは、
茨城県、栃木県、千葉県、山梨県、三重県、山口県の6県
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（出典）平成20年住宅・土地統計調査（総務省）

250m未満 250～500m 500～1,000m 1,000m以上



所有する別荘やセカンドハウスの利用状況をみると、利用していない場合が2割程度

所有する別荘やセカンドハウス、相続した住宅の利用状況

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

相続した住宅の利用状況をみると「住んでいない」との回答も約1割
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2.3

2.5

3.8

4.8

1.0

1.1

23.4

20.2

34.0

34.2

20.7

18.9

総計

(N=3,099)

３大都市圏

(N=1,715)

＜現在の居住地別所有する
別荘やセカンドハウスの利
用状況＞

8.5 2.0
2.5
0.9 27.3 33.7 22.9

その他地域

(N=1,384)

週末や休暇を過ごすための住宅として利用している

勤務地などの近くの日常生活の拠点となる住宅として利用している

季節によって拠点となる住宅として利用している

在宅勤務などにより利用している住宅として利用している

親族が日常的に利用している

その他（人に賃借している、事業用に利用しているなど）

利用していない

86.6 1.4 9.7 2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総計

(N=11,525)

３大都市圏

＜現在の居住地別相続し
た住宅の利用状況＞
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３大都市圏

(N=4,576)

その他地域

(N=6,949)

相続した家に住んでいる
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相続した家に住んでいないが、別荘・セカンドハウスとして活用している

相続した家はあるが、住んでいない

相続した家を貸している （出典）国土交通省「住生活総合調査（Ｈ20）」



これまでに所有してきた住宅を賃貸した理由

賃貸した理由は、売却を考えることなく、空き家にするよりはよいと考えたから

これまでに所有する住宅を賃貸した（している）理由として、住替えにあたって前の住まいを賃貸した場合、セカンドハ
ウスや相続した住宅等を賃貸した場合ともに「空家にするよりはよいと考えたから（売却は考えなかった）」が第1位

前の住まいの場合は「売却も考えた」や「売却よりも賃貸するメリットがあったから」との回答が22.9％

セカンドハウスや相続した住宅等の場合は「老後の収入源を確保したか た」が25 2％セカンドハウスや相続した住宅等の場合は「老後の収入源を確保したかった」が25.2％

51.4 
32.0 

0.0  10.0  20.0  30.0  40.0  50.0  60.0  70.0  80.0 

空家にするよりはよいと考えたから（売却は考えなかった）

（％）

22.9 

22.9 

0.0 

11.7 

13.6 

1.9 

空家にするよりはよいと考えたから（売却も考えた）

売却よりも賃貸するメリットがあったから

知人や近所で賃貸運用している人がうまくいっている様子だったから

前にお住ま の住宅を5.7 

8.6 

17.1 

5.8 

25.2 

17.5 

不動産業者等から勧められたから

老後の収入源を確保したかったから

家賃収入を住宅ローンの返済にあてようと考えたから

前にお住まいの住宅を

賃貸した場合 全体
(N=35)

現在のお住まい以外に
2.9 

21.4 

7.8 

自宅の建て替え・リフォームの予定があり、良い機会だと思ったから

投資目的で購入した住宅だったから

住宅の相続にあたり、相続税対策になると考えたから

現在のお住ま 以外

所有する住宅を賃貸した

場合 全体(N=103)

【備考】
インターネット調査
調査対象者：持家戸建住宅、分譲マンションに居住している30歳以上の世帯主
調査対象地域：首都圏（埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県） 名古屋圏（岐阜県 愛知県 三重県） 近畿圏（京都府 大阪府 兵庫県）

0.0 
11.7 その他
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調査対象地域：首都圏（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県） 、名古屋圏（岐阜県、愛知県、三重県）、近畿圏（京都府、大阪府、兵庫県）
複数回答。「前の住まい」「現在の住まい」「現在の住まい以外に所有する住宅」のそれぞれについて、賃貸した（または賃貸している）と回答した者を対象に集計している。
現在のお住まい以外に所有する住宅とは、別荘などのセカンドハウス・相続した住宅等。

（出典）国土交通省住宅局住宅総合整備課「定期建物賃貸借制度に関する活用方策等の検討調査報告書（H25.3）」



これまでに所有してきた住宅を賃貸しなかった理由

賃貸しなかった理由は、一度貸し出すと返してもらうのが大変だと思ったから

賃貸しなかった理由の第1位をみると、前の住まいを賃貸しなかった場合は「売却した方がメリットがあったから」、別荘な
どセカンドハウスや相続した住宅等の場合は「利用していたから」、現在の住まいの場合は「貸す必要性が生じなかった
から」。第2位は、何れの住宅の場合も「一度貸し出すと返してもらうのが大変だと思ったから」
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一度貸し出すと、返してもらうのが大変だと思ったから

敷金の清算や入居者の退去に手間取りそうだったから

入居者のマナーや家賃滞納の対応が大変そうだったから

（ ）

前にお住まいの住宅を賃貸しな

かった場合 全体(N=442)

現在のお住まい以外に所有する8.6 
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3 4

家賃収入に対して維持管理費の負担が大きいと思ったから

契約手続きが面倒そうだったから

家財道具一式を搬出することが手間だったから

貸し出すには相応のリフォームが必要だったから

現在のお住まい以外に所有する

住宅を賃貸しなかった場合 全

体(N=100)

現在のお住まいを賃貸しなかっ

た場合 全体(N=1466)

賃貸前の準備や
条件等に関する

理由
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9 5
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3.4 
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1.3 

一度賃貸に出したが借り手が見つからなかったから

希望の条件では、借り手がつかないと思ったから

家族（または親族）の同意が得られなかったから

自分の家に他人が入居することに抵抗感があ たから

【備考】
インターネット調査
調査対象者：持家戸建住宅、分譲マンションに居住している30歳以上の世帯主
調査対象地域：首都圏（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県） 、名古屋圏（岐阜
県、愛知県、三重県）、近畿圏（京都府、大阪府、兵庫県）
複数回答。

9.5 

44.1 

6.8 

19.0 

4.0 

2.0 

10.7 

9.1 

自分の家に他人が入居することに抵抗感があったから

売却した方がメリットがあったから

売却を勧められたから

売却するつもりだったから

「前の住まい」「現在の住まい」「現在の住まい以外に所有する住宅」のそれぞれに
ついて、賃貸したことはないと回答した者を対象に集計している。なお、「現在の住ま
い以外に所有する住宅」の場合は現在住まい以外に所有する住宅がある場合を対
象としている。現在のお住まい以外に所有する住宅とは、別荘などのセカンド
ハウス・相続した住宅等。

（出典）

5.9 

1.1 

7.0 

21.0 

35.0 

引き続き利用するつもりだった/利用する予定があったから

将来相続させるつもりだったから

利用していたから

親族で居住者がいたから
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国土交通省住宅局住宅総合整備課「定期建物賃貸借制度に関する活用方策等
の検討調査報告書（H25.3）」

17.9 9.0 

72.4 

4.9 

親族で居住者がいたから

貸す必要性が生じなかったから

その他



持家所有者における今後の賃貸意向と賃貸する場合の条件

住替え予定がある場合でも賃貸するかは条件次第 条件次第では貸したいと考える場合の条件
住替えの予定（または意向）がある場合※は「条件次第で現在
の住まいを貸したい」の占める割合が高く見られる。

「住替える予定がある」場合は「貸そうと考えている」も17.5％

条件次第 貸し 考 場合 条件
は安定した賃料収入が見込めること
（76.2％）

現在の住まいを賃貸したいと考える場合は、他
と比べて「返してもらう時期が見込める」との回答※「住替える予定がある」または「住替えたいと思っており 今後具体的に検討したい」 と比べて「返してもらう時期が見込める」との回答
が多く24.7％

※「住替える予定がある」または「住替えたいと思っており、今後具体的に検討したい」
または「転勤等で一時的な住替えの予定がある（ありそうだ）」と回答した場合

＜今後の賃貸意向・予定＞ ＜賃貸する場合の条件＞

現在の住まいを貸そうと考えている 全体(N=319)

現在の住まい以外で所有している住宅を貸そうと考えている

現在の住まいおよびそれ以外に所有している住宅を貸そうと考えている

今のところ考えていないが、条件次第では現在の住まいを貸したい

今のところ考えていないが、条件次第では現在の住まい以外で所有している住宅を貸したい

今のところ考えていないが、条件次第では現在の住まいおよびそれ以外で所有している住宅を貸したい
0.0  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0  （％）

全体(N=319)

今のところ考えていないが、条件次第では現在の住まいを貸したい(N=271)

今のところ考えていないが、条件次第では現在の住まい以外で所有している住宅を貸したい(N=18)

今のところ考えていないが、条件次第では現在の住まいおよびそれ以外で所有している住宅を貸したい(N=30)

1.5 

15.9 

1.1 

1.6 

0.1 

0.0 

18.1 

39.7 

1.2 

1.6 

2.0 

0.0 

76.0 

41.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=1500）

住替える予定がある（N=63）

貸さない
23.5 

76.2 

11.0 

24.7 

77.9 

9.6 

16.7 

55.6 

16 7

16.7 

73.3 

返してもらう時期が見込める場合

安定した賃料収入が見込める場合

入居者が親族や知人の場合

6.4 

0.0 

0.4 

1.4 

5.9 

1.0 

0.0 

2.9 

0.1 

56.7 

64.7 

11.2 

1.4 

2.9 

1.1 

3.5 

2.9 

1.9 

30.5 

20.6 

84.4 

住替えたいと思っており、今後具体的に

検討したい（N=141）
転勤等で一時的な住替えの予定がある

（ありそうだ）（N=34）
住替える予定はない（今の住まいに住み

続ける予定だ）（N=1133）

45.8 

2.2 

44.3 

2.2 

16.7 

50.0 

5.6 

20.0 

56.7 

0.0 

管理等の手間が自身にはかからない場合

その他

【備考】
インターネット調査
調査対象者：持家戸建住宅 分譲マンションに居住している30歳以上の世帯主

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

12.0 

16.2 

1.1 

0.0 

1.1 

5.4 

85.9 

78.4 

建替えて住み続ける予定だ（N=92）

その他（N=37）
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調査対象者：持家戸建住宅、分譲マンションに居住している30歳以上の世帯主
調査対象地域：首都圏（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県） 、名古屋圏（岐阜県、愛知県、三重県）、近畿圏（京都府、大阪府、兵庫県）

（出典）国土交通省住宅局住宅総合整備課「定期建物賃貸借制度に関する活用方策等の検討調査報告書（H25.3）」



相続する可能性のある住宅の立地

３大都市圏では、相続する可能性のある住宅が、「現住所と同じ市区町村（37.8％） 」と同程度の割合で
「他の都道府県（36.4％） 」に立地

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総計
49.4

37.8

21.9

22.1

25.2

36.4

3.5

3.6

総計

(N=14,955)

３大都市圏

(N=7,956)

62.6 21.7 12.4 3.3
その他地域

(N=6,999)

現住所と同じ 同じ都道府県の 他の都道府県 不明

＜参考＞ 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市区町村 他の市区町村

現在の居住地別相続する可能性のあ
る住宅の活用方法 8.6

6.8

0.5

0.5

2.9

3.3

5.3

5.8

2.1

2.4

10.6

11.9

58.2

56.6

11.8

12.7

総計

(N=49,804)

３大都市圏

(N=25,890)

10.5
0.4

2.6 4.8 1.8 9.2 59.9 10.8
その他地域

(N=23,914)

相続し、その家に住む 相続し、別荘・セカンドハウスとして活用する

相続するが、その家には住まない 相続するが、その家に住むかどうかはわからない
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（出典）国土交通省「住生活総合調査（Ｈ20）」

相続するつもりはない 相続するかどうかはわからない

相続する家はない 不明



住替え後の従前住宅の売却状況

住替え（住宅購入）にあたって従前住宅を保有し、それを貸している世帯は全体の約1割

69 0 9 9 9 1 10 3 1 7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2012年度
売却した

69.0

74.1

64.6

9.9

7.9

12.4

9.1

10.2

10.2

10.3

5.1

9.7

1.7

2.8

3.1

年度

(N=242)

2011年度

(N=216)

2010年度

(N=225)

現在も保有しており、セカンドハウス等

として自分で利用している

現在も保有しているが、人（親族含む）

に貸している

66.4

69.4

13.0

7.5

9.5

10.4

9.5

10.1

1.6

2.6

( )

2009年度

(N=253)

2008年度

(N=268)

その他

無回答

【備考】
調査対象は、首都圏（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県）で調査年度の前年度に購入した住宅の引き渡しを受けた世帯。
上図はそのうち従前住宅が自己所有住宅であった世帯を対象に集計している。

（出典）一般社団法人不動産流通経営協会「不動産流通業に関する消費者動向調査」
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第３章 個人住宅の活用に関する意識について

１ 空き家所有者（供給サイド）の意向

空き家所有者アンケート（スクリーニング調査結果） （第３回検討会、資料９、P.２） ・・・P.49

空き家所有者アンケート（本調査結果①） （第３回検討会、資料９、P.３） ・・・P.50

空き家所有者アンケート（本調査結果②） （第３回検討会、資料９、P.４） ・・・P.51

空き家所有者アンケート（本調査結果③） （第３回検討会、資料９、P.５） ・・・P.52

空き家所有者アンケート（本調査結果④） （第３回検討会、資料９、P.６） ・・・P.53

空き家所有者アンケート（本調査結果⑤） （第３回検討会、資料９、P.７） ・・・P.54

空き家所有者アンケート（本調査結果⑥） （第３回検討会、資料９、P.８） ・・・P.55

空き家の概況① （空き家所有者アンケート結果から） （第４回検討会、資料２、P.２） ・・・P.56

空き家の概況② （空き家所有者アンケート結果から） （第４回検討会、資料２、P.３） ・・・P.57

空き家の概況③ （空き家所有者アンケート結果から） （第４回検討会、資料２、P.４） ・・・P.58

空き家の概況④ （空き家所有者アンケート結果から） （第４回検討会、資料２、P.５） ・・・P.59

空き家の概況⑤ （空き家所有者アンケート結果から） （第４回検討会、資料２、P.６） ・・・P.60

空き家所有者の賃貸意向①（空き家所有者アンケート結果から） （第４回検討会、資料２、P.７） ・・・P.61

空き家所有者の賃貸意向②（空き家所有者アンケート結果から） （第４回検討会、資料２、P.８） ・・・P.62

空き家所有者の賃貸意向③（空き家所有者アンケート結果から） （第４回検討会、資料２、P.９） ・・・P.63

空き家所有者の賃貸意向④（空き家所有者アンケート結果から） （第４回検討会、資料２、P.10） ・・・P.64空き家所有者の賃貸意向④（空き家所有者アンケ ト結果から） （第４回検討会、資料２、P.10） P.64

空き家所有者の賃貸意向⑤（空き家所有者アンケート結果から） （第４回検討会、資料２、P.11） ・・・P.65

空き家所有者の賃貸意向⑥（空き家所有者アンケート結果から） （第４回検討会、資料２、P.12） ・・・P.66

空き家所有者の賃貸意向⑦（空き家所有者アンケート結果から） （第４回検討会、資料２、P.13） ・・・P.67

空き家所有者の賃貸意向⑧（空き家所有者アンケート結果から） （第４回検討会、資料２、P 14） ・・・P 68空き家所有者の賃貸意向⑧（空き家所有者アンケ ト結果から） （第４回検討会、資料２、P.14） P.68

空き家所有者の賃貸意向⑨（空き家所有者アンケート結果から） （第４回検討会、資料２、P.15） ・・・P.69
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空き家所有者アンケート（スクリーニング調査結果）

スクリーニング調査（本調査の対象となる空き家所有者を抽出するための調査）

女性
30代

北海道・

東北

10%
四国

九州・沖

縄

7%

（サンプル数：15193人）

＜性別＞ ＜年齢＞ ＜現居住地＞

男性

女性

31%
以下
7%

40代

23%

50代

36%

60代

以上
34%

10%

首都圏

43%
甲信越北

中部東海

11%

近畿

16%

中国

5%

2%
7%

69% 36% 甲信越北

陸

6%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

＜現在の住まい＞
＜（空き家を所有している場合）住宅の種類＞

68.2  18.3  11.6 1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持家戸建住宅

持家分譲マンション

賃貸住宅（民間賃貸・公的賃貸）

その他

74.1  16.7  9.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

戸建住宅

分譲用マンション

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

＜現住宅以外の住宅の所有＞ ＜（空き家を所有している場合）住宅の立地環境＞

17.7  38.8  43.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

所有しており、現在空家である

所有しており、現在居住者がいる

所有していない

35.5  24.8  14.2  7.3 
15.6 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

市街地周辺

市街地から離れた地域

郊外（ニュータウン）地域

農山漁村地域

その他
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空き家所有者アンケート（本調査結果①）

本調査（個人用住宅の空き家所有者：サンプル数2187人）

30代以下

7% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

＜年齢＞ ＜現在の住居＞ ＜空き家となっている住宅の種類＞
0% 20% 40% 60% 80% 100%

40代

20%

50代

36%

60代以上

37%
66.5  19.9  12.4 1.2 

持家戸建住宅

持家分譲マンション

賃貸住宅（民間賃貸・公的賃貸）

その他

82.4  17.6  戸建住宅 分譲用マンション

0% 20% 40% 60% 80% 100%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100% １００㎡未満

㎡ ㎡

＜空き家となっている住宅の立地環境＞ ＜空き家となっている住宅の敷地規模＞

82.4  17.6  戸建住宅 分譲用マンション35.3  24.5  14.3  7.5  15.8  2.6 

市街地

市街地周辺

市街地から離れた地域

郊外（ニュータウン）地域

農山漁村地域

その他

19.6  13.9  15.0  12.7  24.5  14.4 

１００㎡以上１５０㎡未満

１５０㎡以上２００㎡未満

２００㎡以上３００㎡未満

３００㎡以上

わからない

0% 20% 40% 60% 80% 100% ５００ｍ未満

５００ｍ以上１ｋｍ未満

0% 20% 40% 60% 80% 100% ５０㎡未満

＜空き家となっている住宅の最寄駅からの距離＞ ＜空き家となっている住宅の延べ床面積＞

17.0  21.9  28.0  11.6  10.4  7.3 3.8 

５００ｍ以上１ｋｍ未満

１ｋｍ以上３ｋｍ未満

３ｋｍ以上５ｋｍ未満

５ｋｍ以上１０ｋｍ未満

１０ｋｍ以上３０ｋｍ未満

３０ｋｍ以上

7.5  34.8  23.9  10.9  9.9  13.0 

５０㎡以上１００㎡未満

１００㎡以上１５０㎡未満

１５０㎡以上２００㎡未満

２００㎡以上

わからない
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空き家所有者アンケート（本調査結果②）

本調査（個人用住宅の空き家所有者：サンプル数2187人）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分が住み替えて 前の住まいをまだ保有しているから 0% 20% 40% 60% 80% 100% ５年以内

＜空き家となった理由＞
＜空き家となっている住宅の築年数＞

23.8  28.0  16.0  15.4  16.7 

自分が住み替えて、前の住まいをまだ保有しているから

自分が住んだことがある、親所有の住宅を相続したから

自分が住んだことがない、親所有の住宅を相続したから

別荘・セカンドハウス用として購入したが使っていないから

その他

9.3  5.7  7.7  9.2  11.1  11.3  12.1  33.6 

５年以内

６～１０年以内

１１～１５年以内

１６～２０年以内

２１～２５年以内

２６～３０年以内

３１～３５年以内

３６年以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

売却及び賃貸をするつもりがないから

３６年以上

0% 20% 40% 60% 80% 100% 半年未満

半年～１年未満

年 年

＜空き家のまま保有している理由＞ ＜空き家となっている期間＞

27.5  31.6  12.3  8.6  20.1 

将来、条件があえば売却しようと思っているから

将来、条件があえば賃貸しようと思っているから

将来、売却することを決めているから

その他

13.0  11.2  11.4  10.7  13.5  18.1  19.1  3.0 

１年～２年未満

２年～３年未満

３年～５年未満

５年～１０年未満

１０年以上

わからない

58.4 

0 10 20 30 40 50 60 70

庭（専用庭）

車庫 駐車スペ ス

0% 20% 40% 60% 80% 100% ご自身単独の名義

ご自身と配偶者の共有

（相続等が発生し）親の名義のまま

＜空き家となっている住宅の所有名義＞ ＜家屋以外の付帯物＞

57.7 

47.9 

15.9 

10.2 

5.9 

車庫・駐車スペース

物置・倉庫

菜園（住宅の敷地内）

農地（住宅の敷地外）

その他

54.5  12.8  12.2  6.7 4.8 0.7 6.8 1.6 

ご自身と親の共有

ご自身と兄弟・姉妹との共有

ご自身と親族以外の親戚との共有

その他

わからない
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18.7 付帯しているものはない



空き家所有者アンケート（本調査結果③）

本調査（個人用住宅の空き家所有者：サンプル数2187人）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分で管理している

＜空き家の日ごろの管理＞

61.2  10.5  11.2 
1.5 

12.8  2.9 

自分で管理している

地元の不動産業者、建築会社が管理している

親族・親戚が管理している

友人・知人・隣人が管理している

特に管理していない

その他

62.4 

0 10 20 30 40 50 60 70

風通し 40.4

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

空き家が遠方にあり、自分で管理できないから

＜（管理している場合）管理の内容＞ ＜（管理していない場合）管理していない理由＞

59.2 

53.4 

47.9 

47.1 

38.6

庭や敷地内の草取り

郵便物の整理・処分

外壁や雨漏りの確認

防犯確認

水廻り設備等の点検

40.4 

40.0 

29.6 

16.8 

9.3 

空き家 遠方 あり、自分 管理 きな ら

しばらく住む予定がなく、管理する必要性を感じないから

手間や費用がかかるから

管理しても高く売れる（貸せる）とは思わないから

誰に管理をお願いすればよいかわからないから
38.6 

14.1 

8.1 

水廻り設備等 点検

その他

把握していない

12.1 その他

＜（管理している場合）管理費（月額）＞

42.0  4.3  9.1  10.4  11.9  22.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無償

１千円未満

１～３千円未満

３～５千円未満

＜（管理している場合）管理費（月額）＞

52
Copyright (C) 2013  Value Management Institute, Inc. All Rights Reserved.

千円未満

５千円～１万円未満

１万円以上



空き家所有者アンケート（本調査結果④）

本調査（個人用住宅の空き家所有者：サンプル数2187人）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

売却・譲渡先を募集している

賃貸住宅として借主を募集している

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賃貸してみたい

＜（特に何もしていない場合）空き家の賃貸意向＞＜空き家となっている住宅の現在の状況＞

9.8  7.4  6.8  71.0  5.0  不動産業者に相談している

特に何もしていない

その他 ＜（賃貸意向者）どのような状態で貸したいか＞

5.3  17.1  25.2  52.4  条件があえば、賃貸してみたい

予定はないが、賃貸を考えてもよい

賃貸したくない

9.4  69.8  1.3 6.0  13.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

売却（譲渡）と賃貸のどちらを選択すればよいか

どのくらいの価格で売却や賃貸ができるかどうか

売却や賃貸を行った場合の税金について

保有し続けた場合 売却や賃貸した場合の収支や相続対策など

47.4 

45.1 

0 10 20 30 40 50

貸し出すには相応のリフォームが必要なのではないか

一度貸し出すと、返してもらうのが大変なのではないか

＜（借主募集中及び賃貸意向者）貸すにあたり心配な点＞＜（不動産業者に相談している場合）相談の内容＞

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保有し続けた場合、売却や賃貸した場合の収支や相続対策など

その他 43.4 

35.0 

33.7 

28.7 

26 3

入居者のマナーや家賃滞納の対応が大変なのではないか

家財道具一式を搬出したり片づけたりすることが手間なのではないか

家賃収入に対して維持管理費の負担が大きいのではないか

敷金の清算や入居者の退去に手間取るのではないか

自分の家を雑に扱われてしまうのではないか

＜ （賃貸中及び賃貸意向者）想定賃貸期間＞

1.7 5.0 10.1  14.4  14.2  5.7  48.9 

１年未満

１年～２年未満

２年～３年未満

３年～５年未満

５年～１０年未満

１０年以上

借りてもらえるのであれば、いつまででも構わない

26.3 

25.4 

22.9 

22.9 

21.8 

自分の家を雑に扱われてしまうのではないか

貸しても借り手がつかないのではないか

契約手続きが面倒なのではないか

希望の条件では、借り手がつかないのではないか

賃貸住宅のオーナーとして様々な責任や義務が生じるのではないか

14.8 

13.7 

9.3 

9.3 

5.6 

どうやって貸せばよいか、誰に相談すればよいかわからない

売却、建替えなどほかの選択肢の可能性もあるのではないか

空き家であっても自分の家に他人が入居することに心理的に抵抗感がある

空き家となっている住宅が現在の居住地から遠く、状況がよくわからない

空き家となっている住宅の近所や集落の目が気になる

0% 20% 40% 60% 80% 100%

周辺の賃料水準と同じ程度（収益重視）

周辺の賃料水準よりも若干安い程度（稼働重視）

＜ （賃貸中及び賃貸意向者）想定賃料＞
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5.4 

9.3 

家族（または親族）の同意が得られないのではないか

その他

47.0  29.1  17.4  6.4 
固定資産税や維持費が賄える程度

建物がいたまなければ良いので賃料は相当安くても構わない



空き家所有者アンケート（本調査結果⑤）

本調査（個人用住宅の空き家所有者：サンプル数2187人）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

売却・譲渡先を募集している

賃貸住宅として借主を募集している

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賃貸してみたい

＜（特に何もしていない場合）空き家の賃貸意向（再掲）＞＜空き家となっている住宅の現在の状況（再掲）＞

9.8  7.4  6.8  71.0  5.0 

賃貸住宅として借主を募集している

不動産業者に相談している

特に何もしていない

その他

※空き家所有者の約7割が「何もしていない」としているが、そのうち約半数
は「賃貸してみたい（賃貸を考えてもよい）」との意向を有している

＜（賃貸意向者）どのような状態で貸したいか＞

5.3  17.1  25.2  52.4  条件があえば、賃貸してみたい

予定はないが、賃貸を考えてもよい

賃貸したくない

は「賃貸してみたい（賃貸を考えてもよい）」との意向を有している。

38.3 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

一度貸し出すと、返してもらうのが大変だと思うから

貸し出すには相応のリフォ ムが必要だから

0% 20% 40% 60% 80% 100% 貸主が費用負担して、入居前の修繕等（クリーニン

グ・設備の入替）を行い、周辺と同水準の賃料設

定で賃貸する

＜（賃貸非志向者）賃貸したくない理由＞＜（賃貸意向者）どのような状態で貸したいか＞

31.9 

30.8 

26.3 

24.1 

19.9 

19.2 

15 4

貸し出すには相応のリフォームが必要だから

家財道具一式を搬出したり片づけたりすることが手間だから

盆暮正月の帰省など、たまに利用する可能性があるから

今後自分（又は親族が）利用するつもりだから

入居者のマナーや家賃滞納の対応が大変そうだから

自分の家を雑に扱われてしまう恐れがあるから

敷金の清算や入居者の退去に手間取りそうだから

38.1  32.3  29.6 

定で賃貸する

貸主が費用負担して、入居前の修繕等をある程度

（クリーニングのみ・設備は古いまま）行い、周辺の

水準よりも若干低い賃料設定で賃貸する

貸主が費用負担はせず、入居前の修繕を殆ど行

わず（入居者が自己負担で設備の入替なども実施

する必要がある）、周辺よりも著しく安い賃料設定
で賃貸する

15.4 

14.3 

13.9 

12.2 

11.3 

9.3 

9 2

敷金の清算や入居者の退去に手間取りそうだから

空き家であっても自分の家に他人が入居することに心理的に抵抗感があるから

家賃収入に対して維持管理費の負担が大きいと思うから

できれば売却したいと思うから

契約手続きが面倒そうだから

貸しても借り手がつかないと思うから

賃貸住宅のオーナーとして様々な責任や義務が生じるから24 8 40 6 34 7

0% 20% 40% 60% 80% 100% 貸主が費用負担して入居中の修繕を行うため、借

主は修繕等を行わない

貸主が基本的に費用負担して入居中の修繕を行

うが、借主の自己負担で、ある程度の修繕等（壁

紙の張替など）を行うことを認める

＜（賃貸意向者）入居後の修繕についての意識＞

9.2 

8.6 

7.6 

6.3 

6.1 

5.8 

2 2

賃貸住宅のオーナーとして様々な責任や義務が生じるから

売却、取り壊し、建替えなど、賃貸以外の可能性を考えたいから

将来相続させるつもりだから

希望の条件では、借り手がつかないと思うから

家族（または親族）の同意が得られないから

空き家となっている住宅が現在の居住地から遠く、状況がよくわからないから

空き家となっている住宅の近所や集落の目が気になるから

24.8  40.6  34.7  紙の張替など）を行うことを認める

貸主が修繕を行わず、借主の自己負担で、好みの

修繕等（水廻り設備の入替など）を行うことを認め

る

※賃貸意向者（現在既に借主を募集している空き家

所有者を含む）の約７５％が、入居者が修繕等を
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2.2 

2.1 

0.2 

11.5 

空き家となっている住宅の近所や集落の目が気になるから

どうやって貸せばよいか、誰に相談すればよいかわからないから

一度賃貸に出したが借り手が見つからなかったから

その他

所有者を含む）の約７５％が、入居者が修繕等を
行ってもいいと考えている。



空き家所有者アンケート（本調査結果⑥）

本調査（個人用住宅の空き家所有者：サンプル数2187人）

0  20  40  60  80  100 
0  10  20  30  40  50  60  70  80  90  100 

＜（賃貸意向者）貸しだすにあたっての考え＞ ＜物件所在地の行政が推進する支援策への期待＞

7.9  20.9  32.4  22.3  16.6 

とても期待する 期待する あまり期待しない 期待しない どちらともいえない

4.2 

3.8 

13.0 

11.5 

24.8 

22.8 

48.9 

53.0 

9.1 

8.8 

間取りを変えたりシェアハウスにするなどの大規模な改築や修繕を行うこと

家の一部を賃貸の対象から外す（家財置場のための納戸や仏間は除外するな

ど）、いわゆる部分貸しで住宅を賃貸すること

＜（期待する場合）期待する支援サービス＞

35.8 

27.6 

26.9 

0 5 10 15 20 25 30 35 40

経済的支援

行政が運営している空き家情報サイト

物件情報の提供

物件探索を手伝 てくれる不動産業者の斡旋

5.3 

5.3 

22.7 

16.9 

22.6 

22.3 

38.7 

45.5 

10.8 

10.0 

自らが直接貸主にならずに不動産会社に実際の賃料よりも若干低い賃料を保

証してもらうサブリース（転貸）で住宅を賃貸すること

地域活性化につながる体験滞在施設や交流施設として利用してもらうこと

23.0 

30.3 

物件探索を手伝ってくれる不動産業者の斡旋

その他
大変興味がある 興味がある あまり興味がない 興味がない どちらともいえない

＜定期借家制度を知っているか＞
0  20  40  60  80  100 

7.7  20.5  22.3  22.4  27.2 

内容をよく知っている 内容をある程度知っている
名称を聞いたことがある あまり知らない
全く知らない

＜定期借家契約で貸すことを重視するか＞

6 6 24 1 21 7 12 0 35 6

0  20  40  60  80  100 
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6.6  24.1  21.7  12.0  35.6 

とても重視する 重視する あまり重視しない 重視しない どちらともいえない



空き家の概況① （空き家所有者アンケート結果から）

空き家所有の概況

•回答者の約２割が空き家を所有しており、その内訳は戸建住宅が約７割、マンションが約２割となっている。

•戸建住宅は「相続を理由として取得した郊外の築深物件」の空き家、マンションは「自己の住替え等によって
空き家となった市街地の築浅物件や二次的住宅の未活用」の空き家が典型的なケースと考えられる。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

＜現住宅以外の住宅の所有＞ 自分が住み替えて、前の住まいをまだ保有しているから

自分が住んだことがある、親所有の住宅を相続したから

自分が住んだことがない、親所有の住宅を相続したから

別荘 セカンドハウス用として購入したが使 ていないから

＜空き家となった理由＞

17.7  38.8  43.5 

所有しており、現在空家である

所有しており、現在居住者がいる

所有していない

(n) (%)

全　体 2187

戸建住宅 1802

分譲用マンション 385

種

類

23.8

22.5

30.1

28.0

32.3

8.1

16.0

17.8

7.8

15.4

12.5

28.8

16.7

14.9

25.2

別荘・セカンドハウス用として購入したが使っていないから

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

戸建住宅

＜（空き家を所有している場合）住宅の種類＞
市街地 773

市街地周辺 536

市街地から離れた地域 312

郊外（ニュータウン）地域 164

農山漁村地域 345

空

き

家

立
地

環

境

28.3

25.2

19.6

31.1

15.4

28.7

30.4

22.8

19.5

33.9

15.3

16.2

18.3

18.9

14.5

10.6

10.3

21.8

17.1

22.9

17.1

17.9

17.6

13.4

13.3

74.1  16.7  9.3  分譲用マンション

その他

その他 57 3.5 14.0 14.0 42.1 26.3

(n) (%)

全 体

５年以内 ６～１０年以内 １１～１５年以内 １６～２０年以内

２１～２５年以内 ２６～３０年以内 ３１～３５年以内 ３６年以上

＜空き家となっている住宅の築年数＞

＜空き家となっている住宅の種類と立地環境＞

(n) (%)

全 体 2187 35 3 24 5 14 3 7 5 15 8

市街地 市街地周辺

市街地から離れた地域 郊外（ニュータウン）地域

農山漁村地域 その他

全　体 2187

戸建住宅 1802

分譲用マンション 385

市街地 773

市街地周辺 536

種

類

空
き

9.3

7.7

16.6

11.8

8.2

5.7

4.4

11.7

6.6

5.2

7.7

6.8

12.2

8.2

6.7

9.2

8.2

14.0

8.2

10.1

11.1

9.8

17.4

10.7

10.4

11.3

11.8

9.4

14.4

11.6

12.1

12.4

10.9

11.3

12.7

33.6

39.1

7.8

29.0

35.1
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全　体 2187

戸建住宅 1802

分譲用マンション 385

種

類

35.3

30.3

59.0

24.5

24.9

22.9

14.3

15.7

7.5

7.5

8.1

4.7

15.8

18.4

3.6

市街地から離れた地域 312

郊外（ニュータウン）地域 164

農山漁村地域 345

その他 57

家

立

地
環

境

7.1

11.6

6.1

10.5

6.4

3.7

3.5

12.3

7.4

8.5

8.4

7.0

10.6

11.6

7.2

12.3

15.7

13.4

8.1

8.8

8.3

11.0

6.4

15.8

13.1

18.3

8.7

15.8

31.4

22.0

51.6

17.5



空き家の概況②（空き家所有者アンケート結果から）

所有する空き家の管理状況

50%

60%

70%

80%
全 体

自分で管理している

地元の不動産業者、建築会社が管理している

親族・親戚が管理している

友人・知人・隣人が管理している

•空き家の約８割は、日ごろからなんらかの管理がなさ
れているが、空き家となっている期間が長いほど、管理
をしていないケースが多くなる傾向が見られる。

分譲 シ 場合や空き家とな る期間が短

＜日ごろの管理主体別の管理の内容＞

(n)

風

通

し

庭

や

敷

地

内

の

草

取

り

郵

便

物

の

整

理

・

処

分

外

壁

や

雨

漏

り

の

確

認

防

犯

確

認

水

廻

り

設

備

等

の

点

検

そ

の

他

把

握

し

て

い

な

い
0%

10%

20%

30%

40%その他•分譲マンションの場合や空き家となっている期間が短
い場合は、不動産業者・建築会社が管理しているケース
も３割程度見られるが、戸建住宅では約６割が「自分で
管理している」。

管理を な 場合 そ 理由と 自己 住替
(n) の り 等 な

全　体 1907 62.4 59.2 53.4 47.9 47.1 38.6 14.1 8.1

自分で管理している 1338 69.6 64.9 61.1 53.4 50.9 42.5 13.2 3.4

地元の不動産業者、建築会社が管理している 229 31.4 29.7 24.0 29.7 36.2 28.4 16.2 28.4

親族・親戚が管理している 245 62.9 60.4 46.5 42.4 42.9 34.7 13.5 10.2

友人・知人・隣人が管理している 32 53.1 53.1 37.5 37.5 43.8 25.0 15.6 6.3

その他 63 25.4 42.9 31.7 23.8 23.8 15.9 25.4 25.4

日

ご

ろ

の

管

理

•管理をしていない場合、その理由として、自己の住替
えにより空き家となった場合は「必要性がない」「手
間・費用がかかる」が多く見られる。相続により取得し
た空き家の場合は「遠方にあり管理できない」といった
理由が多く見られる

( ) (%)

自分で管理している
地元の不動産業者、建築会社が管理している
親族・親戚が管理している
友人・知人・隣人が管理している
特に管理していない
その他

60%
全 体

理由が多く見られる。

＜空き家発生理由別の管理していない理由＞
＜空き家の管理の状況＞

(n) (%)

全　体 2187

戸建住宅 1802

分譲用マンション 385

自分が住み替えて、前の住まいをまだ保有しているから 521

自分が住んだことがある、親所有の住宅を相続したから 613

自分が住んだことがない、親所有の住宅を相続したから 351

種
類

空
き

家

と
な

61.2

62.8

53.5

67.0

65.6

59.8

10.5

6.8

27.8

12.1

4.1

6.3

11.2

12.5

5.2

7.3

13.2

16.8

1.5

1.5

1.3

1.5

1.3

1.4

12.8

14.2

6.2

10.0

14.5

13.7

2.9

2.2

6.0

2.1

1.3

2.0

その他

10%

20%

30%

40%

50%

全 体

自分が住み替えて、前の住まいをまだ保有しているから

自分が住んだことがある、親所有の住宅を相続したから

自分が住んだことがない、親所有の住宅を相続したから

別荘・セカンドハウス用として購入したが使っていないから

その他

自分が住んだことがない、親所有の住宅を相続したから 351

別荘・セカンドハウス用として購入したが使っていないから 336

その他 366

半年未満 285

半年～１年未満 246

１年～２年未満 250

２年～３年未満 234

な

っ
た

理
由

空

き

家
と

な

58.3

49.5

53.7

60.2

60.8

60.3

21.1

13.1

28.4

18.3

11.6

9.0

5.1

13.7

7.0

9.8

12.8

12.0

2.7

0.5

1.4

0.8

0.0

1.7

9.5

16.1

6.3

8.1

11.6

14.1

3.3

7.1

3.2

2.8

3.2

3.0

(n)

空

き

家

が

遠

方

に

あ

り

、
自

分

で

管

理

で

き

な

い

か

ら

し

ば

ら

く

住

む

予

定

が

な

く

、
管

理

す

る

必

要

性

を

感

じ

な

い

か

ら

手

間

や

費

用

が

か

か

る

か

ら

管

理

し

て

も

高

く

売

れ

る

（
貸

せ

る

）
と

は

思

わ

な

い

か

ら

誰

に

管

理

を

お

願

い

す

れ

ば

よ

い

か

わ

か

ら

な

い

か

ら

そ

の

他

全　体 280 40.4 40.0 29.6 16.8 9.3 12.1

自分が住み替えて、前の住まいをまだ保有しているから 52 28.8 42.3 40.4 13.5 3.8 7.7空

0%
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年 年未満

３年～５年未満 295

５年～１０年未満 395

１０年以上 417

わからない 65

っ
て
い

る

期
間

65.8

67.8

61.2

41.5

6.8

3.0

3.8

7.7

13.2

11.6

10.8

16.9

1.7

2.0

1.9

1.5

10.5

13.4

19.4

23.1

2.0

2.0

2.9

9.2

自分が住んだことがある、親所有の住宅を相続したから 89 49.4 43.8 30.3 15.7 11.2 4.5

自分が住んだことがない、親所有の住宅を相続したから 48 54.2 35.4 27.1 31.3 18.8 4.2

別荘・セカンドハウス用として購入したが使っていないから 32 40.6 37.5 43.8 15.6 9.4 18.8

その他 59 25.4 37.3 13.6 10.2 3.4 30.5

き

家

と

な

っ
た

理

由



空き家の概況③（空き家所有者アンケート結果から）

所有する空き家の立地地域と管理状況

•居住地と、所有する空き
家が立地するエリアが離れ
ている場合、「自分で管理

る とする割合が低

＜所有する空き家の立地地域と日ごろの管理主体＞

している」とする割合が低
くなる傾向がある。「特に
管理していない」の割合は、
所有する空き家の立地地域
によ それほど大きな違

現在の居住地
エリア

所有する空き
家の立地エリ
ア

（N）
自分で管
理している

地元の不
動産業
者、建築
会社が管
理している

親族・親
戚が管理
している

友人・知
人・隣人
が管理し
ている

特に管理
していない

その他

自分で管理している
地元の不動産業者、建築会社が管理している
親族・親戚が管理している
友人・知人・隣人が管理している
特に管理していない
その他

によってそれほど大きな違
いは無い。

理している

合計 2,187 61.2 10.5 11.2 1.5 12.8 2.9

計 1,301 58.7 12.2 12.1 1.8 12.5 2.8

大都市圏 896 64.6 10.3 9.6 1.7 11.5 2.3

大都市圏

61.2

58.7

64.6

10.5

12.2

10.3

11.2

12.1

9.6

12.8

12.5

11.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地方圏 405 45.7 16.5 17.5 2.0 14.6 3.7

計 886 64.8 7.9 9.9 1.0 13.3 3.0

大都市圏 103 52.4 19.4 13.6 0.0 13.6 1.0

地方圏 783 66.4 6.4 9.5 1.1 13.3 3.3

地方圏

45.7

64.8

52.4

66.4

16.5

7.9

19.4

6.4

17.5

9.9

13.6

9.5

14.6

13.3

13.6

13.3

※地域区分

大都市圏：埼玉県、千葉県、東京都、神奈川
県、岐阜県、愛知県、三重県、京都府、大阪
府、兵庫県、奈良県
地方圏：上記以外の道県

地元の不
動産業 親族 親

友人・知

自分で管理している
地元の不動産業者、建築会社が管理している
親族 親戚が管理している

（N）
自分で管
理している

動産業
者、建築
会社が管
理している

親族・親
戚が管理
している

友人 知
人・隣人
が管理し
ている

特に管理
していない

その他

合計 2,187 61.2 10.5 11.2 1.5 12.8 2.9

1,340 68.2 7.2 8.7 1.0 12.2 2.8

所有する空き家が立地する地
域

居住地と同じ都道府県内

61.2

68.2

10.5

7.2

11.2

8.7

12.8

12.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

親族・親戚が管理している
友人・知人・隣人が管理している
特に管理していない
その他
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847 50.1 15.6 15.2 2.2 13.8 3.1居住地と異なる都道府県 50.1 15.6 15.2 13.8



空き家の概況④（空き家所有者アンケート結果から）

所有する空き家の立地地域と管理していない理由

•日ごろ特に管理をしていない場合の理由と
について、「空き家が遠方にあり自分で管
理できないから」との理由は、居住地と空
き家立地地域が離れ る場合 理由と

60.0

70.0

80.0

90.0

全体

居住：大都市圏／空き家所有：大都市圏

居住：大都市圏／空き家所有：地方圏

居住 地方圏／空き家所有 大都市圏

き家立地地域が離れている場合に、理由と
して挙げる割合が高い。一方、「しばらく
住む予定がない」「手間がかかる」といっ
た理由は、居住地と空き家の立地地域が近

場合に 理由と 挙げる割合が高くな しばらく住

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0
居住：地方圏／空き家所有：大都市圏

居住：地方圏／空き家所有：地方圏

い場合に、理由として挙げる割合が高くな
る。 居住地域／空き家所有地域 （N）

空き家が
遠方にあ
り、自分で
管理でき
ないから

しばらく住
む予定が
なく、管理
する必要
性を感じな
いから

手間や費
用がかか
るから

管理しても
高く売れる
（貸せる）
とは思わ
ないから

誰に管理
をお願い
すればよ
いかわか
らないから

その他

全体 280 40.4 40.0 29.6 16.8 9.3 12.1

居住 大都市圏／空き家所有 大都市圏 103 34 0 43 7 31 1 16 5 6 8 15 5居住：大都市圏／空き家所有：大都市圏 103 34.0 43.7 31.1 16.5 6.8 15.5

居住：大都市圏／空き家所有：地方圏 59 62.7 18.6 16.9 11.9 15.3 10.2

居住：地方圏／空き家所有：大都市圏 14 78.6 50.0 21.4 7.1 7.1 7.1

居住：地方圏／空き家所有：地方圏 104 28.8 47.1 36.5 21.2 8.7 10.6

70.0

※地域区分

大都市圏：埼玉県、千葉県、東京都、神奈川
県、岐阜県、愛知県、三重県、京都府、大阪
府、兵庫県、奈良県
地方圏：上記以外の道県

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

全体

居住地と同じ都道府県内

居住地と異なる都道府県

所有する空き家が立地する地域 （N）

空き家が
遠方にあ
り、自分で
管理でき

しばらく住
む予定が
なく、管理
する必要
性を感じな

手間や費
用がかか
るから

管理しても
高く売れる
（貸せる）
とは思わ

誰に管理
をお願い
すればよ
いかわか

その他

0.0

10.0
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管理でき
ないから

性を感じな
いから

るから とは思わ
ないから

かわか
らないから

全体 280 40.4 40.0 29.6 16.8 9.3 12.1

居住地と同じ都道府県内 117 29.1 65.0 49.6 29.9 11.1 20.5

居住地と異なる都道府県 163 48.5 22.1 15.3 7.4 8.0 6.1



空き家の概況⑤（空き家所有者アンケート結果から）

＜空き家となっている住宅の現在の状況＞
所有する空き家の現状（売却・賃貸の検討）

(n) (%)

全　体 2187

戸建住宅 1802

分譲用マンション 385

種
類

9.8

9.5

11.2

7.4

4.4

21.0

6.8

6.8

7.0

71.0

74.4

55.1

5.0

4.9

5.7

売却・譲渡先を募集している 賃貸住宅として借主を募集している

不動産業者に相談している 特に何もしていない

その他•「特に何もしていない」状態の空
き家が約７割を占める。

•農山漁村地域の空き家や築深の空
き家 空き家とな る期間が長 市街地 773

市街地周辺 536

市街地から離れた地域 312

郊外（ニュータウン）地域 164

農山漁村地域 345

その他 57

立

地

環
境

10.2

10.4

7.4

11.6

8.7

12.3

11.5

9.3

3.8

5.5

0.3

0.0

7.1

10.4

6.4

5.5

1.4

7.0

66.2

65.3

75.6

72.6

85.8

70.2

4.9

4.5

6.7

4.9

3.8

10.5

き家、空き家となっている期間が長
い空き家は「特に何もしていない」
状態の割合が高くなっている。

•自らの住み替えによって空き家と
な た場合や 地 動産業者 自分が住み替えて、前の住まいをまだ保有しているから 521

自分が住んだことがある、親所有の住宅を相続したから 613

自分が住んだことがない、親所有の住宅を相続したから 351

別荘・セカンドハウス用として購入したが使っていないから 336

その他 366

５年以内 203

空
き

家
と

な

っ
た

理

由

14.0

9.0

8.3

8.9

7.4

13.3

12.5

3.4

3.7

4.8

12.6

10.3

7.3

6.5

9.1

5.7

5.5

5.4

63.0

77.8

75.2

76.5

62.0

63.5

3.3

3.3

3.7

4.2

12.6

7.4

なった場合や、地元の不動産業者・
建築会社が管理している場合は、現
在売却先や賃貸先を募集している
ケースも比較的多い。

６～１０年以内 124

１１～１５年以内 169

１６～２０年以内 201

２１～２５年以内 243

２６～３０年以内 248

３１～３５年以内 265

築
年

数

5.6

10.1

12.9

9.9

11.3

10.9

9.7

13.6

12.4

10.3

7.7

5.7

9.7

5.3

7.5

9.5

3.2

7.2

66.1

64.5

63.2

64.6

74.2

71.7

8.9

6.5

4.0

5.8

3.6

4.5３１ ３５年以内 265

３６年以上 734

半年未満 285

半年～１年未満 246

１年～２年未満 250

２年～３年未満 234

３年 ５年未満 295

空

き

家
と

な

っ
て

10.9

7.6

11.2

17.5

12.0

11.5

8 5

5.7

2.9

22.1

16.7

9.2

6.8

3 1

7.2

7.1

8.1

7.3

8.8

9.8

6 1

71.7

78.3

48.8

53.7

64.8

68.8

78 3

4.5

4.1

9.8

4.9

5.2

3.0

4 1３年～５年未満 295

５年～１０年未満 395

１０年以上 417

わからない 65

自分で管理している 1338

地元の不動産業者、建築会社が管理している 229

て

い

る
期

間

日
ご

8.5

6.6

6.7

4.6

8.9

18.8

3.1

1.3

1.0

0.0

4.4

34.5

6.1

6.6

3.1

9.2

5.4

12.7

78.3

82.3

86.1

67.7

76.2

30.6

4.1

3.3

3.1

18.5

5.1

3.5
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親族・親戚が管理している 245

友人・知人・隣人が管理している 32

特に管理していない 280

その他 63

ご

ろ

の
管

理

7.8

12.5

8.2

9.5

4.5

3.1

2.9

4.8

7.3

3.1

9.3

4.8

74.7

75.0

77.1

63.5

5.7

6.3

2.5

17.5



空き家所有者の賃貸意向①（空き家所有者アンケート結果から）

空き家の賃貸意向
•空き家について「特に何もしていない」とする所有者のうち約半数が、空き家の賃貸意向を有している。
•空き家となっている期間が長くなるほど賃貸意向が減少する傾向にある。

•賃貸期間については、築年数が長い空き家、農山漁村地域の空き家、日ごろ管理していない空き家では、約６割
近くが「いつまででも構わない」との意向を有している。

＜（特に何もしていない場合）空き家の賃貸意向＞

賃貸してみたい 条件があえば、賃貸してみたい

予定はないが、賃貸を考えてもよい 賃貸したくない

１年未満

１年～２年未満

２年～３年未満

３年～５年未満

５年～１０年未満

１０年以上

借りてもらえるのであれば いつまででも構わない

近くが い まででも構わない」との意向を有している。

＜（賃貸意向がある場合）希望する賃貸期間＞

(n) (%)

全　体 1553

戸建住宅 1341

分譲用マンション 212

市街地 512

市街地周辺 350

市街地から離れた地域 236

郊外（ニュータウン）地域 119

種

類

立

地
環

境

5.3

4.8

8.0

6.3

5.1

5.1

5.9

17.1

17.0

17.9

17.2

16.0

21.2

21.8

25.2

25.5

23.1

27.3

31.1

19.9

19.3

52.4

52.6

50.9

49.2

47.7

53.8

52.9

予定はないが、賃貸を考えてもよい 賃貸したくない

(n) (%)

全　体 900

戸建住宅 715

分譲用マンション 185

市街地 349

市街地周辺 233

市街地から離れた地域 121

郊外（ニュータウン）地域 65

種

類

立

地

環
境

14.2

13.7

16.2

14.3

15.0

12.4

15.4

5.7

5.7

5.4

4.3

6.0

9.1

6.2

48.9

50.5

42.7

44.7

48.5

47.9

46.2

借りてもらえるのであれば、いつまででも構わない

農山漁村地域 296

その他 40

自分が住み替えて、前の住まいをまだ保有しているから 328

自分が住んだことがある、親所有の住宅を相続したから 477

自分が住んだことがない、親所有の住宅を相続したから 264

別荘・セカンドハウス用として購入したが使っていないから 257

その他 227

５年以内 129

空

き
家

と
な

っ
た

理

由

3.7

5.0

7.9

3.8

5.7

2.7

7.0

8.5

13.2

17.5

16.8

17.4

18.2

20.2

12.3

18.6

22.6

12.5

23.2

28.1

28.0

19.5

25.1

26.4

60.5

65.0

52.1

50.7

48.1

57.6

55.5

46.5

農山漁村地域 118

その他 14

自分が住み替えて、前の住まいをまだ保有しているから 222

自分が住んだことがある、親所有の住宅を相続したから 256

自分が住んだことがない、親所有の住宅を相続したから 150

別荘・セカンドハウス用として購入したが使っていないから 125

その他 147

５年以内 90

境

空

き
家

と

な

っ
た

理
由

12.7

21.4

13.5

16.0

14.7

12.0

13.6

12.2

5.1

7.1

5.0

3.5

8.7

5.6

7.5

5.6

64.4

50.0

46.4

51.2

53.3

42.4

49.7

31.1

６～１０年以内 82

１１～１５年以内 109

１６～２０年以内 127

２１～２５年以内 157

２６～３０年以内 184

３１～３５年以内 190

３６年以上 575

半年未満 139

築
年

数

空

4.9

5.5

3.9

5.1

7.6

4.7

4.3

9.4

11.0

13.8

18.9

26.8

20.7

17.9

13.9

15.1

19.5

17.4

26.0

26.8

20.7

32.1

25.7

20.1

64.6

63.3

51.2

41.4

51.1

45.3

56.0

55.4

６～１０年以内 41

１１～１５年以内 63

１６～２０年以内 87

２１～２５年以内 117

２６～３０年以内 109

３１～３５年以内 119

３６年以上 274

半年未満 125

築
年

数

空

9.8

17.5

11.5

17.9

16.5

16.0

12.4

12.0

7.3

11.1

3.4

6.0

2.8

4.2

6.6

6.4

36.6

42.9

46.0

46.2

50.5

56.3

56.2

49.6

半年～１年未満 132

１年～２年未満 162

２年～３年未満 161

３年～５年未満 231

５年～１０年未満 325

１０年以上 359

わからない 44

自分で管理している 1020

空

き
家

と
な

っ
て
い

る
期

間

10.6

6.8

3.7

4.8

4.3

3.3

2.3

5.0

17.4

22.8

16.1

20.3

17.2

14.2

11.4

17.5

29.5

22.8

29.2

25.1

27.1

23.1

25.0

24.1

42.4

47.5

50.9

49.8

51.4

59.3

61.4

53.4

半年～１年未満 117

１年～２年未満 108

２年～３年未満 95

３年～５年未満 125

５年～１０年未満 163

１０年以上 150

わからない 17

自分で管理している 534

空

き
家

と

な

っ
て
い

る

期
間

13.7

15.7

15.8

16.0

12.3

15.3

11.8

14.4

5.1

7.4

1.1

6.4

5.5

6.7

5.9

5.8

45.3

47.2

41.1

48.8

49.1

56.7

52.9

46.1
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地元の不動産業者、建築会社が管理している 70

親族・親戚が管理している 183

友人・知人・隣人が管理している 24

特に管理していない 216

その他 40

日

ご
ろ

の
管

理

2.9

5.5

12.5

6.0

7.5

14.3

19.7

8.3

16.2

12.5

21.4

23.0

33.3

34.3

15.0

61.4

51.9

45.8

43.5

65.0

地元の不動産業者、建築会社が管理している 106

親族・親戚が管理している 99

友人・知人・隣人が管理している 14

特に管理していない 130

その他 17

日
ご

ろ

の
管

理

14.2

11.1

21.4

13.8

23.5

2.8

8.1

0.0

5.4

11.8

50.9

49.5

50.0

58.5

47.1



空き家所有者の賃貸意向②（空き家所有者アンケート結果から）

所有する空き家の種類と、空き家を賃貸するにあたり心配な点

＜賃貸にあたり心配な点 戸建住宅所有・賃貸意向別＞

47.4
45.1

43.4
50%

60%

全 体

•戸建住宅のケースでは、
賃貸にあたり心配な点と
しては、「リフォーム」
「返 もらえな

「条件があえば賃貸してみたい」「賃
貸を考えてもよい」の場合、心配な
点として挙げる項目が多い。

貸フな 一もな 入納な 家り手 家理は 敷去か 自し 貸い 契は 希が 賃てじ どかか 売選で 空家に 空がくい 空のな 家意い そ

35.0 33.7

28.7
26.3 25.4

22.9 22.9 21.8

14.8 13.7

9.3 9.3
5.6 5.4

9.3

0%

10%

20%

30%

40%全 体

戸建住宅×賃貸してみたい

戸建住宅×条件があえば、賃貸してみたい

戸建住宅×予定はないが、賃貸を考えてもよい

「返してもらえないので
はないか」「マナー等へ
の対応」が多く挙げられ
ており、各項目ともに
「条件があえば賃貸

(n)

貸

し

出

す

に

は

相

応

の

リ

フ

ォ
ー

ム

が

必

要

な

の

で

は

な

い

か

一

度

貸

し

出

す

と

、
返

し

て

も

ら

う

の

が

大

変

な

の

で

は

な

い

か

入

居

者

の

マ

ナ
ー

や

家

賃

滞

納

の

対

応

が

大

変

な

の

で

は

な

い

か

家

財

道

具

一

式

を

搬

出

し

た

り

片

づ

け

た

り

す

る

こ

と

が

手

間

な

の

で

は

な

い

か

家

賃

収

入

に

対

し

て

維

持

管

理

費

の

負

担

が

大

き

い

の

で

は

な

い

か

敷

金

の

清

算

や

入

居

者

の

退

去

に

手

間

取

る

の

で

は

な

い

か 自

分

の

家

を

雑

に

扱

わ

れ

て

し

ま

う

の

で

は

な

い

か

貸

し

て

も

借

り

手

が

つ

か

な

い

の

で

は

な

い

か

契

約

手

続

き

が

面

倒

な

の

で

は

な

い

か

希

望

の

条

件

で

は

、
借

り

手

が

つ

か

な

い

の

で

は

な

い

か

賃

貸

住

宅

の

オ
ー

ナ
ー

と

し

て

様

々

な

責

任

や

義

務

が

生

じ

る

の

で

は

な

い

か

ど

う

や

っ
て

貸

せ

ば

よ

い

か

、
誰

に

相

談

す

れ

ば

よ

い

か

わ

か

ら

な

い

売

却

、
建

替

え

な

ど

ほ

か

の

選

択

肢

の

可

能

性

も

あ

る

の

で

は

な

い

か

空

き

家

で

あ

っ
て

も

自

分

の

家

に

他

人

が

入

居

す

る

こ

と

に

心

理

的

に

抵

抗

感

が

あ

る

空

き

家

と

な

っ
て

い

る

住

宅

が

現

在

の

居

住

地

か

ら

遠

く

、
状

況

が

よ

く

わ

か

ら

な

い 空

き

家

と

な

っ
て

い

る

住

宅

の

近

所

や

集

落

の

目

が

気

に

な

る

家

族

（
ま

た

は

親

族

）
の

同

意

が

得

ら

れ

な

い

の

で

は

な

い

か

そ

の

他

全　体 900 47.4 45.1 43.4 35.0 33.7 28.7 26.3 25.4 22.9 22.9 21.8 14.8 13.7 9.3 9.3 5.6 5.4 9.3

「条件があえば賃貸して
みたい」「賃貸を考えて
もよい」との回答者が多
く見られる。
マンシ ンの場合 退 戸建住宅×賃貸してみたい 65 43.1 30.8 32.3 21.5 24.6 13.8 16.9 26.2 9.2 9.2 13.8 12.3 3.1 4.6 4.6 4.6 0.0 4.6

戸建住宅×条件があえば、賃貸してみたい 228 56.1 53.9 45.6 40.4 41.7 32.9 27.6 23.2 25.0 26.3 21.5 18.4 17.5 9.2 9.2 6.1 6.1 6.6

戸建住宅×予定はないが、賃貸を考えてもよい 342 57.0 52.9 42.7 47.7 38.3 30.1 25.4 28.9 27.8 19.6 27.5 17.5 17.3 12.0 11.7 7.3 7.9 7.6

種

類

×

賃

貸

意

向

70%

•マンションの場合、 退

去や手続きに関する事項
を心配点として挙げる割
合が高い。 ＜賃貸にあたり心配な点 マンション所有・賃貸意向別＞ マンションの場合、退去や手

続きに関する事項を心配する

47.4
45.1 43.4

35.0 33.7

28.7
26.3 25.4

22.9 22.9 21.8

14.8 13.7
9.3 9.3 9.3

20%

30%

40%

50%

60%

全 体

分譲用マンション×賃貸してみたい

分譲用マンション×条件があえば、賃貸してみたい

分譲用マンション×予定はないが、賃貸を考えてもよい

続きに関する事項を心配する
割合が比較的高い。

貸

し

出

す

に

は

相

応

の

リ

フ

ォ
ー

ム

が

必

要

な

の

で

は

な

い

か

一

度

貸

し

出

す

と

、
返

し

て

も

ら

う

の

が

大

変

な

の

で

は

な

い

か

入

居

者

の

マ

ナ
ー

や

家

賃

滞

納

の

対

応

が

大

変

な

の

で

は

な

い

か

家

財

道

具

一

式

を

搬

出

し

た

り

片

づ

け

た

り

す

る

こ

と

が

手

間

な

の

で

は

な

い

か

家

賃

収

入

に

対

し

て

維

持

管

理

費

の

負

担

が

大

き

い

の

で

は

な

い

か

敷

金

の

清

算

や

入

居

者

の

退

去

に

手

間

取

る

の

で

は

な

い

か 自

分

の

家

を

雑

に

扱

わ

れ

て

し

ま

う

の

で

は

な

い

か

貸

し

て

も

借

り

手

が

つ

か

な

い

の

で

は

な

い

か

契

約

手

続

き

が

面

倒

な

の

で

は

な

い

か

希

望

の

条

件

で

は

、
借

り

手

が

つ

か

な

い

の

で

は

な

い

か

賃

貸

住

宅

の

オ
ー

ナ
ー

と

し

て

様

々

な

責

任

や

義

務

が

生

じ

る

の

で

は

な

い

か

ど

う

や

っ
て

貸

せ

ば

よ

い

か

、
誰

に

相

談

す

れ

ば

よ

い

か

わ

か

ら

な

い

売

却

、
建

替

え

な

ど

ほ

か

の

選

択

肢

の

可

能

性

も

あ

る

の

で

は

な

い

か

空

き

家

で

あ

っ
て

も

自

分

の

家

に

他

人

が

入

居

す

る

こ

と

に

心

理

的

に

抵

抗

感

が

あ

る

空

き

家

と

な

っ
て

い

る

住

宅

が

現

在

の

居

住

地

か

ら

遠

く

、
状

況

が

よ

く

わ

か

ら

な

い 空

き

家

と

な

っ
て

い

る

住

宅

の

近

所

や

集

落

の

目

が

気

に

な

る

家

族

（
ま

た

は

親

族

）
の

同

意

が

得

ら

れ

な

い

の

で

は

な

い

か

そ

の

他

5.6 5.4

0%

10%

62
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(n)
は ては 滞は たが 管で 退い て な で 手か し生 い のの のとる 宅な 宅に 同な

全　体 900 47.4 45.1 43.4 35.0 33.7 28.7 26.3 25.4 22.9 22.9 21.8 14.8 13.7 9.3 9.3 5.6 5.4 9.3

分譲用マンション×賃貸してみたい 17 35.3 11.8 52.9 23.5 29.4 23.5 17.6 17.6 5.9 5.9 17.6 0.0 5.9 0.0 0.0 5.9 5.9 11.8

分譲用マンション×条件があえば、賃貸してみたい 38 36.8 52.6 52.6 34.2 23.7 34.2 39.5 13.2 21.1 15.8 23.7 15.8 7.9 15.8 13.2 0.0 5.3 13.2

分譲用マンション×予定はないが、賃貸を考えてもよい 49 34.7 61.2 63.3 46.9 28.6 46.9 44.9 18.4 42.9 16.3 30.6 14.3 8.2 10.2 8.2 0.0 4.1 4.1

種

類

×

賃

貸

意

向



空き家所有者の賃貸意向③（空き家所有者アンケート結果から）

所有する空き家の立地環境と、空き家を賃貸するにあたり心配な点

＜賃貸にあたり心配な点 立地環境別＞

50%

60%
市街地

市街地周辺

郊外部、農山村部のほうが、「リフォ
ームが必要なのではないか」「家財
道具の片づけ」「借り手がつかない
のではないか」を心配点として挙げ
る割合が高い。

・市街地郊外や農山村
地域のほうが、「リフ
ォームが必要なのでは
な か 「家財道具

貸

し

フ

ォ

な

い

一

度

も

ら

な

い

入

居

納

の

な

い

家

財

り

片

手

間

家

賃

理

費

は

な

敷

金

去

に

か 自

分

し

ま

貸

し

い

の

契

約

は

な

希

望

が

つ

賃

貸

て

様

じ

る

ど

う

か

、

か

わ

売

却

選

択

で

は

空

き

家

に

に

心

空

き

が

現

く

、

い 空

き

の

近

な

る

家

族

意

が

い

か

そ

の

0%

10%

20%

30%

40%

50%
市街地から離れた地域

郊外（ニュータウン）地域

農山漁村地域

その他

る割合が高い。
ないか」「家財道具の
片づけ」「借り手がつ
かないのではないか」
を心配点として挙げる
割合が高

(n)

出
す

に

は

相

応

の

リ

ー

ム

が

必

要

な

の

で

は

か

度

貸
し

出

す

と

、
返

し

て

う
の

が

大

変

な

の

で

は

か

居

者
の

マ

ナ
ー

や

家

賃

滞

対
応

が

大

変

な

の

で

は

か

財

道
具

一

式

を

搬

出

し

た

片

づ
け

た

り

す

る

こ

と

が

な
の

で

は

な

い

か

賃

収
入

に

対

し

て

維

持

管

費

の
負

担

が

大

き

い

の

で

い
か

の
清

算

や

入

居

者

の

退

手
間

取

る

の

で

は

な

い

分

の
家

を

雑

に

扱

わ

れ

て

う
の

で

は

な

い

か

て
も

借

り

手

が

つ

か

な

で
は

な

い

か

約

手
続

き

が

面

倒

な

の

で

い
か

の
条

件

で

は

、
借

り

手

か
な

い

の

で

は

な

い

か

貸

住
宅

の

オ
ー

ナ
ー

と

し

様

々
な

責

任

や

義

務

が

生

の
で

は

な

い

か

う

や

っ
て

貸

せ

ば

よ

い

誰
に

相

談

す

れ

ば

よ

い

わ

か
ら

な

い

、
建

替

え

な

ど

ほ

か

の

択

肢
の

可

能

性

も

あ

る

の

な
い

か

家
で

あ

っ
て

も

自

分

の

他
人

が

入

居

す

る

こ

と

理
的

に

抵

抗

感

が

あ

る

家
と

な

っ
て

い

る

住

宅

在
の

居

住

地

か

ら

遠

状
況

が

よ

く

わ

か

ら

な

家
と

な

っ
て

い

る

住

宅

所
や

集

落

の

目

が

気

に

（
ま

た

は

親

族

）
の

同

得
ら

れ

な

い

の

で

は

な

他

市街地 349 42.1 46.7 45.6 31.8 29.5 29.5 28.9 16.3 20.9 21.2 19.5 10.0 11.7 7.4 6.6 2.0 2.9 13.8

市街地周辺 233 48.1 46.4 43.8 33.9 38.2 30.9 26.2 30.5 21.9 24.5 25.8 15.0 16.3 9.4 6.4 5.6 6.0 5.6

離
立

割合が高い。
•相続によって取得した
空き家の場合、自らの
住み替え等による空き
家と比較し 多くの

市街地から離れた地域 121 53.7 51.2 47.9 38.8 36.4 38.0 31.4 27.3 35.5 24.8 19.0 21.5 18.2 14.0 14.0 8.3 5.0 4.1

郊外（ニュータウン）地域 65 52.3 40.0 32.3 36.9 36.9 20.0 21.5 30.8 21.5 26.2 24.6 15.4 12.3 9.2 12.3 7.7 9.2 6.2

農山漁村地域 118 53.4 36.4 37.3 40.7 33.1 16.1 16.9 35.6 16.1 21.2 19.5 20.3 10.2 10.2 14.4 11.9 11.0 10.2

その他 14 42.9 28.6 50.0 42.9 28.6 35.7 21.4 42.9 42.9 21.4 42.9 21.4 14.3 7.1 28.6 7.1 0.0 14.3

立

地

環

境
家と比較して、多くの
選択肢において「心
配」と回答する割合が
高く見られる。

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%
自分が住み替えて、前の住まいをまだ保有しているから

自分が住んだことがある、親所有の住宅を相続したから

自分が住んだことがない、親所有の住宅を相続したから

別荘・セカンドハウス用として購入したが使っていないから

その他

(n)

貸
し

出

す

に
は

相

応

の
リ

フ

ォ
ー

ム

が
必

要

な

の
で

は

な
い

か

一
度

貸

し

出
す

と

、
返
し

て

も
ら

う

の

が
大

変

な

の
で

は

な
い

か

入
居

者

の

マ
ナ
ー

や

家
賃

滞

納
の

対

応

が
大

変

な

の
で

は

な
い

か

家
財

道

具

一
式

を

搬

出
し

た

り
片

づ

け

た
り

す

る

こ
と

が

手
間

な

の

で
は

な

い

か

家
賃

収

入

に
対

し

て

維
持

管

理
費

の

負

担
が

大

き

い
の

で

は
な

い

か

敷
金

の

清

算
や

入

居

者
の

退

去
に

手

間

取
る

の

で

は
な

い

か 自
分

の

家

を
雑

に

扱

わ
れ

て

し
ま

う

の

で
は

な

い

か

貸
し

て

も

借
り

手

が

つ
か

な

い
の

で

は

な
い

か

契
約

手

続

き
が

面

倒

な
の

で

は
な

い

か

希
望

の

条

件
で

は

、
借
り

手

が
つ

か

な

い
の

で

は

な
い

か

賃
貸

住

宅

の
オ
ー

ナ
ー

と

し

て
様

々

な

責
任

や

義

務
が

生

じ
る

の

で

は
な

い

か

ど
う

や

っ
て
貸

せ

ば

よ
い

か

、
誰

に

相
談

す

れ

ば
よ

い

か
わ

か

ら

な
い

売
却

、
建

替
え

な

ど

ほ
か

の

選
択

肢

の

可
能

性

も

あ
る

の

で
は

な

い

か

空
き

家

で

あ

っ
て

も

自
分

の

家
に

他

人

が
入

居

す

る
こ

と

に
心

理

的

に
抵

抗

感

が
あ

る

空
き

家

と

な

っ
て

い

る
住

宅

が
現

在

の

居
住

地

か

ら
遠

く

、
状

況

が
よ

く

わ

か
ら

な

い 空
き

家

と

な

っ
て

い

る
住

宅

の
近

所

や

集
落

の

目

が
気

に

な
る

家
族

（
ま

た
は

親

族

）
の

同

意
が

得

ら

れ
な

い

の

で
は

な

い
か

そ
の

他

0%

10%
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自分が住み替えて、前の住まいをまだ保有しているから 222 40.5 36.9 39.6 27.5 26.6 23.9 26.1 20.7 16.7 18.0 19.8 12.6 12.6 5.9 5.0 4.1 2.3 11.7

自分が住んだことがある、親所有の住宅を相続したから 256 62.5 52.7 45.3 50.0 44.9 33.6 26.6 31.6 30.9 29.3 24.2 22.7 18.0 12.5 13.3 10.2 9.4 3.5

自分が住んだことがない、親所有の住宅を相続したから 150 53.3 48.0 48.7 42.0 36.0 34.0 26.7 30.0 26.0 22.7 27.3 15.3 12.7 10.7 11.3 4.7 6.7 4.0

別荘・セカンドハウス用として購入したが使っていないから 125 36.0 53.6 50.4 25.6 30.4 32.8 36.0 20.8 24.0 20.8 23.2 9.6 10.4 10.4 9.6 0.8 4.0 8.0

その他 147 35.4 34.0 34.7 21.1 25.2 18.4 17.7 21.1 14.3 21.1 13.6 8.2 11.6 6.8 6.8 4.8 3.4 22.4

空

き
家

と

な

っ
た

理

由



空き家所有者の賃貸意向④ （空き家所有者アンケート結果から）

定期借家制度の認知度と、空き家を賃貸するにあたり心配な点

50%

60%
内容をよく知っている

内容をある程度知っている

名称を聞いたことがある

あまり知らな

＜賃貸にあたり心配な点 定期借家制度の認知度別＞・定期借家制度の内容
をよく知っている所有
者は、賃貸にあたって

心 点が全般的 少

貸フな 一もな 入納な 家り手 家理は 敷去か 自し 貸い 契は 希が 賃てじ どかか 売選で 空家に 空がくい 空のな 家意い そ
0%

10%

20%

30%

40%あまり知らない

全く知らないの心配点が全般的に少
ない。

・定期借家制度の内容
をよく知っている場合

「 度貸 だすと返

(n)

貸

し

出

す

に

は

相

応

の

リ

フ

ォ
ー

ム

が

必

要

な

の

で

は

な

い

か

度

貸

し

出

す

と

、
返

し

て

も

ら

う

の

が

大

変

な

の

で

は

な

い

か

入

居

者

の

マ

ナ
ー

や

家

賃

滞

納

の

対

応

が

大

変

な

の

で

は

な

い

か

家

財

道

具

一

式

を

搬

出

し

た

り

片

づ

け

た

り

す

る

こ

と

が

手

間

な

の

で

は

な

い

か

家

賃

収

入

に

対

し

て

維

持

管

理

費

の

負

担

が

大

き

い

の

で

は

な

い

か

敷

金

の

清

算

や

入

居

者

の

退

去

に

手

間

取

る

の

で

は

な

い

か 自

分

の

家

を

雑

に

扱

わ

れ

て

し

ま

う

の

で

は

な

い

か

貸

し

て

も

借

り

手

が

つ

か

な

い

の

で

は

な

い

か

契

約

手

続

き

が

面

倒

な

の

で

は

な

い

か

希

望

の

条

件

で

は

、
借

り

手

が

つ

か

な

い

の

で

は

な

い

か

賃

貸

住

宅

の

オ
ー

ナ
ー

と

し

て

様

々

な

責

任

や

義

務

が

生

じ

る

の

で

は

な

い

か

ど

う

や

っ
て

貸

せ

ば

よ

い

か

、
誰

に

相

談

す

れ

ば

よ

い

か

わ

か

ら

な

い

売

却

、
建

替

え

な

ど

ほ

か

の

選

択

肢

の

可

能

性

も

あ

る

の

で

は

な

い

か

空

き

家

で

あ

っ
て

も

自

分

の

家

に

他

人

が

入

居

す

る

こ

と

に

心

理

的

に

抵

抗

感

が

あ

る

空

き

家

と

な

っ
て

い

る

住

宅

が

現

在

の

居

住

地

か

ら

遠

く

、
状

況

が

よ

く

わ

か

ら

な

い 空

き

家

と

な

っ
て

い

る

住

宅

の

近

所

や

集

落

の

目

が

気

に

な

る

家

族

（
ま

た

は

親

族

）
の

同

意

が

得

ら

れ

な

い

の

で

は

な

い

か

そ

の

他

内容をよく知っている 64 39.1 28.1 25.0 21.9 25.0 15.6 15.6 18.8 4.7 15.6 9.4 6.3 9.4 7.8 7.8 3.1 6.3 28.1定

期

、「一度貸しだすと返
してもらうのが大変な
のではないか」といっ
た不安を持つ割合が低
い 内容をある程度知っている 215 47.4 43.7 42.3 31.6 37.2 29.8 28.4 29.3 20.0 26.5 17.7 12.6 15.3 11.6 9.8 6.5 4.7 8.8

名称を聞いたことがある 204 47.1 48.0 43.1 38.7 34.3 29.4 27.5 25.5 26.5 21.1 26.5 13.7 16.2 8.3 9.8 3.9 6.9 6.9

あまり知らない 213 49.8 51.6 48.4 36.2 34.3 30.0 27.7 21.1 23.0 20.2 23.9 13.1 13.1 8.0 8.5 5.2 3.8 8.5

全く知らない 204 48.0 42.2 45.6 37.7 31.4 29.4 25.0 27.9 27.9 26.0 23.0 22.5 11.3 9.8 9.8 7.4 6.4 7.4

借

家

制

度

の

認

知

度

い。
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空き家所有者の賃貸意向⑤（空き家所有者アンケート結果から）

所有する空き家の種類・立地環境と、空き家を賃貸したくない理由

・戸建住宅の空き家の場合、退去やリフォーム、片づけなどを理由として挙げる割合が高いが、マンションの
場合は、自らの利用可能性を理由として挙げる割合が高い。
・農山村地域の空き家の場合、「帰省時など、たまに利用する可能性があるから」を挙げる割合が最も高い。

38.3

31.9 30.8

26.3
24.1

19.9 19.2

15.4 14.3 13.9
12 2 1115%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

全 体 戸建住宅 分譲用マンション

＜賃貸したくない理由 住宅種類別＞

一

度

貸

し

出

す

と

、
返

し

も

ら

う

の

が

大

変

だ

と

思

か

ら

貸

し

出

す

に

は

相

応

の

リ

フ

ォ
ー

ム

が

必

要

だ

か

ら

家

財

道

具

一

式

を

搬

出

し

り

片

づ

け

た

り

す

る

こ

と

手

間

だ

か

ら

盆

暮

正

月

の

帰

省

な

ど

、

ま

に

利

用

す

る

可

能

性

が

る

か

ら

今

後

自

分

（
又

は

親

族

が

利

用

す

る

つ

も

り

だ

か

ら

入

居

者

の

マ

ナ
ー

や

家

賃

納

の

対

応

が

大

変

そ

う

だ

ら 自

分

の

家

を

雑

に

扱

わ

れ

し

ま

う

恐

れ

が

あ

る

か

ら

敷

金

の

清

算

や

入

居

者

の

去

に

手

間

取

り

そ

う

だ

か

空

き

家

で

あ

っ
て

も

自

分

家

に

他

人

が

入

居

す

る

こ

に

心

理

的

に

抵

抗

感

が

あ

か

ら

家

賃

収

入

に

対

し

て

維

持

理

費

の

負

担

が

大

き

い

と

う

か

ら

で

き

れ

ば

売

却

し

た

い

と

う

か

ら

契

約

手

続

き

が

面

倒

そ

う

か

ら

貸

し

て

も

借

り

手

が

つ

か

い

と

思

う

か

ら

賃

貸

住

宅

の

オ
ー

ナ
ー

と

て

様

々

な

責

任

や

義

務

が

じ

る

か

ら

売

却

、
取

り

壊

し

、
建

替

な

ど

、
賃

貸

以

外

の

可

能

を

考

え

た

い

か

ら

将

来

相

続

さ

せ

る

つ

も

り

か

ら

希

望

の

条

件

で

は

、
借

り

が

つ

か

な

い

と

思

う

か

ら

家

族

（
ま

た

は

親

族

）
の

意

が

得

ら

れ

な

い

か

ら

空

き

家

と

な

っ
て

い

る

住

が

現

在

の

居

住

地

か

ら

遠

く

、
状

況

が

よ

く

わ

か

ら

い

か

ら

空

き

家

と

な

っ
て

い

る

住

の

近

所

や

集

落

の

目

が

気

な

る

か

ら

ど

う

や

っ
て

貸

せ

ば

よ

い

か

、
誰

に

相

談

す

れ

ば

よ

か

わ

か

ら

な

い

か

ら

一

度

賃

貸

に

出

し

た

が

借

手

が

見

つ

か

ら

な

か

っ
た

ら そ

の

他

12.2 11.3
9.3 9.2 8.6 7.6

6.3 6.1 5.8

2.2 2.1
0.2

11.5

0%

5%

10%

15%

(n)

し

て

思

う

リら し

た

と

が
、
た

が

あ

が

）

ら 賃

滞

だ

か

れ

て

ら の

退

か

ら

分

の

こ

と

あ

る

持

管

と

思

と

思

う

だ

か

な

と

し

が

生

替

え

能

性

り

だ

り

手

ら の

同

住

宅

遠ら

な

住

宅

気

に

いよ

い

借

り

た

か

全　体 814 38.3 31.9 30.8 26.3 24.1 19.9 19.2 15.4 14.3 13.9 12.2 11.3 9.3 9.2 8.6 7.6 6.3 6.1 5.8 2.2 2.1 0.2 11.5

戸建住宅 706 39.1 34.8 30.9 24.4 22.0 19.5 18.4 15.3 14.6 14.9 12.6 11.3 10.6 9.2 9.6 7.6 6.7 6.4 6.2 2.4 1.8 0.1 11.3

分譲用マンション 108 33.3 13.0 30.6 38.9 38.0 22.2 24.1 15.7 12.0 7.4 9.3 11.1 0.9 9.3 1.9 7.4 3.7 4.6 2.8 0.9 3.7 0.9 13.0

種

類

50%
市街地

＜賃貸したくない理由 立地環境別＞

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%
市街地

市街地周辺

市街地から離れた地域

郊外（ニュータウン）地域

農山漁村地域

その他

(n)

一

度

貸
し

出

す

と

、
返

し

て

も

ら

う
の

が

大

変

だ

と

思

う

か

ら

貸

し

出
す

に

は

相

応

の

リ

フ

ォ
ー

ム

が

必

要

だ

か

ら

家

財

道
具

一

式

を

搬

出

し

た

り

片

づ
け

た

り

す

る

こ

と

が

手

間

だ
か

ら

盆

暮

正
月

の

帰

省

な

ど

、
た

ま

に

利
用

す

る

可

能

性

が

あ

る

か

ら

今

後

自
分

（
又

は

親

族

が

）

利

用

す
る

つ

も

り

だ

か

ら

入

居

者
の

マ

ナ
ー

や

家

賃

滞

納

の

対
応

が

大

変

そ

う

だ

か

ら 自

分

の
家

を

雑

に

扱

わ

れ

て

し

ま

う
恐

れ

が

あ

る

か

ら

敷

金

の
清

算

や

入

居

者

の

退

去

に

手
間

取

り

そ

う

だ

か

ら

空

き

家
で

あ

っ
て

も

自

分

の

家

に

他
人

が

入

居

す

る

こ

と

に

心

理
的

に

抵

抗

感

が

あ

る

か

ら

家

賃

収
入

に

対

し

て

維

持

管

理

費

の
負

担

が

大

き

い

と

思

う

か

ら

で

き

れ
ば

売

却

し

た

い

と

思

う

か

ら

契

約

手
続

き

が

面

倒

そ

う

だ

か

ら

貸

し

て
も

借

り

手

が

つ

か

な

い

と

思
う

か

ら

賃

貸

住
宅

の

オ
ー

ナ
ー

と

し

て

様

々
な

責

任

や

義

務

が

生

じ

る

か
ら

売

却

、
取

り

壊

し

、
建

替

え

な

ど

、
賃

貸

以

外

の

可

能

性

を

考

え
た

い

か

ら

将

来

相
続

さ

せ

る

つ

も

り

だ

か

ら

希

望

の
条

件

で

は

、
借

り

手

が

つ

か
な

い

と

思

う

か

ら

家

族

（
ま

た

は

親

族

）
の

同

意

が

得
ら

れ

な

い

か

ら

空

き

家
と

な

っ
て

い

る

住

宅

が

現

在
の

居

住

地

か

ら

遠

く

、
状
況

が

よ

く

わ

か

ら

な

い

か

ら

空

き

家
と

な

っ
て

い

る

住

宅

の

近

所
や

集

落

の

目

が

気

に

な

る

か
ら

ど

う

や

っ
て

貸

せ

ば

よ

い

か

、
誰
に

相

談

す

れ

ば

よ

い

か

わ

か
ら

な

い

か

ら

一

度

賃
貸

に

出

し

た

が

借

り

手

が

見
つ

か

ら

な

か

っ
た

か

ら そ

の

他

市街地 252 43.7 31.0 31.3 19.0 25.4 20.2 15.1 16.3 11.9 13.1 12.3 12.7 7.5 9.1 7.5 8.3 6.0 4.0 4.8 1.6 2.8 0.0 11.5

0%

65
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市街地周辺 167 46.1 34.1 35.3 22.8 24.6 25.7 22.8 21.6 14.4 17.4 12.6 12.0 7.8 9.0 11.4 8.4 6.0 6.6 2.4 1.2 1.2 0.0 12.0

市街地から離れた地域 127 33.9 31.5 32.3 27.6 24.4 21.3 26.0 12.6 18.9 14.2 14.2 10.2 12.6 9.4 8.7 7.1 7.9 9.4 7.9 3.1 0.0 0.8 10.2

郊外（ニュータウン）地域 63 42.9 36.5 34.9 30.2 30.2 22.2 22.2 14.3 12.7 17.5 9.5 15.9 4.8 11.1 6.3 4.8 6.3 4.8 11.1 1.6 1.6 0.0 6.3

農山漁村地域 179 26.8 32.4 24.6 35.8 18.4 13.4 16.2 11.2 15.6 11.7 11.2 8.9 12.8 8.4 8.4 7.3 6.1 6.7 6.7 3.9 2.8 0.6 13.4

その他 26 26.9 15.4 23.1 38.5 30.8 11.5 15.4 11.5 7.7 3.8 11.5 3.8 7.7 11.5 7.7 7.7 3.8 7.7 7.7 0.0 7.7 0.0 15.4

立

地

環

境



空き家所有者の賃貸意向⑥（空き家所有者アンケート結果から）

所有する空き家の築年数と、空き家を賃貸したくない理由

＜賃貸したくない理由 築年数別＞

・築年数が経過するほど、「リフォームが必要だから」を理由として挙げる割合が高くなる。

30%

40%

50%

60%
５年以内

６～１０年以内

１１～１５年以内

１６～２０年以内

２１～２５年以内

年

一

度

貸
し

出

す

も

ら

う
の

が

大

か

ら

貸

し

出
す

に

は

フ

ォ
ー

ム

が

必

家

財

道
具

一

式

り

片

づ
け

た

り

手

間

だ
か

ら

盆

暮

正
月

の

帰

ま

に

利
用

す

る

る

か

ら

今

後

自
分

（
又

利

用

す
る

つ

も

入

居

者
の

マ

ナ

納

の

対
応

が

大

ら 自

分

の
家

を

雑

し

ま

う
恐

れ

が

敷

金

の
清

算

や

去

に

手
間

取

り

空

き

家
で

あ

っ

家

に

他
人

が

入

に

心

理
的

に

抵

か

ら

家

賃

収
入

に

対

理

費

の
負

担

が

う

か

ら

で

き

れ
ば

売

却

う

か

ら

契

約

手
続

き

が

か

ら

貸

し

て
も

借

り

い

と

思
う

か

ら

賃

貸

住
宅

の

オ

て

様

々
な

責

任

じ

る

か
ら

売

却

、
取

り

壊

な

ど

、
賃

貸

以

を

考

え
た

い

か

将

来

相
続

さ

せ

か

ら

希

望

の
条

件

で

が

つ

か
な

い

と

家

族

（
ま

た

は

意

が

得
ら

れ

な

空

き

家
と

な

っ

が

現

在
の

居

住

く

、
状
況

が

よ

い

か

ら

空

き

家
と

な

っ

の

近

所
や

集

落

な

る

か
ら

ど

う

や

っ
て

貸

か

、
誰
に

相

談

か

わ

か
ら

な

い

一

度

賃
貸

に

出

手

が

見
つ

か

ら

ら そ

の

他

0%

10%

20%

２６～３０年以内

３１～３５年以内

３６年以上

(n)

す

と

、
返
し

て

大

変

だ

と
思

う

は

相

応

の
リ

必

要

だ

か
ら

式

を

搬

出
し

た

り

す

る

こ
と

が

帰

省

な

ど

、
た

る

可

能

性
が

あ

又

は

親

族
が

）

も

り

だ

か
ら

ナ
ー

や

家
賃

滞

大

変

そ

う
だ

か

雑

に

扱

わ
れ

て

が

あ

る

か
ら

や

入

居

者
の

退

り

そ

う

だ
か

ら

っ
て

も

自
分

の

入

居

す

る
こ

と

抵

抗

感

が
あ

る

対

し

て

維
持

管

が

大

き

い
と

思

却

し

た

い
と

思

が

面

倒

そ
う

だ

り

手

が

つ
か

な

ら オ
ー

ナ
ー

と

し

任

や

義

務
が

生

壊

し

、
建
替

え

以

外

の

可
能

性

か

ら

せ

る

つ

も
り

だ

で

は

、
借
り

手

と

思

う

か
ら

は

親

族

）
の

同

な

い

か

ら

っ
て

い

る
住

宅

住

地

か

ら
遠

よ

く

わ

か
ら

な

っ
て

い

る
住

宅

落

の

目

が
気

に

貸

せ

ば

よ
い

談

す

れ

ば
よ

い

い

か

ら

出

し

た

が
借

り

ら

な

か

っ
た

か

５年以内 60 28.3 6.7 18.3 26.7 38.3 10.0 11.7 8.3 11.7 11.7 6.7 10.0 5.0 5.0 3.3 8.3 3.3 1.7 0.0 3.3 3.3 0.0 20.0

６～１０年以内 53 47.2 3.8 22.6 39.6 37.7 26.4 35.8 11.3 26.4 1.9 3.8 7.5 1.9 9.4 3.8 9.4 3.8 5.7 3.8 0.0 1.9 0.0 1.9

１１～１５年以内 69 29.0 13.0 21.7 29.0 27.5 13.0 24.6 2.9 15.9 7.2 7.2 5.8 4.3 8.7 2.9 5.8 4.3 2.9 4.3 0.0 1.4 0.0 24.6

年以内築 １６～２０年以内 65 50.8 20.0 38.5 24.6 40.0 33.8 30.8 24.6 18.5 13.8 12.3 10.8 1.5 9.2 1.5 12.3 3.1 3.1 9.2 0.0 0.0 1.5 9.2

２１～２５年以内 65 29.2 29.2 33.8 32.3 24.6 20.0 23.1 18.5 23.1 13.8 10.8 20.0 6.2 13.8 12.3 10.8 9.2 10.8 12.3 4.6 3.1 1.5 15.4

２６～３０年以内 94 44.7 31.9 33.0 26.6 16.0 20.2 19.1 13.8 17.0 9.6 10.6 7.4 7.4 9.6 7.4 9.6 6.4 7.4 4.3 2.1 1.1 0.0 11.7

３１～３５年以内 86 34.9 37.2 30.2 29.1 22.1 15.1 15.1 16.3 7.0 15.1 12.8 9.3 8.1 5.8 7.0 9.3 4.7 3.5 8.1 1.2 0.0 0.0 9.3

３６年以上 322 39.1 46.9 33.9 21.7 18.0 20.5 14.6 17.7 10.9 18.6 16.1 13.4 15.5 9.9 13.0 5.0 8.1 7.8 5.3 3.1 3.1 0.0 9.0

築
年

数
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空き家所有者の賃貸意向⑦（空き家所有者アンケート結果から）

貸主が費用負担して 入居前の修繕等（クリーニング・設備の入替）を行い 周辺と同水準の賃
空き家を賃貸する場合の賃料設定の考え方

(n) (%)

全　体 900

戸建住宅

38.1

31 6

32.3

33 8

29.6

34 5

貸主が費用負担して、入居前の修繕等（クリ ニング 設備の入替）を行い、周辺と同水準の賃

料設定で賃貸する

貸主が費用負担して、入居前の修繕等をある程度（クリーニングのみ・設備は古いまま）行い、周

辺の水準よりも若干低い賃料設定で賃貸する

貸主が費用負担はせず、入居前の修繕を殆ど行わず（入居者が自己負担で設備の入替なども

実施する必要がある）、周辺よりも著しく安い賃料設定で賃貸する

・戸建住宅の場合、入居前の修
繕等の負担を小さくして低い賃
料で賃貸することに肯定的な所
有者が７割近く見られる 戸建住宅 715

分譲用マンション 185

市街地 349

市街地周辺 233

市街地から離れた地域 121

郊外（ニュータウン）地域 65

種

類

立

地

環

31.6

63.2

53.3

36.1

26.4

29.2

33.8

26.5

27.5

36.5

36.4

47.7

34.5

10.3

19.2

27.5

37.2

23.1

有者が７割近く見られる。

・市街地から離れるほど、築年
数が経過するほど、空き家の期
間が長いほど、入居前の修繕等
の負担を小さくして低い賃料で 郊外（ニュ タウン）地域 65

農山漁村地域 118

その他 14

５年以内 90

６～１０年以内 41

１１～１５年以内 63

境
29.2

16.9

14.3

61.1

46.3

47.6

47.7

27.1

21.4

16.7

24.4

34.9

23.1

55.9

64.3

22.2

29.3

17.5

の負担を小さくして低い賃料で
賃貸することに肯定的な意向が
強くなる。

１６～２０年以内 87

２１～２５年以内 117

２６～３０年以内 109

３１～３５年以内 119

３６年以上 274

築

年

数

48.3

39.3

40.4

35.3

23.7

26.4

41.0

35.8

37.0

32.8

25.3

19.7

23.9

27.7

43.4

半年未満 125

半年～１年未満 117

１年～２年未満 108

２年～３年未満 95

３年～５年未満 125

空

き

家

と

な

っ
て

い

61.6

49.6

35.2

38.9

30.4

24.8

25.6

33.3

42.1

34.4

13.6

24.8

31.5

18.9

35.2

５年～１０年未満 163

１０年以上 150

わからない 17

自分で管理している 534

地元の不動産業者、建築会社が管理している 106

親族 親戚が管理している 99

日

ご

い

る

期

間

30.7

27.3

23.5

38.0

57.5

29 3

35.0

33.3

23.5

32.8

31.1

40 4

34.4

39.3

52.9

29.2

11.3

30 3
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親族・親戚が管理している 99

友人・知人・隣人が管理している 14

特に管理していない 130

その他 17

ろ

の

管

理

29.3

21.4

30.8

41.2

40.4

57.1

23.1

29.4

30.3

21.4

46.2

29.4



空き家所有者の賃貸意向⑧（空き家所有者アンケート結果から）

空き家を賃貸する場合の修繕に対する考え方

(n) (%)

全　体 900 24.8 40.6 34.7

貸主が費用負担して入居中の修繕を行うため、借主は修繕等を行わない

貸主が基本的に費用負担して入居中の修繕を行うが、借主の自己負担で、ある程度の修繕等（壁紙の

張替など）を行うことを認める
貸主が修繕を行わず、借主の自己負担で、好みの修繕等（水廻り設備の入替など）を行うことを認める

・戸建住宅の場合、借主の負担
で修繕を行うことに肯定的な所
有者が８割近く見られる。

市街地から離れるほど 築年 戸建住宅 715

分譲用マンション 185

市街地 349

市街地周辺 233

市街地から離れた地域 121

種
類

立
地

環

21.3

38.4

34.7

24.9

14.0

38.9

47.0

40.1

44.2

43.8

39.9

14.6

25.2

30.9

42.1

・市街地から離れるほど、築年
数が経過するほど、空き家の期
間が長いほど、貸主が修繕を行
わず借主の自己負担で修繕を行
うことに肯定的な意向が強くな 郊外（ニュータウン）地域 65

農山漁村地域 118

その他 14

５年以内 90

６～１０年以内 41

１１～１５年以内 63

環
境

18.5

11.0

14.3

35.6

24.4

34 9

50.8

29.7

7.1

38.9

53.7

49 2

30.8

59.3

78.6

25.6

22.0

15 9

うことに肯定的な意向が強くな
る。

１１～１５年以内 63

１６～２０年以内 87

２１～２５年以内 117

２６～３０年以内 109

３１～３５年以内 119

３６年以上 274

築
年

数

34.9

23.0

23.1

33.9

22.7

17.5

49.2

49.4

49.6

34.9

42.9

31.8

15.9

27.6

27.4

31.2

34.5

50.7

半年未満 125

半年～１年未満 117

１年～２年未満 108

２年～３年未満 95

３年～５年未満 125

空

き
家

と
な

っ
て

い

39.2

26.5

24.1

24.2

27.2

39.2

43.6

42.6

47.4

34.4

21.6

29.9

33.3

28.4

38.4

５年～１０年未満 163

１０年以上 150

わからない 17

自分で管理している 534

地元の不動産業者、建築会社が管理している 106

親族 親戚が管理している 99

日

ご

い

る
期

間

20.2

16.0

17.6

25.5

36.8

23 2

41.7

39.3

23.5

40.8

45.3

40 4

38.0

44.7

58.8

33.7

17.9

36 4
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親族・親戚が管理している 99

友人・知人・隣人が管理している 14

特に管理していない 130

その他 17

ろ

の
管

理

23.2

7.1

16.9

11.8

40.4

35.7

33.8

58.8

36.4

57.1

49.2

29.4



空き家所有者の賃貸意向⑨（空き家所有者アンケート結果から）

空き家を貸そうとする場合の定期借家契約の重視度

(n) (%)

全　体 2187

戸建住宅 1802

分譲用マンション 385

市街地 773

種

類

6.6

6.5

7.0

9.1

24.1

23.9

25.2

24.7

21.7

20.9

25.2

23.5

12.0

12.2

10.9

12.3

35.6

36.5

31.7

30.4

とても重視する 重視する あまり重視しない 重視しない どちらともいえない

・定期借家制度の認知度が高い
ほど、定期借家契約による賃貸
を重視する割合が高くなる。

市街地 773

市街地周辺 536

市街地から離れた地域 312

郊外（ニュータウン）地域 164

農山漁村地域 345

その他 57

立

地

環

境

6.9

5.1

1.8

4.1

7.0

28.0

22.4

30.5

17.4

12.3

19.2

23.7

21.3

21.4

10.5

10.4

10.6

13.4

15.7

3.5

35.4

38.1

32.9

41.4

66.7

自分が住み替えて、前の住まいをまだ保有してい 521

自分が住んだことがある、親所有の住宅を相続し 613

自分が住んだことがない、親所有の住宅を相続し 351

別荘・セカンドハウス用として購入したが使ってい 336

その他 366

空

き

家

と

な

っ
た

理

由

8.8

6.7

5.4

5.7

5.2

24.4

24.5

30.5

25.0

16.4

24.6

21.2

20.2

22.3

19.1

10.9

12.4

11.1

13.4

12.3

31.3

35.2

32.8

33.6

47.0

半年未満 285

半年～１年未満 246

１年～２年未満 250

２年～３年未満 234

３年～５年未満 295

空

き

家

と

な

っ
て

い

8.1

8.5

8.4

5.1

6.1

26.3

19.1

27.2

29.5

23.4

24.9

24.8

22.8

22.6

22.7

12.3

15.9

8.4

11.5

12.9

28.4

31.7

33.2

31.2

34.9

５年～１０年未満 395

１０年以上 417

わからない 65

自分で管理している 1338

地元の不動産業者、建築会社が管理している 229

親族 親戚が管理している 245

い

る

期

間

日

ご

6.6

5.0

3.1

7.7

6.6

4 1

25.8

22.3

7.7

24.7

24.9

30 2

19.0

19.9

10.8

22.0

26.6

20 8

13.4

10.1

10.8

10.8

15.3

11 0

35.2

42.7

67.7

34.8

26.6

33 9親族・親戚が管理している 245

友人・知人・隣人が管理している 32

特に管理していない 280

その他 63

内容をよく知っている 168

内容をある程度知っている 448

ろ

の

管

理

定

期

借

4.1

6.3

4.3

3.2

28.0

5.4

30.2

28.1

16.4

19.0

21.4

34.8

20.8

15.6

19.3

14.3

17.3

28.1

11.0

15.6

15.4

11.1

16.7

9.6

33.9

34.4

44.6

52.4

16.7

22.1
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内容をある程度知っている 448

名称を聞いたことがある 487

あまり知らない 490

全く知らない 594

借

家

制

度

の

理

解

5.4

4.5

4.5

4.9

34.8

28.1

22.0

15.3

28.1

29.4

22.4

11.1

9.6

9.4

14.5

12.5

22.1

28.5

36.5

56.2



第３章 個人住宅の活用に関する意識について

２ 空き家利用希望者（需要サイド）の意向

空き家利用意向者アンケート （スクリーニング調査結果①） （第３回検討会、資料９、P.９） ・・・P.71

空き家利用意向者アンケート （スクリーニング調査結果②） （第３回検討会、資料９、P.10） ・・・P.72

空き家利用意向者アンケート （本調査結果①） （第３回検討会、資料９、P.11） ・・・P.73

空き家利用意向者アンケート （本調査結果②） （第３回検討会、資料９、P.12） ・・・P.74

空き家利用意向者アンケート （本調査結果③） （第３回検討会、資料９、P.13） ・・・P.75

住替え意向者の概況① （住替え意向者アンケート結果から） （第４回検討会、資料２、P.17） ・・・P.76

住替え意向者の概況② （住替え意向者アンケート結果から） （第４回検討会、資料２、P.18） ・・・P.77

住替え意向者の概況③ （住替え意向者アンケート結果から） （第４回検討会、資料２、P.19） ・・・P.78

賃貸物件への住替え意向者の意向① （住替え意向者アンケート結果から） （第４回検討会、資料２、P.20） ・・・P.79

賃貸物件への住替え意向者の意向② （住替え意向者アンケート結果から） （第４回検討会、資料２、P.21） ・・・P.80

賃貸物件への住替え意向者の意向③ （住替え意向者アンケート結果から） （第４回検討会、資料２、P.22） ・・・P.81

賃貸物件への住替え意向者の意向④ （住替え意向者アンケート結果から） （第４回検討会、資料２、P.23） ・・・P.82

賃貸物件への住替え意向者の意向⑤ （住替え意向者アンケート結果から） （第４回検討会、資料２、P.24） ・・・P.83

賃貸物件への住替え意向者の意向⑥ （住替え意向者アンケート結果から） （第４回検討会、資料２、P.25） ・・・P.84

賃貸物件への住替え意向者の意向⑥ （住替え意向者アンケート結果から） （第４回検討会、資料２、P.26） ・・・P.85
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空き家利用意向者アンケート （スクリーニング調査結果①）

スクリーニング調査（本調査の対象となる空き家利用意向者を抽出するための調査）

（サンプル数：73435人）

30代代

北海道・

東北
四国

3%

九州・沖

縄

8%

＜性別＞ ＜年齢＞ ＜現居住地＞

男性

54%

女性

46%

30代

以下
24%

40代50代

60代

以上
29%

11%

首都圏

39%

甲信越北

中部東海

12%

近畿
17%

中国

5%

8%

40代

23%
50代

24%
甲信越北

陸

5%

0 5 10 15 20 25
＜現在の住まい＞ ＜（住替えを予定している場合）住替えしたいと思う理由＞

56.6  16.6  24.4  2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持家戸建住宅

持家分譲マンション

賃貸住宅（民間賃貸・公的賃貸）

21.7 

13.5 

12.5 

11.9 

11.2 

9 7

今の住まいが古くなってきたから

通勤通学や買物などに、より便利な場所に住みたいから

自然環境や景色の良いところに住みたいから

同居家族が増えるなどで、広い住まいが必要だから

賃料の安いところに住替えたいから

趣味を満喫できる環境のところに住みたいから賃貸住宅（民間賃貸・公的賃貸）

その他

9.7 

8.4 

8.1 

7.5 

7.1 

6.7 

趣味を満喫できる環境のところに住みたいから

環境や省エネに配慮した住まいに住みたいから

防災や防犯に強い住宅に住みたいから

世帯の人数が減り、今の住まいでは広すぎるから

子育てによい環境のところに住みたいから

進学・転勤・転職があるから

親の住まい（実家など）から独立するから

＜住替えの予定・関心＞

3.7 7.8  8.0 1.9  77.0  1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 具体的に、住み替えを予定している

条件があえば、住み替えたいと考えている

具体的ではないが、住み替えてもよいと考えている

住み替えは考えていないが、別荘やセカンドハウスがほし

6.2 

5.7 

5.2 

5.1 

5.0 

4.9 

親の住まい（実家など）から独立するから

ペットと住みたいから

治療や介護に便利な所に住みたいから

現在の賃貸契約が終了・更新となるから

親族と同居する（近くに住む）予定だから

実家に戻る、あるいは実家の近くに住むから
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いと考えている
特に考えていない

その他

3.4 

2.9 

17.1 

退職し、通勤を気にする必要がなくなったから

近隣とのトラブルがあるから

その他



空き家利用意向者アンケート （スクリーニング調査結果②）

スクリーニング調査（本調査の対象となる空き家利用意向者を抽出するための調査）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

半年以内

半年～１年以内

0% 20% 40% 60% 80% 100%

戸建て住宅

マンション・アパート

＜住替えの想定時期＞ ＜住替え先の想定住宅種類＞

9.8  10.5  18.7  8.6  51.8  0.7 
１年～３年以内

３年以上先

特に決めていない

その他

41.1  43.4  0.4 
2.0 

13.0  シェアハウス

古民家、農家住宅

特に決めていない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新築物件の購入

中古物件の購入

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

市街地周辺

市街地から離れた地域

＜住替え先の想定立地環境＞＜住替え先の想定取得方策＞

43.1  16.5  20.4  20.1 

中古物件の購入

賃貸物件

特に決めていない

36.3  42.9  9.6  6.8 
2.6 

1.7 

市街地から離れた地域

郊外（ニュータウン）地域

農山漁村地域

その他

58.0 

30.7 

23.8

0 10 20 30 40 50 60 70

好みの間取りや広さの住宅を手に入れられるから

設備を自由に決めたり、リフォームが自由にできるから

購入したほうが費用が少ないと思うから

49.9 

36.5 

0 10 20 30 40 50 60

好きな時に住み替えしたいから

購入資金の工面ができないから

＜購入したいと思う理由＞ ＜賃借したいと思う理由＞

23.8 

16.9 

13.4 

8.7 

8.5 

6.4 

費

資産を持ちたいから

ペットを自由に買いたいから

購入資金の見込みがついたから

賃貸は修繕や決まりごとなどトラブルが気になるから

消費税が上がる前に買いたいから

境 が

27.6 

24.8 

16.1 

9.2 

7.9 

転勤や転職の可能性があり、永住するつもりがないから

ローンを組みたくないから

住宅を購入すると近所付き合いなどが面倒だから

資産を持ちたくないから

その他
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5.3 

3.3 

11.6 

住みたいエリア、立地環境に賃貸物件がないから

現在の住まいがよい条件で売却（賃貸）出来そうだから

その他



空き家利用意向者アンケート （本調査結果①）

本調査（賃貸住宅での空き家利用意向者：サンプル数2207人）

60代以上

10% 0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

戸建て住宅

＜年齢＞ ＜住替えの想定時期＞ ＜住替え先の想定住宅種類＞

30代以下

50%
40代

25%

50代

15%

17.4  16.3  21.6  4.1  40.6  0.0 

半年以内

半年～１年以内

１年～３年以内

３年以上先

特に決めていない

その他

8.2  89.4  1.0 1.4 0.0 

戸建て住宅

マンション・アパート

シェアハウス

古民家、農家住宅

特に決めていない

0 10 20 30 40

＜住替えしたいと思う理由＞ 0% 20% 40% 60% 80% 100%

市街地

＜住替え先の想定立地環境＞

29.0

16.9

16.2

12.4

9.7

9 2

賃料の安いところに住替えたいから

通勤通学や買物などに、より便利な場所に住みたいから

今の住まいが古くなってきたから

進学・転勤・転職があるから

現在の賃貸契約が終了・更新となるから

親の住まい（実家など）から独立するから

37.2  47.1  7.6  5.4 0.9 1.7 

市街地周辺

市街地から離れた地域

郊外（ニュータウン）地域

農山漁村地域

その他

9.2

7.7

7.6

7.3

6.0

5.2

5.2

親の住まい（実家など）から独立するから

趣味を満喫できる環境のところに住みたいから

同居家族が増えるなどで、広い住まいが必要だから

自然環境や景色の良いところに住みたいから

ペットと住みたいから

防災や防犯に強い住宅に住みたいから

子育てによい環境のところに住みたいから
50.1 

0 10 20 30 40 50 60

好きな時に住み替えしたいから

＜賃借を希望する理由＞

5.2

5.0

4.4

3.3

2.7

2.7

2.3

子育てによい環境のと ろに住みたいから

近隣とのトラブルがあるから

世帯の人数が減り、今の住まいでは広すぎるから

治療や介護に便利な所に住みたいから

実家に戻る、あるいは実家の近くに住むから

環境や省エネに配慮した住まいに住みたいから

親族と同居する（近くに住む）予定だから

36.1 

27.5 

24.8 

16.5 

購入資金の工面ができないから

転勤や転職の可能性があり、永住するつもりがないから

ローンを組みたくないから

住宅を購入すると近所付き合いなどが面倒だから
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1.6

15.5

退職し、通勤を気にする必要がなくなったから

その他
9.6 

7.8 

資産を持ちたくないから

その他



空き家利用意向者アンケート （本調査結果②）

本調査（賃貸住宅での空き家利用意向者：サンプル数2207人）

0% 20% 40% 60% 80% 100% １年以内

１～３年

３～５年

85.2 

42.2 

41.1 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

インターネットサイト

不動産業者の店頭

不動産情報誌

＜住替え先での想定居住期間＞ ＜物件情報の入手方法＞

2.3  13.7  16.1  13.1  7.1  7.4  39.9  0.3 

３ ５年

５～１０年

１０年以上

永住するつもり

特に決めていない

その他

16.4 

10.5 

7.6 

3.8 

折込チラシ、新聞、ＤＭ

親族や知人からの紹介

定住対策や空き家情報の提供に取り組んでいる自治体

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%
47.1 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

所有者との調整や交渉が求められそうだから

＜個人用住宅を借りることに対する意識＞ ＜個人用住宅を借りたくないと思う（気になる）理由＞

39.1  38.3  14.4  8.1 

特に気にならないので借りてみたい

多少は気になるが借りてもよい

できれば借りたくない

借りたくない

32.6 

32.2 

21.7 

19.4 

近隣との関係が大変そうだから

他人（所有者）の好みや趣味が強そうだから

自由なリフォームを認めてもらえないだろうから

きちんと管理されていない気がするから

16.1 その他

＜どのような状態の住宅を借りたいか＞ ＜入居後の修繕についての意識＞

※空き家の賃貸利用意向者の約８割が「個人用住宅を借り
たい、借りてもよい」と考えている。

50.9  37.9  11.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
貸主が費用負担して、入居前の修繕等（クリーニング・設備の入

替）を行い、周辺と同水準の賃料設定である住宅

貸主が費用負担して、入居前の修繕等をある程度（クリーニング

のみ・設備は古いまま）行い、周辺の水準よりも若干低い賃料設

定である住宅

が ず ず

52.4  38.9  8.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

貸主が費用負担して入居中の修繕を行うため、借主は修繕等を行

わない

貸主が基本的に費用負担して入居中の修繕を行うが、借主の自

己負担で、ある程度の修繕等（壁紙の張替など）を行うことができ

る

＜どのような状態の住宅を借りたいか＞
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貸主が費用負担はせず、入居前の修繕等を殆ど行わず（入居者

が自己負担で設備の入替なども実施する必要がある）、周辺の水

準よりも著しく安い賃料設定である住宅

る

貸主が修繕を行わず、借主の自己負担で、好みの修繕等（水廻り

設備の入替など）を行うことができる

※個人用住宅の賃貸利用意向者の約半数は、借主として入居後に修繕等の費用の一部を負担してもいいと考えている。



空き家利用意向者アンケート（本調査結果③）

本調査（賃貸住宅での空き家利用意向者：サンプル数2207人）

0  20  40  60  80  100 

＜住替え先を検討するにあたり重視すること＞ ＜住替え先の行政が推進する支援策への期待＞
0  10  20  30  40  50  60  70  80  90  100 

23.5 

41.1 

15.1 

54.9 

47.0 

44.5 

16.9 

9.0 

29.3 

0.0 

1.2 

5.2 

4.7 

1.8 

5.9 

十分な耐震性能が確保されていること

入居前にクリーニングが適切に実施されていること

近隣コミュニティや地域のルール・慣習

14.3  36.1  30.1  8.4  11.1 

とても期待する 期待する あまり期待しない 期待しない どちらともいえない

＜（期待する場合）期待する支援サービス＞

6.1 

19.6 

15.6

20.2 

52.7 

47.8

41.5 

20.1 

27.3

23.4 

4.5 

4.7

8.8 

3.1 

4.6

住み替え先の地域に馴染めるかどうかを確認するために短期で体験

居住できること

周辺の自然環境や景観

地形や気候

65.4

55.9

45.6

24.2

0 10 20 30 40 50 60 70

経済的支援

物件情報の提供

行政が運営している空き家情報サイト

物件探索を手伝ってくれる不動産業者の斡旋15.6 

29.8 

11.5 

47.8 

50.6 

29.9 

27.3 

13.8 

38.9 

4.7 

2.2 

12.2 

4.6 

3.6 

7.5 

地形や気候

信頼できる不動産業者が契約や仲介に関与すること

もともと賃貸用に作られた物件（賃貸マンション・アパート、賃貸用戸建

住宅等）であること

が

4.2その他

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

＜定期借家制度を知っているか＞

18.7 

10.1 

35.6 

45.5 

14.0 

43.8 

25.0 

21.2 

13.8 

3.3 

40.1 

4.2 

7.6 

14.7 

2.6 

周辺水準より賃料が安いこと

ペットが飼えること

駅やバス停など公共交通機関の利便性が高いこと

4.9  19.4  21.5  22.5  31.7 

0  10  20  30  40  50  60  70  80  90  100 

内容をよく知っている 内容をある程度知っている 名称を聞いたことがある

あまり知らない 全く知らない

32.9 

3.4 

49.4 

9.9 

12.4 

27.3 

1.8 

44.2 

3.5 

15.1 

トイレ、キッチンなどの水回りの設備が新しいこと

家庭菜園ができるような農地も併せて借りられること

とても重視する 重視する あまり重視しない 重視しない どちらともいえない

8 2 28 8 28 7 9 2 25 1

0  10  20  30  40  50  60  70  80  90  100 

＜普通借家契約で借りることを重視するか＞
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8.2  28.8  28.7  9.2  25.1 

とても重視する 重視する あまり重視しない 重視しない どちらともいえない



住替え意向者の概況① （住替え意向者アンケート結果から）

住替え意向の概況

・回答者のうち、住替え意向を持つ者は約２割となっており、若年層ほど住替え意向を持つ者の割合が高
い。

・住替え先として想定する住宅が戸建て住宅の場合、賃貸物件への住替え意向は１割に満たないが、マン
ション・アパートといった集合住宅の場合 賃貸物件への住替え意向は４割近くに上る

具体的に、住み替えを予定している

条件があえば、住み替えたいと考えている

具体的ではないが、住み替えてもよいと考えている

が が

ション・アパートといった集合住宅の場合、賃貸物件への住替え意向は４割近くに上る。

(n) (%)

全　体 73435 3.7 7.8 8.0 1.9 77.0 1.6

住み替えは考えていないが、別荘やセカンドハウスがほしいと考えている

特に考えていない

その他

３０歳未満 987

３０代 16753

４０代 16715

５０代 17379

回

答

者

年

齢

8.7

6.9

3.4

2.7

10.9

11.9

8.7

6.7

6.9

10.2

8.2

7.9

0.8

1.4

1.7

2.3

67.7

67.4

76.0

79.0

5.0

2.3

1.9

1.3

新築物件の購入 中古物件の購入 賃貸物件 特に決めていない

６０代 15180

７０代以上 6421

齢

2.1

1.2

5.2

3.6

6.5

5.3

2.5

1.6

82.8

87.4

1.0

0.9

(n) (%)

全　体 12335

戸建て住宅 5834

マンション・アパートといった集合住宅 6151

住

替

え

先

と

定

す

る

住

宅

43.1

60.9

28.3

16.5

14.1

17.1

20.4

3.6

36.4

20.1

21.3

18.2

76
Copyright (C) 2013  Value Management Institute, Inc. All Rights Reserved.

シェアハウス 62

古民家、農家住宅 288

と

し

て

想

宅

の

種

類

14.5

2.4

24.2

51.0

38.7

12.8

22.6

33.7



住替え意向者の概況② （住替え意向者アンケート結果から）

住替え先の地域選択（エリア）と住替え先の住宅種類

現在の居住地
エリア

想定する住替
え先エリア

（N）
戸建て住
宅

マンショ
ン・アパー
トといった
集合住宅

シェアハウ
ス

古民家、
農家住宅

合計 12,335 47.3 49.9 0.5 2.3

計 1,407 51.1 46.5 0.4 2.0

北海道東北圏 1,294 51.8 46.0 0.4 1.9

北海道東北圏

47.3

51.1

51.8

39 2

49.9

46.5

46.0

55 7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

戸建て住宅 マンション・アパートといった集合住宅 シェアハウス 古民家、農家住宅

・住替え先として、
大都市圏、特に関東
圏を想定している場 関東圏 79 39.2 55.7 1.3 3.8

中部北陸圏 11 72.7 18.2 0.0 9.1

関西圏 9 33.3 66.7 0.0 0.0

中国四国圏 5 60.0 40.0 0.0 0.0

九州沖縄圏 9 44.4 55.6 0.0 0.0

計 5,159 40.5 56.8 0.6 2.2

北海道東北圏 66 43.9 43.9 0.0 12.1

関東圏 4 884 40 1 57 8 0 6 1 5

関東圏

39.2

72.7

33.3

60.0

44.4

40.5

43.9

40 1

55.7

18.2

66.7

40.0

55.6

56.8

43.9

57 8

圏を想定している場
合、集合住宅を希望
する割合が高いが、
中国四国圏や九州沖
縄県などの地方圏を 関東圏 4,884 40.1 57.8 0.6 1.5

中部北陸圏 92 53.3 32.6 0.0 14.1

関西圏 37 35.1 51.4 0.0 13.5

中国四国圏 23 56.5 30.4 0.0 13.0

九州沖縄圏 57 43.9 42.1 0.0 14.0

計 1,843 59.5 37.8 0.5 2.3

北海道東北圏 14 57.1 35.7 0.0 7.1

関東圏 120 38 3 56 7 1 7 3 3

中部北陸圏

40.1

53.3

35.1

56.5

43.9

59.5

57.1

38 3

57.8

32.6

51.4

30.4

42.1

37.8

35.7

56 7

縄県などの地方圏を
想定している場合、
戸建て住宅や古民家
・農家住宅を希望す
る割合が高い 関東圏 120 38.3 56.7 1.7 3.3

中部北陸圏 1,652 61.5 36.2 0.4 1.9

関西圏 30 30.0 63.3 0.0 6.7

中国四国圏 12 58.3 33.3 0.0 8.3

九州沖縄圏 15 66.7 13.3 6.7 13.3

計 2,072 45.7 51.1 0.3 2.9

北海道東北圏 11 45.5 45.5 0.0 9.1

関東圏 50 22 0 76 0 0 0 2 0

関西圏

38.3

61.5

30.0

58.3

66.7

45.7

45.5

22.0

56.7

36.2

63.3

33.3

13.3

51.1

45.5

76.0

る割合が高い。

関東圏 50 22.0 76.0 0.0 2.0

中部北陸圏 39 51.3 41.0 0.0 7.7

関西圏 1,918 46.0 51.1 0.4 2.5

中国四国圏 31 51.6 38.7 0.0 9.7

九州沖縄圏 23 52.2 30.4 0.0 17.4

計 849 58.9 37.5 0.6 3.1

北海道東北圏 5 40.0 20.0 20.0 20.0

関東圏 28 28 6 71 4 0 0 0 0

中国四国圏

22.0

51.3

46.0

51.6

52.2

58.9

40.0

28.6

76.0

41.0

51.1

38.7

30.4

37.5

20.0

71.4

※圏域区分

北海道東北圏：北海道、青森県、岩
手県、宮城県、秋田県、山形県、福
島県

関東圏：茨城県、栃木県、群馬県、
埼玉県、千葉県、東京都、神奈川
県 山梨県 関東圏 28 28.6 71.4 0.0 0.0

中部北陸圏 3 33.3 33.3 0.0 33.3

関西圏 31 38.7 61.3 0.0 0.0

中国四国圏 764 61.0 35.3 0.5 3.1

九州沖縄圏 18 61.1 38.9 0.0 0.0

計 1,005 48.3 49.2 0.6 2.0

北海道東北圏 4 25.0 50.0 25.0 0.0

関東圏 28 21.4 78.6 0.0 0.0

九州沖縄圏

33.3

38.7

61.0

61.1

48.3

25.0

21.4

33.3

61.3

35.3

38.9

49.2

50.0

78.6

県、山梨県

中部北陸圏：新潟県、富山県、石川
県、福井県、長野県、岐阜県、静岡
県、愛知県、三重県

関西圏：滋賀県、京都府、大阪府、
兵庫県、奈良県、和歌山県

中国四国圏：鳥取県、島根県、岡山
県 広島県 山口県 徳島県 香川
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関東圏

中部北陸圏 6 33.3 50.0 0.0 16.7

関西圏 11 36.4 63.6 0.0 0.0

中国四国圏 8 50.0 50.0 0.0 0.0

九州沖縄圏 948 49.4 48.1 0.5 2.0

33.3

36.4

50.0

49.4

50.0

63.6

50.0

48.1

※対象：住替え意向を有する全ての回答者（賃貸、購入）

県、広島県、山口県、徳島県、香川
県、愛媛県、高知県

九州沖縄圏：福岡県、佐賀県、長崎
県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児
島県、沖縄県



マンショ

住替え意向者の概況③ （住替え意向者アンケート結果から）

住替え先の地域選択（居住圏域内外・都市と地方）と住替え先の住宅種類

現在の居住地エ
リア

想定する
住替え先
エリア

（N）

戸建て住
宅＋古民
家・農家
住宅

マンショ
ン・アパー
トといった
集合住宅
＋シェアハ
ウス

合計 12,335 49.6 50.4

北海道東北圏 計 1,407 53.1 46.9

49.6

53.1

50.4

46.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

戸建て住宅＋古民家・農家住宅 マンション・アパートといった集合住宅＋シェアハウス

・関東圏、関西圏で
は、圏域内の住替え
者よりも圏域外への 同一圏内 1,294 53.6 46.4

他の圏域 113 46.9 53.1

関東圏 計 5,159 42.6 57.4

同一圏内 4,884 41.6 58.4

他の圏域 275 60.4 39.6

中部北陸圏 計 1 843 61 7 38 3

53.6

46.9

42.6

41.6

60.4

61 7

46.4

53.1

57.4

58.4

39.6

38 3

者よりも圏域外への
住替え者のほうが、
戸建て住宅等を希望
する割合が高い。一
方 その他のエリア 中部北陸圏 計 1,843 61.7 38.3

同一圏内 1,652 63.4 36.6

他の圏域 191 47.1 52.9

関西圏 計 2,072 48.6 51.4

同一圏内 1,918 48.5 51.5

他の圏域 154 49.4 50.6

61.7

63.4

47.1

48.6

48.5

49.4

38.3

36.6

52.9

51.4

51.5

50.6

方、その他のエリア
では、圏域内の住替
え者の方が、圏域外
への住替え者よりも
戸建て住宅等を希望 中国四国圏 計 849 62.0 38.0

同一圏内 764 64.1 35.9

他の圏域 85 42.4 57.6

九州沖縄圏 計 1,005 50.2 49.8

同一圏内 948 51.4 48.6

他の圏域 57 31 6 68 4

62.0

64.1

42.4

50.2

51.4

31 6

38.0

35.9

57.6

49.8

48.6

68 4

戸建て住宅等を希望
する割合が高い。

・大都市圏と地方圏
で比較してみると、
地方圏への住替えの 他の圏域 57 31.6 68.4 31.6 68.4

現在の居住地
の地域区分

想定する住替
え先の地域区
分

（N）
戸建て住
宅

マンショ
ン・アパー
トといった
集合住宅

シェアハウ
ス

古民家、
農家住宅

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

戸建て住宅 マンション・アパートといった集合住宅 シェアハウス 古民家、農家住宅

地方圏への住替えの
場合は戸建て住宅、
大都市圏への住替え
の場合は集合住宅を
志向する割合が高い

合計 12,335 47.3 49.9 0.5 2.3

計 7,535 42.0 55.2 0.5 2.3

大都市圏 7,157 41.5 56.4 0.5 1.7

地方圏 378 51.3 33.6 0.3 14.8

計 4,800 55.6 41.5 0.6 2.4

大都市圏

地方圏

47.3

42.0

41.5

51.3

55.6

49.9

55.2

56.4

33.6

41.5

志向する割合が高い
。

※地域区分

大都市圏：埼玉県、千葉県、東京都、

78
Copyright (C) 2013  Value Management Institute, Inc. All Rights Reserved.

大都市圏 421 36.6 60.6 1.0 1.9

地方圏 4,379 57.4 39.6 0.5 2.4

36.6

57.4

60.6

39.6

神奈川県、岐阜県、愛知県、三重県、
京都府、大阪府、兵庫県、奈良県
地方圏：上記以外の道県



賃貸物件への住替え意向者の意向① （住替え意向者アンケート結果から）

住替え先で想定する住宅の種類、立地環境と、もともと個人の自宅用に建てられた住宅を借りることに対して

・賃貸物件への住替えを希望する者の多くは、マンション・アパートといった集合住宅で、市街地や市街地
周辺の立地を求めている。

・賃貸物件への住替えを希望する者のうち もともと個人の自宅用に建てられた住宅を借りることに肯定的

の意識

・賃貸物件への住替えを希望する者のうち、もともと個人の自宅用に建てられた住宅を借りることに肯定的
な意向を持つ者は約８割となっている。

・住替え先の賃貸物件として戸建住宅を想定する者の場合、もともと個人の自宅用に建てられた住宅を借り
ることに肯定的な意向を持つ者は９割を超えている。

(n) (%)

全　体 2207 39.1 38.3 14.4 8.1

特に気にならないので借りてみたい 多少は気になるが借りてもよい

できれば借りたくない 借りたくない

戸建て住宅 182

マンション・アパートといった集合住宅 1974

古民家、農家住宅 30

住

替

え

先

と

し

て

想

定

す

る

住

宅

の

種

類

65.4

36.5

63.3

29.1

39.4

30.0

3.8

15.4

6.7

8.8

市街地 822

市街地周辺 1040

市街地から離れた地域 168

し住

住

替

え

先

と
立

地

40.5

36.5

39 9

36.3

41.6

38 1

15.5

13.8

13 1

8.0

8 9市街地から離れた地域 168

郊外（ニュータウン）地域 119

農山漁村地域 20

その他 38

と

し

て

想

定

す

る

地

環

境

39.9

43.7

80.0

38.1

31.9

15.0

13.1

14.3

5.0

8.9

10.1
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その他 38
る

42.1 26.3 18.4

※全体には、住替え先として想定する住宅の種類として「シェアハウス」と挙げた者も含む。
※表側の住宅の種類は、回答者が住替え先として想定する住宅の種類であり、必ずしも、個人の自宅用に建てられた住宅に住替えようとする場合の住宅の種類を示すも
のではない。



賃貸物件への住替え意向者の意向② （住替え意向者アンケート結果から）

住替え意向者の年齢、住替え検討熟度と、もともと個人の自宅用に建てられた住宅を借りることに対す

・住替えの具体性が高いほ
ど、もともと個人の自宅用
に建てられた住宅を借りる

る意識

(n) (%)

全　体 2207 39.1 38.3 14.4 8.1

特に気にならないので借りてみたい 多少は気になるが借りてもよい

できれば借りたくない 借りたくない

に建てられた住宅を借りる
ことについて肯定的な意向
が強い傾向が見られる。

３０歳未満 86

３０代 1009

４０代 549

５０代 336

年

齢

44.2

38.9

42.1

35.4

34.9

42.6

35.7

35.1

14.0

12.8

14.4

19.3

7.0

5.7

7.8

10.1

６０代 165

７０代以上 62

具体的に、住み替えを予定している 439

条件があえば、住み替えたいと考えている 1006

住

替
え

38.8

32.3

45.3

40.1

32.7

29.0

32.3

39.3

13.9

16.1

13.0

12.5

14.5

22.6

9.3

8.2

具体的ではないが、住み替えてもよいと考えてい 762

半年以内 385

半年～１年以内 360

１年～３年以内 476

熟

度

住
替

え

34.4

47.8

43.3

34 2

40.6

32.2

38.6

41 8

17.7

12.2

10.6

16 2

7.3

7.8

7.5

7 8１年～３年以内 476

３年以上先 90

特に決めていない 896

１年以内 51

え

時

期

34.2

31.1

37.2

49.0

41.8

44.4

38.4

33.3

16.2

14.4

16.0

13.7

7.8

10.0

8.5

3.9

１～３年 303

３～５年 356

５～１０年 289

１０年以上 157

住

替

え

後

の
居

住

39.6

39.0

40.5

44.6

40.3

44.9

39.1

35.0

15.8

11.5

13.5

14.0

4.3

4.5

6.9

6.4
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永住するつもり 163

特に決めていない 881

その他 7

期

間
35.6

38.0

0.0

29.4

37.3

28.6

16.6

15.2

0.0

18.4

9.4

71.4

※回答には、住替え先として想定する住

宅の種類として「シェアハウス」と挙げ
た者も含む。



賃貸物件への住替え意向者の意向③ （住替え意向者アンケート結果から）

定期借家制度の認知度と、もともと個人の自宅用に建てられた住宅を借りることに対する意識

・定期借家制度への理解が高いほど、もともと個人の自宅用に建てられた住宅を借りることについて肯定
的な意向が強い傾向が見られる。

特に気にならないので借りてみたい 多少は気になるが借りてもよい

できれば借りたくない 借りたくない

(n) (%)

全　体 2207

内容をよく知っている 109定

期

39.1

53.2

38.3

32.1

14.4

8.3

8.1

6.4

内容をある程度知っている 428

名称を聞いたことがある 474

あまり知らない 497

借

家

制

度

の

認

知

45.1

41.4

33.2

34.1

36.3

47.5

14.3

15.2

13.3

6.5

7.2

6.0

全く知らない 699
知

度 36.1 36.8 15.7 11.4
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※回答には、住替え先として想定する住宅の種類として「シェアハウス」と挙げた者も含む。



賃貸物件への住替え意向者の意向④ （住替え意向者アンケート結果から）

もともと個人の自宅用に建てられた住宅を借りたくない理由

・もともと個人の自宅用に建て
られた住宅を借りることについ
て否定的な理由としては 「所

※対象：もともと個人の自宅用に建てられた住宅を借りることについて、「多少は気になるが借りてもよい」
「できれば借りたくない」「借りたくない」のいずれかに回答した者

て否定的な理由としては、「所
有者との調整や交渉が求められ
そうだから」を理由として挙げ
る割合が最も高い。

・意向の度合い別に見ると 「

47.1

32 6

40%

50%

60%
全 体

多少は気になるが借りてもよい

できれば借りたくない

借りたくない

意向の度合い別に見ると、「
できれば借りたくない」との意
向を持つ者の場合、「他人の好
みやすみが強そうだから」を理
由として挙げる割合が高い。

32.6 32.2

21.7
19.4

16.1

10%

20%

30%

由として挙げる割合が高い。

(n)

所

有

者

と

の

調

整

や

交

渉

が

求

め

ら

れ

そ

う

だ

か

ら

近

隣

と

の

関

係

が

大

変

そ

う

だ

か

ら

他

人

（
所

有

者

）
の

好

み

や

趣

味

が

強

そ

う

だ

か

ら

自

由

な

リ

フ

ォ
ー

ム

を

認

め

て

も

ら

え

な

い

だ

ろ

う

か

ら

き

ち

ん

と

管

理

さ

れ

て

い

な

い

気

が

す

る

か

ら

そ

の

他

0%

全　体 1343 47.1 32.6 32.2 21.7 19.4 16.1

多少は気になるが借りてもよい 846 47.9 32.3 31.3 24.5 20.4 11.6

できれば借りたくない 318 50.0 35.2 37.7 16.0 19.5 18.2

借りたくない 179 38.5 29.6 26.3 18.4 14.5 33.5

個

人

住

宅

賃

借

意

向
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賃貸物件への住替え意向者の意向⑤ （住替え意向者アンケート結果から）

住宅を借りようとする場合の賃料設定の考え方

(n) (%)

全 体

貸主が費用負担して、入居前の修繕等（クリーニング・設備の入替）を行い、周辺と同水準の賃料設

定である住宅

貸主が費用負担して、入居前の修繕等をある程度（クリーニングのみ・設備は古いまま）行い、周辺

の水準よりも若干低い賃料設定である住宅

貸主が費用負担はせず、入居前の修繕等を殆ど行わず（入居者が自己負担で設備の入替なども実

施する必要がある）、周辺の水準よりも著しく安い賃料設定である住宅

・借主が修繕等の負担をする
ことで低い賃料で賃貸するこ
とに肯定的な者は約半数近く
見られる

※対象：もともと個人の自宅用に建てられた

住宅を借りることについて、「特に気になら
ないので借りてみたい」「多少は気になるが
借りてもよい」「できれば借りたくない」の
いずれかに回答した者

全　体 2028

戸建て住宅 179

マンション・アパートといった集合住宅 1801

古民家、農家住宅 30

市街地 758

住

替

え

先

と

し

て

想

定

す

る

住

宅

の

種

類

住

替

50.9

48.0

51.9

16.7

53.7

37.9

41.3

37.5

33.3

34.6

11.1

10.6

10.5

50.0

11.7

見られる。

・古民家・農家住宅や市街地
から離れた地域、農山漁村地
域を住替え先として想定する
場合 借主が修繕等の負担を

市街地周辺 957

市街地から離れた地域 153

郊外（ニュータウン）地域 107

農山漁村地域 20

替

え

先

と

し

て

想

定

す

る

立

地

環

境

51.3

41.8

43.9

35.0

39.1

41.2

47.7

30.0

9.6

17.0

8.4

35.0

場合、借主が修繕等の負担を
することで低い賃料で賃貸す
ることに肯定的な意向を持つ
者の割合が特に高い。

貸主が費用負担して入居中の修繕を行うため、借主は修繕等を行わない

貸主が基本的に費用負担して入居中の修繕を行うが、借主の自己負担で、ある程度の修繕等（壁紙の張

替など）を行うことができる

・借主の負担で修繕を行うこ
とに肯定的な消費者が約半数

住宅を借りようとする場合の修繕に対する考え方
※対象：もともと個人の自宅用に建てられた

住宅を借りることについて、「特に気になら
ないので借りてみたい」「多少は気になるが

(n) (%)

全　体 2028

戸建て住宅 179

マンション・アパートといった集合住宅 1801

住
替

え

先

て
想

定

す

宅

の

種

52.4

46.9

53.7

38.9

44.1

38.3

8.7

8.9

8.1

替など）を行うことができる

貸主が修繕を行わず、借主の自己負担で、好みの修繕等（水廻り設備の入替など）を行うことができる

とに肯定的な消費者が約半数
近く見られる。

・古民家・農家住宅や市街地
から離れた地域、農山漁村地
域を住替え先として想定する

借りてもよい」「できれば借りたくない」の
いずれかに回答した者

古民家、農家住宅 30

市街地 758

市街地周辺 957

市街地から離れた地域 153

先
と

し

す
る

住

種
類

住
替

え
先

と

し
て

る
立

地
環

13.3

56.5

51.0

43.1

50.0

35.6

41.3

40.5

36.7

7.9

7.7

16.3

域を住替え先として想定する
場合、借主の負担で修繕を行
うことに肯定的な意向を持つ
者の割合が特に高い。
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郊外（ニュータウン）地域 107

農山漁村地域 20

て

想
定

す

境 52.3

35.0

38.3

40.0

9.3

25.0

※上記２表とも、全体には、住替え先として想定する住宅の種類として「シェアハウス」と挙げた者も含む。
※表側の住宅の種類は、回答者が住替え先として想定する住宅の種類であり、必ずしも、個人の自宅用に建てられた住宅に住替えようとする場合の住宅の種類を示すものではない。



賃貸物件への住替え意向者の意向⑥ （住替え意向者アンケート結果から）

住替え先の行政が推進する支援策への期待

・もともと個人の自宅用に建てられた住宅を借りることについて肯定的な意向を持つ者ほど、住替え先の行
政が推進する支援策への期待が高い。
・住替え先として農山漁村地域を希望する場合、特に物件情報や空き家情報サイトへのニーズが高い

(n) (%)

全　体 2207

特に気にならないので借りてみたい 864個

人

14.3

18.1

36.1

39.8

30.1

26.6

8.4

6.0

11.1

9.5

とても期待する 期待する あまり期待しない 期待しない どちらともいえない

多少は気になるが借りてもよい 846

できれば借りたくない 318

借りたくない 179

人

住
宅

賃

借

意

向

12.8

10.1

10.6

40.4

25.8

15.6

31.8

37.1

26.8

6.0

11.3

25.7

9.0

15.7

21.2

※回答には、住替え先として想定する住宅の種類として「シェアハウス」と挙げた者も含む。

期待する支援サービス

80%

100%
全 体

市街地
65 470%

80%全 体

特に気にならないので借りてみたい

経

済

的

物

件

情

供 行

政

が

て

い

る

情

報

サ

物

件

探

伝

っ
て

不

動

産

斡

旋

そ

の

他

65.4

55.9

45.6

24.2

4.2

0%

20%

40%

60%

80%
市街地周辺

市街地から離れた地域

郊外（ニュータウン）地域

農山漁村地域

その他

65.4

55.9

45.6

24.2

20%

30%

40%

50%

60%

70%気

多少は気になるが借りてもよい

できれば借りたくない

借りたくない

(n)

的

支

援

情

報

の

提

が

運

営

し

る

空

き

家

サ

イ

ト

探

索

を

手

て

く

れ

る

産

業

者

の

他

全　体 1776 65.4 55.9 45.6 24.2 4.2

市街地 648 65.3 53.5 45.8 23.6 4.0

市街地周辺 855 67.4 56.1 44.6 24.7 3.5

市街地から離れた地域 133 61 7 55 6 48 9 21 1 5 3
立

(n)

経

済
的

支

援

物

件
情

報

の

提

供

行

政
が

運

営

し

て
い

る

空

き

家
情

報

サ

イ

ト

物

件
探

索

を

手

伝

っ
て

く

れ

る
不

動

産

業

者
の

斡

旋

そ

の
他

全　体 1776 65.4 55.9 45.6 24.2 4.2

特に気にならないので借りてみたい 730 65 8 60 3 53 6 26 6 3 4個

4.2

0%

10%
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市街地から離れた地域 133 61.7 55.6 48.9 21.1 5.3

郊外（ニュータウン）地域 95 60.0 67.4 38.9 29.5 4.2

農山漁村地域 17 35.3 76.5 88.2 23.5 5.9

その他 28 64.3 53.6 50.0 17.9 21.4

地

環

境

特に気にならないので借りてみたい 730 65.8 60.3 53.6 26.6 3.4

多少は気になるが借りてもよい 719 68.4 53.7 44.2 22.7 3.3

できれば借りたくない 232 60.8 54.3 32.3 22.0 6.0

借りたくない 95 51.6 43.2 26.3 22.1 11.6

個

人

住

宅

賃

借
意

向



賃貸物件への住替え意向者の意向⑦ （住替え意向者アンケート結果から）

定期借家制度の認知度と普通賃貸借契約であることの重視度

・定期借家制度の理解が高いほど、賃貸住宅に住み替え用とする場合に普通賃貸借契約であることを重視
するという者の割合が高くなる。

( ) (%)

とても重視する 重視する あまり重視しない 重視しない どちらともいえない

(n) (%)

全　体 2207

内容をよく知っている 109

内容をある程度知っている 428

定

期

借

家

8.2

27.5

9.8

28.8

26.6

41.8

28.7

26.6

30.4

9.2

11.9

6.3

25.1

7.3

11.7内容をある程度知っている 428

名称を聞いたことがある 474

あまり知らない 497

全く知らない 699

家
制

度

の

認

知

度

9.8

7.6

5.0

6 9

41.8

31.6

29.2

19 0

30.4

35.0

32.8

20 7

6.3

6.8

9.9

11 7

11.7

19.0

23.1

41 6全く知らない 699度 6.9 19.0 20.7 11.7 41.6

※回答には、住替え先として想定する住宅の種類として「シェアハウス」と挙げた者も含む。
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第３章 個人住宅の活用に関する意識について

３ 今後の住まい方（需要サイド）の意向

（１）今後の住まい方の意向

今後の住まい方の意向①～立地に関する今後の住まい方の意向～ （第１回検討会、資料５、P.17） ・・・P.87

今後の住まい方の意向②～住宅の所有・建て方に関する今後の住まい方の意向～ （第１回検討会、資料５、P.18） ・・・P.88

住替え先の住まいに求めるこだわり、費用がかかっても優先したいこだわり （第１回検討会、資料５、P.21） ・・・P.89

（２）首都圏居住者の住替え希望先

首都圏に居住する若者世代の住替え希望先住まい （第１回検討会、資料５、P.19） ・・・P.90

首都圏に居住するシニア・シルバー世代の住替え希望先住まい （第１回検討会、資料５、P.20） ・・・P.91

（３）首都圏ニュータウン居住者の住替え意向

現在の住まいについて （第５検討会、資料２、P.４） ・・・P.92

住み替え意向①（年代別） （第５検討会、資料２、P.５） ・・・P.93

住み替え意向②（現在の住まい別） （第５検討会、資料２、P.６） ・・・P.94

住み替えたい理由（年代別） （第５検討会、資料２、P.７） ・・・P.95

住み替え希望エリア（年代別） （第５検討会、資料２、P.９） ・・・P.96

住み替え希望先の住宅の種類（現在の住まい別） （第５検討会、資料２、P.13） ・・・P.97

住み替え先の居住面積 （第５検討会、資料２、P.14） ・・・P.98

住み替え希望先の住宅の購入価格・借入額（年代別） （第５検討会、資料２、P.15） ・・・P.99住み替え希望先の住宅の購入価格 借入額（年代別） （第５検討会、資料２、P.15） P.99

住み替えた場合の現在の住まいの活用方法（年代別） （第５検討会、資料２、P.17） ・・・P.100

「住み替えたいが、現実的には難しい」の具体的理由① （第５検討会、資料２、P.19） ・・・P.101

「住み替えたいが、現実的には難しい」の具体的理由② （第５検討会、資料２、P.20） ・・・P.102
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今後の住まい方の意向①～立地に関する今後の住まい方の意向～

他の世代に比べて、３０歳未満の世代では「特にこだわらない」、高齢世代では「田園・リゾート地」への居歳
住ニーズがやや高い

今後の住まいの意向として、立地に関しては特にこだわらないが最も多いが、次いで「郊外」（26.1％）、「街なかや都
市の中心部」（20％）が上位

世代別にみると 50歳代 60歳代では「田園 リゾ ト地」 若い世代では「街なかや都市の中心部」がやや多く見られ

20.0 26.1 7.7 5.5 29.3 11.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総計

(N 49 804)

世代別にみると、50歳代、60歳代では「田園・リゾート地」、若い世代では「街なかや都市の中心部」がやや多く見られ、
３０歳未満では「特にこだわらない」が最も多い。

20.0

23.7

16 1

26.1

24.9

27 4

7.7

6.5

9 1

5.5

5.4

5 6

29.3

26.6

32 3

11.3

12.9

9 5

(N=49,804)

３大都市圏

(N=25,890)

その他地域
16.1 27.4 9.1 5.6 32.3 9.5

(N=23,914)

22.8 22.3 4.3 7.5 35.6 7.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30歳未満

(N=2 389)

22.2

22.2

28.2

29.3

5.9

7.3

8.4

6.7

29.8

27.9

5.5

6.7

(N=2,389)

30～39歳
(N=6,555)

40～49歳
(N=8,210)

20.5

19.8

28.6

28.0

8.8

9.9

5.2

4.8

29.5

28.1

7.4

9.5

50～59歳
(N=10,488)

60歳以上

(N=21,326)

87
Copyright (C) 2013  Value Management Institute, Inc. All Rights Reserved.

街なかや

都市の中心部

郊外 田園・

リゾート地

その他 特にこだわらない 不明
（出典）国土交通省「住生活総合調査（Ｈ20）」



今後の住まい方の意向②～住宅の所有・建て方に関する今後の住まい方の意向～

今後の住まい方の意向としては、持家戸建が最も多いが、

現住宅が借家共同住宅の場合は持家以外で戸建を希望する者も1割強

今後の住まい方については、公的賃貸住宅居住者を除き、何れも「持家一戸建」が最も多いが、現在の住まいが民
営借家の場合は「借家」との回答も1割強。

在 住ま が 営借家共 住宅 場合 持家 外 建を希望する者が とな お 個 住宅 賃現在の住まいが民営借家共同住宅の場合は、持家以外で一戸建を希望する者が16.3％となっており、個人住宅の賃
貸化に想定される賃貸一戸建にも一定のニーズはあることがうかがわれる。

今後の住まい

56.4 5.0 3.8
0.9

0.2

2.5
1.1

0.2

2.9 3.0

1 2

13.2 10.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総計(N=49,804)

持家一戸建・長屋建
70.8

33.3

32 8

2.0

25.8

4 8

3.3

9.4

3.3

0.1

2 9

0.3

1.0

8 8

0.3

3 6

2.0

2.7

4 8

1.2

5.6

6 2

8.4

11.8

23 5

10.6

9.4

7 6

持家一戸建・長屋建
(N=30,858)

持家共同住宅(N=4,714)

民営借家一戸建・長屋建

現
在
の
住
ま

借家

32.8

40.9

26.5

4.8

1.5

3.9

2.7

2.1

2.9

6.8

1.6

8.8

2.8

5.9

3.6

3.6

3.0

4.8

9.5

4.6

6.2

1.8

6.8

23.5

19.2

28.7

7.6

9.2

15.4

(N=2,147)

民営借家共同住宅
(N=7,203)

公的賃貸住宅（N=3,263）

ま
い

16.3％

持家：一戸建住宅・長屋建住宅（テラスハウスなど） 持家：共同住宅（マンションなど） 持家：特にこだわらない

借家：一戸建住宅・長屋建住宅 借家：共同住宅 借家：特にこだわらない

特にこだわらない：一戸建住宅・長屋建住宅 特にこだわらない：共同住宅 特にこだわらない
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【備考】
上図には、今後の住まい方として居住継続意向のある場合を含んでいる。

（出典）国土交通省「住生活総合調査（Ｈ20）」

不明



0% 25% 50% 75% 100%（３つの厳選こだわり）

住替え先の住まいに求めるこだわり、費用がかかっても優先したいこだわり

住替え先の住まいに求めるこだわりにつ   賃貸住宅希望者（N=880） 
76.0 

63.4 

52.6 

24.0 

36.6 

47.4 

日当たりや通風がよいこと(258)

駅に近いこと(246)

希望のエリアであること(175)

いて、３つ選んだこだわりの上位は「日当
たりや通風がよいこと」、「駅に近いこと」、
「希望エリアであること」

３つ選んだこだわりの中で、 8割以上が多

上位３項目

50.6 

41.6 

55.8 

49.4 

58.4 

44.2 

商店街やスーパーが近いこと(166)

賃貸であること(137)

収納が充実していること(129)

少費用がかかってもこだわりを優先した
い項目は、「ペット可であること」、「耐震性
に優れていること」

82.9 

74.2 

51.9 

17.1 

25.8 

48.1 

耐震性に優れていること(123)

セキュリティがしっかりしていること(89)

都心などの中心部にアクセス

しやすいこと(77)

88.5 

55.8 

51.2 

11.5 

44.2 

48.8 

ペット可であること(52)

マンションであること(43)

世帯主の勤務先に近いこと(43)

多少費用がかかってもこだわりを優先したい
64.1 

56.3 

64.5 

35.9 

43.8 

35.5 

地盤に不安がないこと(39)

自然環境が豊かなこと(32)

車の他にバイクや自転車

がおけること(31)

 ８割以上が費用よりも優先したいと回答したこだわり 

５割以上が安さを優先したいと回答したこだわり 

※回答数の多い順20位までのこだわりを抽出

こだわりが実現できなくても利用の安さを優先したい

44.8 

53.8 

43.5 

55.2 

46.2 

56.5 

その他(29)

好みのデザインであること(26)

広いリビングがあること(23)

パート先など職場が近くにあること

【備考】
インターネット調査
調査対象は、首都圏（一都三県）に居住する20 代～40 代の男女（世帯主に限らず）

（出典） 般社団法人不動産流通経営協会「若者世代の住替え意識調査

89
Copyright (C) 2013  Value Management Institute, Inc. All Rights Reserved.

42.9 

52.6 

57.1 

47.4 

パート先など職場が近くにあること

（共働きしやすい）(21)

親の近くであること(19)

（出典）一般社団法人不動産流通経営協会「若者世代の住替え意識調査」



首都圏に居住する若者世代の住替え希望先住まい

住替え意向ありと回答した者の住替え希望先の住まいについてみると 若者世代は 賃貸住宅居住者の約50%が賃住替え意向ありと回答した者の住替え希望先の住まいについてみると、若者世代は、賃貸住宅居住者の約50%が賃
貸住宅への住替えを希望または予定している

持家居住者においても、20歳代については、賃貸住宅への住替え意向が他の世代よりも高く見られる

持家戸建派32.7％
（ 8 8）

分譲マンション派30.1％
（N 755）

賃貸住宅派35.1％
（N 880）

31.4 

60.4 

1.3 

1.6 

30.1 

18.2 

29.4 

13.3 

2.2 3.5 

2.6 

2.1 

3.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住替え意向あり合計(2505)

持家戸建全体合計(578)

（住替え先の住まい）

（現在の住まいと年齢）

戸建住宅（土地・建物とも

（N=818） （N=755） （N=880）

50.5 

52.7 

69.6 

65.5 

68.2 

58 1

3.6 

2.7 

1.2 

1 4

9.0 

17.3 

20.7 

19.0 

17.8 

29 7

31.5 

18.2 

5.4 

6.0 

6.5 

6 8

3.6 

2.2 

2.4 

3.7 

2.7 

3.6 

2.2 

4.8 

3.7 

2 7

持家戸建×２０～２４歳(111)

持家戸建×２５～２９歳(110)

持家戸建×３０～３４歳(92)

持家戸建×３５～３９歳(84)

持家戸建×４０～４４歳(107)

持家戸建×４５ ４９歳(74)

戸建住宅（土地 建物とも

に所有）

戸建住宅（土地は借地・建

物は所有）

58.1 

27.8 

12.5 

21.4 

33.6 

29 1

1.4 

3.3 

2.1 

29.7 

54.9 

50.0 

55.7 

53.4 

57 5

6.8 

11.1 

31.7 

19.8 

7.5 2.1 

3 7

2.7 

2.3 

3 0

持家戸建×４５～４９歳(74)

分譲マンション合計(772)

分譲マンション×２０～２４歳(120)

分譲マンション×２５～２９歳(131)

分譲マンション×３０～３４歳(146)

分譲マンション×３５～３９歳(134)

分譲マンション

民間賃貸住宅（賃貸マン

ション・アパート）

29.1 

36.1 

33.6 

19.2 

12.5 

14.1 

57.5 

57.4 

55.5 

19.6 

9.2 

19.3 

3.3 

49.7 

70.7 

58.3 

4.0 

3.3 

3.1 

3.7 

5.1 

3.6 

3.0 

2.5 

5.9 

2.7 

分譲マンション×３５ ３９歳(134)

分譲マンション×４０～４４歳(122)

分譲マンション×４５～４９歳(119)

賃貸住宅合計(1155)

賃貸住宅×２０～２４歳(184)

賃貸住宅×２５～２９歳(192)

民間賃貸住宅（戸建・長

屋）

公的賃貸住宅（ＵＲ賃貸

も含む）

【備考】

25.0 

23.9 

22.1 

16.9 

2.0 

1.4 

27.6 

21.3 

21.2 

18.0 

40.3 

44.2 

41.8 

44.4 

2.0 

4.1 

4.8 

6.7 

3.1 

3.6 

7.2 

12.4 

賃貸住宅×３０～３４歳(196)

賃貸住宅×３５～３９歳(197)

賃貸住宅×４０～４４歳(208)

賃貸住宅×４５～４９歳(178)

その他
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【備考】
インターネット調査
調査対象は、首都圏（一都三県）に居住する20 代～40 代の男女（世帯主に限らず）

（出典）一般社団法人不動産流通経営協会「若者世代の住替え意識調査」



首都圏に居住するシニア・シルバー世代の住替え希望先住まい

高齢世代で住替え意向ありと回答した者の住替え希望先の住まいについてみると、賃貸住宅等居住者では、70 歳
代までは、4～5 割が持家取得の希望を持っているものの、50歳代では34.7％が民間賃貸住宅への住替えを希望し
ている。

50歳代、60歳代の賃貸住宅等居住者では民間賃貸住宅（戸建・長屋）との回答も7～8％を占める。歳代、 歳代の賃貸住宅等居住者では民間賃貸住宅（戸建 長屋）との回答も を占める。

60歳代以上の賃貸住宅等居住者では公的賃貸住宅との回答も2割以上を占める。

 高 齢 者 向
け賃貸分譲マンション 賃貸住宅 老人ホーム持家戸建 け賃貸

30.5

75.0

70.3

2.3

2.7

32.1

21.4

13.5

9.0

3.6

2.7 8.4 5.6

5.4

4.3

5.4

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(443)

持家戸建：50歳代(28)

持家戸建：60歳代(37)

戸建住宅（土地・建物ともに所
有）

戸建住宅（土地は借地・建物は
所有）

賃貸住

36.4

36.4

30.9

19.6

4.5

1.8

5.4

36.4

36.4

60.0

55.4

3.6

3.6

9.1

9.1

3.6

13.6

18.2

7.1
1.8

3.6

持家戸建て：70歳代(22)

持家戸建：80歳以上(11)

分譲マンション：50歳代(55)

分譲マンション：60歳代(56)

譲 歳

分譲マンション

民間賃貸住宅（賃貸マンション・
アパート）

民間賃貸住宅（戸建・長屋）

公的賃貸住宅（UR賃貸も含む）
6.3

12.5

26.7

20.6

25 6

3.1

1.3

2.9

43.8

12.5

26.7

16.2

16 3

26.7

14.7

14 0

8.0

7.4

2 3

9.3

23.5

20 9

12.5

25.0

7.4

16 3

21.9

12.5

4.4

2 3

6.3

37.5

1.5

2 3

分譲マンション：70歳代(32)

分譲マンション：80歳以上(8)

賃貸住宅等：50歳代(75)

賃貸住宅等：60歳代(68)

賃貸住宅等：70歳代(43)

公的賃貸住宅（UR賃貸も含む）

バリアフリー化された高齢者向
け賃貸住宅

バリアフリー化されたケアサービ
ス付きの高齢者向け賃貸住宅

有料老人ホーム

【備考】
インタ ネット調査

25.6 16.3

25.0

14.0

12.5

2.3 20.9

50.0

16.3

12.5

2.3 2.3賃貸住宅等：70歳代(43)

賃貸住宅等：80歳以上(8) その他
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インターネット調査
調査対象は、首都圏（一都三県）に居住する50 歳以上の男女（世帯主）

（出典）一般社団法人不動産流通経営協会「高齢期における住替え意向に関する把握調査報告書」



現在の住まいについて

現在の住まいとしては、戸建住宅が49.7％と最も多く、分譲マンションが26.0％、賃貸住宅

（「民間賃貸住宅と「公的賃貸住宅」の合計）が22.2％となっている。

30代は他の世代と比較して、賃貸住宅の割合が多い（39.0％）。

60代と70代では 戸建住宅居住者が最も多く 約6割を占めている60代と70代では、戸建住宅居住者が最も多く、約6割を占めている。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

37.0

45.3

1.1

2.1

18.4

26.8

29.7

15.2

3.2

2.6

6.1

6.2

3.4

1.4

1.1

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30代(n=441)

40代(n=422)

48.6

57.2

58.1

0.2

0.9

1.5

30.7

28.3

25.7

10.2

3.4

2.2

2.1

0.9

0.4

5.8

7.8

11.4

1.6 0.7

1.4

0.7

50代(n=430)

60代(n=435)

70代(n=272) 58.1

48.5

1.5

1.2

25.7

26.0

2.2

13.0 2.0

11.4

7.2 1.4

0.7

0.9

70代(n 272)

合計(n=2,000)

戸建住宅（土地・建物ともに所有） 戸建住宅（土地は借地・建物は所有） 分譲マンション

民間賃貸住宅（賃貸マンシ ン アパ ト） 民間賃貸住宅（戸建 長屋） 公的賃貸住宅（ＵＲ賃貸も含む）民間賃貸住宅（賃貸マンション・アパート） 民間賃貸住宅（戸建・長屋） 公的賃貸住宅（ＵＲ賃貸も含む）

社宅、寮 その他
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住み替え意向①（年代別）

「具体的に、住替えの計画がある」と「将来、住替えたいと思っている」をあわせると21.8％。

年代が上がるにつれて、住替え意向が減少している。

30代の36.9％は住替え意向があり、他の世代と比較して多い。

住替えの予定がない場合 年代が上がるに れて「現在の住まいをリフ ムする 割合が住替えの予定がない場合、年代が上がるにつれて「現在の住まいをリフォームする」割合が

「リフォームしない」割合よりも高くなる。

「住み替えたいが、現実的には難しい」は約３割。

6.1 30.8 0.9 15.2 15.6 29.9 1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30代(n=441)

3.6

2.3

1 8

20.4

18.1

10 8

0.9

1.4

2 1

21.6

20.0

20 9

22.7

23.5

31 7

29.9

30.9

29 2

0.9

3.7

3 4

40代(n=422)

50代(n=430)

60代(n=435) 1.8

2.2

3.3

10.8

8.5

18.5

2.1

0.7

1.3

20.9

23.5

20.0

31.7

35.3

25.0

29.2

26.5

29.5

3.4

3.3

2.5

60代(n=435)

70代(n=272)

合計(n=2,000)

具体的に 住替え 計画がある具体的に、住替えの計画がある
将来、住替えたいと思っている
別荘等を購入または賃借して複数の地域で居住したいと思っている（平日と週末を別の場所で過ごす等）
住替えの予定はない（リフォームを実施せず、現在のニュータウンでの居住を継続する）
住替えの予定はない（リフォームを実施して、現在のニュータウンでの居住を継続する）
住み替えたいが、現実的には難しい
その他

【住
替
え
意
向
】
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その他



住み替え意向②（現在の住まい別）

「具体的に、住替えの計画がある」と「将来、住替えたいと思っている」の割合が多いのは民間賃貸

住宅（賃貸マンション・アパート、56.2％）と民間賃貸住宅（戸建・長屋、53.9％）。

「住替えの予定はない」の割合が多いのは戸建住宅（土地・建物所有、57.8％）と分譲マンション（49.9％）。

1.3 9.4 1.5 23.2 34.6 26.7 3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

戸建住宅（土地・建物ともに所有）

(n=970)

戸建住宅（土地は借地 建物は所有）

【現在の住まい】

8.7

1.7

10.0

8.7

17.3

46.2

8.7

1.3

4.3

24.7

5.4

34.8

25.2

3.8

34.8

27.9

33.5

0.0

1.7

1.2

戸建住宅（土地は借地・建物は所有）

(n=23)

分譲マンション

(n=519)

民間賃貸住宅（賃貸マンション・アパート）

(n=260)

民間賃貸住宅（戸建 長屋）
15.4

4.2

10.7

38.5

29.4

35.7

0.7

7.7

12.6

10.7

5.1

7.7

33.3

42.7

42.9

2.8

民間賃貸住宅（戸建・長屋）

(n=39)

公的賃貸住宅（ＵＲ賃貸も含む）

(n=143)

社宅、寮(n=28)

5.6 38.9 11.1 27.8 16.7その他(n=18)

具体的に、住替えの計画がある
将来、住替えたいと思っている
別荘等を購入または賃借して複数の地域で居住したいと思っている（平日と週末を別の場所で過ごす等）
住替えの予定はない（リフォームを実施せず、現在のニュータウンでの居住を継続する）

（ ）

【住
替
え
意 住替えの予定はない（リフォームを実施して、現在のニュータウンでの居住を継続する）

住み替えたいが、現実的には難しい
その他

意
向
】
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住み替えたい理由①（年代別）

住み替えたい理由としては「通勤通学や買物などに、より便利な場所に住みたいから」、

「今の住まいが古くなってきたから」、「自然環境や景色の良いところに住みたいから」、

「同居家族が増え、広い住まいが必要だから」が多い。

30代：「同居家族が増え、広い住まいが必要だから」「通勤通学や買物などに、より便利な場所に住みたいから」

40代：「今の住まいが古くなってきたから」「通勤通学や買物などに、より便利な場所に住みたいから」

50代：「今の住まいが古くなってきたから」「世帯の人数が減り、今の住まいでは広すぎるから」

60代：「今の住まいが古くなってきたから」 「通勤通学や買物などに、より便利な場所に住みたいから」

70代： 「今の住まいが古くなってきたから」 「加齢に伴い、階段や浴室などが使いづらくなってきたから」

0 30 60 90

親の住まい（実家など）から独立するから

同居家族が増え、広い住まいが必要だから

世帯 人数が減り 今 住ま は広すぎるから

【住替えたい理由】

世帯の人数が減り、今の住まいでは広すぎるから

親族と同居する予定だから

進学・転勤・転職があるから

通勤通学や買物などに、より便利な場所に住みたいから

自然環境や景色の良いところに住みたいから

趣味を満喫できる環境のところに住みたいから

防災や防犯に強い住宅に住みたいから

子育てによい環境のところに住みたいから

治療や介護に便利な所に住みたいから

加齢に伴い、階段や浴室などが使いづらくなってきたから

実家に戻る、あるいは実家の近くに住むから

今の住まいが古くなってきたから今 住 古

環境や省エネに配慮した住まいに住みたいから

ペットと住みたいから

現在の賃貸契約が終了・更新となるから

賃料の安いところに住替えたいから

近隣とのトラブルがあるから

地方で暮らしてみたいから
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地方で暮らしてみたいから

古民家や農村住宅（農家）で暮らしてみたいから

車の運転が面倒であるから

その他

30代(n=441) 40代(n=422) 50代(n=430) 60代(n=435) 70代(n=272)



住み替え希望エリア①（年代別）

全年代を通じて、「現在のニュータウンの中で、より駅に近いエリア」や「大規模ターミナル駅に近く、

利便性が相当高いエリア」、「大規模ターミナル駅からやや離れるが、ある程度利便性の高いエリア」

と利便性を求める回答が多い。

年代が上がるにつれて 利便性を求める割合が高くなる年代が上がるにつれて、利便性を求める割合が高くなる。

60代までは、「現在のニュータウン」「現在のニュータウンにできるだけ近いエリア」「同じような環境のエリア」

を求める比率も高い。

16.6 14.1 4.9 14.7 13.5 1.8 3.7 30.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30代

(n=163)

40代
19.8

12.5

16.4

13.9

3.4

7.3

8.9

13.6

10.9

10.9

14.8

12.7

13.9

13.6

20.0

3.0

1.1

3.6

5.9

11.4

5.5

1.0

5.5

1.1

22.8

28.4

18.2

40代

(n=101)

50代

(n=88)

60代

( 55)

13.8

16.3

3.4

10.3

3.4

8.3

13.8

13.5

20.7

14.9 2.1

17.2

6.9

3.4

1.1

0.2

24.1

26.4

(n=55)

70代

(n=29)

合計

(n=436)

現在のﾆｭｰﾀｳﾝの中で、より駅に近いエリア 現在のNTの外で、現在のﾆｭｰﾀｳﾝにできるだけ近いエリア

現在のﾆｭｰﾀｳﾝではないが、現在から離れた同じような環境のエリア 大規模ターミナル駅に近く、利便性が相当高いエリア

大規模ターミナル駅からやや離れるが、ある程度利便性が高いエリア 農村や山間部など田舎暮らしができるエリア

地方都市 リゾート地（国内）

リゾ ト地（国外） 特に決ま てはいない
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リゾート地（国外） 特に決まってはいない



住み替え希望先の住宅の種類②（現在の住まい別）

持家（戸建住宅、分譲マンション）の場合、現在の住まいの住宅と同じ種類の住宅に住み替えたい
傾向が半数以上。

現在「戸建住宅」居住者の57.4％が「戸建住宅」に住み替えたい。

現在「分譲マンション」居住者の54 5％が「分譲マンション」に住み替えたい現在「分譲マンション」居住者の54.5％が「分譲マンション」に住み替えたい。

現在の住まいが「民間賃貸住宅」の場合、同じ民間賃貸住宅（35.9％）か戸建住宅（35.3％）に
住み替えたい傾向が見られる。

現在の住まいが「公的賃貸住宅」の場合、同じ公的賃貸住宅（27.1％）か分譲マンション（25.0％）
に住み替えたい傾向が見られる。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

57.4

29.3

27.8

54.5

2.8

5.1

1.9

2.0

1.9

4.0

2.8

1.0

1.9

3.0

3.7

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

戸建住宅(n=108)

分譲マンション(n=99)

【現在の住まい】

35.3

18.8

42 9

16.8

25.0

42 9

35.9

16.7

7 1

4.8

27.1

0.6

10.4

0.6
3.6

2.1

7 1

2.4民間賃貸住宅(n=167)

公的賃貸住宅(n=48)

その他（ 14) 42.9

37.8

42.9

29.8

7.1

17.7 5.7 2.8
1.1

7.1

3.0 2.1

その他（n=14)

合計（n=436）

戸建住宅 分譲マンション 民間賃貸住宅 公的賃貸住宅
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戸建住宅 分譲マンション 民間賃貸住宅 公的賃貸住宅

高齢者向けの賃貸住宅 有料老人ホーム 家庭菜園つき戸建て住宅 その他



住み替え先の住居面積

４０代までは現在より広い家を求め、６０代以降は現在より狭い家を求める傾向にある。

５０代については、現在より広い・現在より狭い・現在と同程度の割合が同じ程度となっている。

65.6 9.2 25.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30代(n=163)

53.5

35.2

12.9

35.2

33.7

29.5

40代(n=101)

50代(n=88)

18.2

20.7

43.6

48.3

38.2

31.0

60代(n=55)

70代(n=29)

47.7 22.2 30.0合計(n=436)

現在住んでいる住宅よりも広い家 現在住んでいる住宅よりも狭い家 現在住んでいる家と同程度の広さの家
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住み替え希望先の住宅の購入価格・借入額①（年代別）

住替え希望先の住宅を購入しようと考えている場合、購入価格は「3,000～5,000万円」が最も

多く（40.5％）、「2,000～3,000万円（27.0％）」が続く。

70代の53.3％が「 2,000～3,000万円」という回答。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

6.4

5.6

3.8

7.5

11.7

19.4

18.9

27.5

33.0

19.4

32.1

10.0

42.6

45.8

35.8

42.5

6.4

9.7

9.4

12.5

% % % % % % % % % % %

30代（n=94)

40代(n=72)

50代(n=53)

60代(n=40)

13.3

6.2

20.0

17.9

53.3

27.0

13.3

40.5 8.4

70代(n=15)

合計(n=274)

～1,000万円 ～2,000万円 ～3,000万円 ～5,000万円 5,000万円～

住替え希望先の住宅を購入しようと考えている場合、借入は「なし」が最も多く（27.7％）、

「1,000～2,000万円（23.7％）」が続く。

50代以上は 「借入はなし」が最も多い50代以上は、「借入はなし」が最も多い。

30代では、「3,000万円～」の割合が他の年代と比較して多い。

13.8 10.6 1.1 11.7 24.5 23.4 14.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30代（n=94)

15.3

43.4

47.5

66.7

8.3

3.8

2.5

4.2

7.5

12.5

6.7

18.1

15.1

17.5

13.3

34.7

17.0

15.0

13.3

15.3

11.3

2.5

4.2

1.9

2.5

代（ )

40代(n=72)

50代(n=53)

60代(n=40)

70代(n=15)
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27.7 6.9 5.1 15.0 23.7 14.6 6.9合計(n=274)

なし ～300万円 ～500万円 ～1,000万円 ～2,000万円 ～3,000万円 3,000万円～



住み替えた場合の現在の住まいの活用方法①（年代別）

住替えた場合、現在の住まいについて売却（賃貸の場合は退去）するが最も多く（51.6％）、一定

期間賃貸として利用するは10.4％。

40代では、現在の住まいを「売却する」割合が他の年代と比較して高く見られる。

定期間賃貸として利用する割合が他の年代と比較して高いのは60代一定期間賃貸として利用する割合が他の年代と比較して高いのは60代。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

49.1

60.4

4.9

7.9

3.7

3.0

2.5

3.0

0.6

1.0

3.1

1.0

32.5

20.8

3.7

3.0

30代(n=163)

40代(n=101)

51.1

47.3

5.7

7.3

4.5

7.3

1.1

3.6

34.1

29.1

3.4

5.5

50代(n=88)

60代(n=55)

70代( 29) 44.8

51.6

3.4

6.0

6.9

4.4 2.3
0.5

3.4

1.4

0.2

24.1

29.1

17.2

4.6

70代(n=29)

合計(n=436)

売却（賃貸の場合は退去）する 定期間は賃貸物件として利用し 自らの代で売却売却（賃貸の場合は退去）する 一定期間は賃貸物件として利用し、自らの代で売却

一定期間は賃貸物件として利用し、その後の利活用は相続人に委ねる 相続人に譲渡し、利活用は相続人に委ねる

相続人以外の家族や親族等を住まわせ、自らの代で売却 相続人以外の家族や親族等を住まわせ、その後の利活用は相続人に委ねる

自らのセカンドハウスとして利用し続ける 特に決めてはいない

その他
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「住み替えたいが、現実的には難しい」の具体的理由①

「住み替えたいが、現実的には難しい」理由としては、「お金の工面ができないから」が78.6％で

最も多く、「現在の家に家財道具や荷物が多いから（7.6％）」「新たな人間関係を構築すること

に不安があるから（6.6％）」が続く。

年代が若いほど 「お金の工面ができないから」の割合が多く見られる年代が若いほど、 「お金の工面ができないから」の割合が多く見られる。

70代は他の年代と比較して、 「新たな人間関係を構築することに不安があるから」の割合が高く見られる。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

86.4

84.9

3.0

3.2

3.8

3.2

5.3

5.6

1.5

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30代(n=132)

40代(n=126)

75.2

73.2

13.5

10.2

5.3

4.7

4.5

7.9

1.5

3.9

( )

50代(n=133)

60代(n=127)

69.4

78.6

8.3

7.6

4.2

4.2

12.5

6.6

5.6

2.9

70代(n=72)

合計(n=590)

お金の工面ができないから 現在の家に家財道具や荷物が多いから

家族の介護などで現在の家から離れるわけにはいかないから 新たな人間関係を構築することに不安があるから

その他
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「住み替えたいが、現実的には難しい」の具体的理由②

現在の住まいが賃貸住宅（民間賃貸住宅と公的賃貸住宅）の場合、持家（戸建住宅と分譲マン

ション）と比較して、 「お金の工面ができないから」の割合が高く見られる。

現在の住まいが戸建住宅の場合、他と比較して、「現在の家に家財道具や荷物が多いから」の割合が

高く見られる。高く見られる。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

76.0

78.6

10.1

6.2

4.9

2.8

6.7

7.6

2.2

4.8

戸建住宅(n=267)

分譲マンション(n=145)

84.0

83.6

4.0

4.9

5.0

4.9

4.0

6.6

3.0民間賃貸住宅(n=100)

公的賃貸住宅(n=61)

70.6

78.6

11.8

7.6 4.2

11.8

6.6

5.9

2.9

その他(n=17)

合計(n=590)

お金の工面ができないから 現在の家に家財道具や荷物が多いから

家族の介護などで現在の家から離れるわけにはいかないから 新たな人間関係を構築することに不安があるから

その他
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第4章 個人住宅の賃貸流通を阻害する要因

１ 空き家が発生する原因

空き家の発生要因 （第３回検討会、資料７、P.２） ・・・P.104

２ 個人住宅の賃貸流通を阻害する要因

個人住宅の賃貸流通に関する阻害要因（たたき台） （第３回検討会、資料７、P.３） ・・・P.105
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空き家の発生要因

１世帯で複数の住宅を所
有するシチ シ ン

空き家の発生要因

住替え 売却したいが売れない

有するシチュエーション

立地の要因

住宅仕様の要因

o 都市部にあるが駅から離れている

o 地方、郊外立地である 等

<

市
場
に

が が

住宅仕様の要因

住宅のコンディションの要因

o 規模が大きすぎる

o 間取りが使いづらい

o 住宅設備機器のスペックが悪い 等

に
出
て
い
る
、
出

一時的な転居

賃貸したいが借り手がつか

ない

マーケティングの要因

o メンテナンスがされていない

o 老朽化している

o リフォームに費用がかかる 等

売却価格 家賃が相 あ な

出
し
た
い>

売却したくない
躊躇している

o 売却価格、家賃が相場に見あっていない

o 広告宣伝力が弱い 等

愛着がある、何時かは戻りたい

賃貸したくない

躊躇している

買い増し、建て
増し、セカンドハ

ウス購入
他人に貸すことの抵抗感

貸すと戻ってこないのではという不安感

<

市
場
に
出
て

主な検討ターゲット

相続

躊躇している

なんとなく放置
物件が遠方で手が回らない

定期・不定期で利用している
て
い
な
い> リフォームするのに費用がかかりすぎる
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相続 なんとなく放置

活用の仕方がわからない

荷物が置いてある



個人住宅の賃貸流通に関する阻害要因（たたき台）

主に貸し手側 主に借り手側 主に事業者側 主に行政側

共
通
の
阻

貸 手側 借り手側 主に事業者側 主に行政側

「家を貸す」という発想を持って
いない場合が多い。

貸すと戻ってこないのではとの
不安感

空き家の実態を把握することが困難

所有者を特定することが困難

個人戸建住宅は個別性が強く

個人戸建住宅は修繕費や
原状回復費用がかさむケー
スが多い

阻
害
要
因

不安感

賃貸した場合、借主と近隣の関
係や家を雑に扱わないかなど
の不安がある

十分な管理を行っていない

個人戸建住宅は個別性が強く
マッチングが難しい。管理業者
としても、管理しにくい

電力会社へのアンペア数変更や町内
会への対応などの事務手続きが多い

主
に
都
市

十分な管理を行っていない

老朽密集市街地に空き家
が存在する

駅近の賃貸アパートの志向性が
強い
（子育て世帯でも郊外の広い戸
建を求める声は少ない）

市場はあるが、戸建の場合は
一般的な情報提供フォーマット
に入れにくい

築年数が古いだけで検索して

相場賃料を得るためには相当
の修繕が必要

都市部に多い狭小住宅の場合、
高額の初期費用が必要市

部

賃貸借契約に馴染みがない

ペット可を求める声が大きい
築年数が古いだけで検索して
もらえない

高額の初期費用が必要

（売却を選択するケースが多い）

主
に
地
方
部

賃貸借契約に馴染みがない

相談相手がいない

荷物等の片づけが面倒・費
用がかかる

所有者が遠方（大都市部）
安価な手数料収入なためビジ
ネスとして成立しにくい

物件の情報を取得しにくい

地域コミュニティへの不安

就業面での不安 事業者の協力が得られに
くい部

所有者が遠方（大都市部）
に多く存在(所有者を特定し
にくい）

ネスとして成立しにくい

物件間の距離があるため、管
理コストがかかる

くい

定住に結び付けるのが難
しい
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